






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　モテ期というのはどんな人間にも生しよう涯がいに三回訪れると言うが、俺おれは十七歳さいになるまで一度もモテ期が訪れたことがなかった。

　彼かの女じよいない歴＝年ねん齢れい。

　典型的な非モテ陰いんキャ野や郎ろうだった。

　けれど──。

　十七歳の初夏、モテ期が一気に三回分押おし寄よせてきた。

「えへへ。あたしと藍あい原はらは付き合ってるもんね♪」

「あら。何を言っているのかしら。藍原君は私の恋こい人びとよ？　彼かれは私のもの。勝手に独どく占せん権けんを主張されては困るわ」

「ダメだよぅ！　ユウくんは私の恋人さんだもん！」

　俺に彼女ができたのだ。

　それも一人じゃなく、三人も。

　クラスのトップリア充じゆう女子、桜さくら井い沙さ希き。

　学内一のクール美少女、千せん本ぼん木ぎ美み月づき。

　十年来の幼おさな馴な染じみ、真ま白しろ蛍ほたる。

　俺はこれら校内でも有数の美少女たちと恋人関係を結ぶことになった。

　俺にはこれと言った長所はないし、見た目も平へい凡ぼん。まるでギャルゲに出てくる主人公のように没ぼつ個こ性せい的てきだ。

　イケメンでもなければ、めちゃくちゃブサメンでもない。

　俺の印象を女子に尋たずねれば、十人中八人は『藍原君？　うーん。優しそうだよね』と当たり障りのないコメントを返すに違ちがいない。

　ちなみに残りの二人の反応は『え？　藍原って誰だれ？』というものである。そもそも存在を認識されてないという悲しさ。世界よ、これが陰キャだ。

　これで俺がクラス内で孤こ高こうの存在──つまりぼっちであれば、同じくぼっちの美少女におかしな部活に勧かん誘ゆうされて、日ひ陰かげ者もの同士、あるいは爪つま弾はじき者もの同士、惹ひかれ合あって付き合うという路線もあり得たかもしれない。

　だが、俺はぼっちではなく、クラス内カーストの下から二番目──一応、友達と言える存在はいるものの、そいつは男で、しかも女子にツテがないから合コン等に繰くり出だすこともできず男同士で群れるだけ──という悲しい立ち位置。

　およそモテる要素がない。

　にもかかわらず、俺は校内でも有数の美少女三人と付き合うことができた。

　それはいったいなぜなのか？

　話は少し前まで遡さかのぼる──。
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　俺おれ──藍あい原はら優ゆう斗とには一つ年下の妹がいる。

　名前は心ここ音ね。顔は全く似ていない。俺は父親似で、心音は母親似。だけど、俺は一度も彼かの女じよの母親を見たことがなかった。

　そしてこれからもきっと、ないだろう。

　心音は血の繋つながらない兄妹きようだい──義妹いもうとだ。俺の母親の再さい婚こん相手の連れ子。

　最初、仲良くなれるかどうか不安だった。

　心音は最初会った時、人見知りオーラを全開にしていた。父親の背中に隠かくれておどおどびくびくしていた。目には強い警けい戒かい心しんを滲にじませ、口数も少ない。とてもじゃないが俺に心を開いてくれそうには思えなかった。

　けれど、その心配は杞き憂ゆうだった。

　俺たちは時間と共に少しずつ、少しずつ、距きよ離りを縮めていった。凍いてついた心音の心はゆっくりと溶とけていった。

　結果、俺と心音は義理の兄妹として家族になることができた。

　よかった。両親は父親の仕事の都合で海外を飛び回っていて、俺たちは兄妹二人暮らしだし、これからは二人で仲良くしていこう。

　そう思っていた。

　しかし──。

　どうも思ったより距離が縮まりすぎてしまったようで……。

「兄さん。この曲はどうですか？」

　自宅マンション。俺の自室。

　パンダ柄がらのパジャマに身を包んだ心音は上うわ目め遣づかいで尋たずねてくる。

　心音が差し出してきた愛用のイヤホンの片側は今、俺の右耳に嵌はめられていた。流れているのはスーパーフ○イの名曲。

『愛を込こめて○束を』のサビ部分だった。

「いや、ダメだろ」

「……そうですか」

　心音は一度しゅんとしたかと思うと、「では。これはどうですか？」と手元のウォークマンを操作し始めた。

　次の曲が流れ始める。

　これまた名曲、木村カ○ラの『バタフ○イ』だ。

「いや。ダメだって」

「……では、これならどうでしょう」

　心音が再び、手元のウォークマンを弄いじる。今度は安○ちゃんの『キャンユーセ○ブレイト』が水色のイヤホンを通じて流れ込んできた。

「だから何度も言わせるなよ。ダメだって」

「……むう。兄さん。いったい誰だれの曲ならいいんですか？　スーパーフ○イも木村カ○ラも安○ちゃんもダメだなんて。もしかして、洋楽しか認めない感じですか？　背せ伸のびした高校生にありがちな拗こじらせ方かたをしてるんですか？」

「そうじゃねーよ！　俺は高こう二に病びよう患かん者じやじゃねえ！　お前が曲を聴きかせる前に言った『私たち二人の結けつ婚こん式しきで流す曲はどれにしますか』って部分に反発してるだけだ！」

「……？　私、何か変なこと言いましたか？　普ふ通つう、ヴァージンロードを歩いている時は曲を流すものですよね？」

「ちげーよ！　その手前の部分だ！　私たち二人の結婚式ってところ！　なんで俺とお前が結婚することになってるんだ!?」

「好き合う男女が契ちぎりを交わすのは普通のことです」

「俺たちは兄妹だぞ!?」

「でも、義理ですよね。法律上は禁止されてませんよね」

「倫りん理り的てきに問題なんだ！　両親はいったいどう思う!?」

「祝福してくれるんじゃないですか？　孫の顔が見れるーって。それに兄妹間の結婚だと厄やつ介かいな嫁よめ姑しゆうとめ問題も起こりませんよ。一石二鳥です♪」

「心配するのはそこじゃねえだろ！」

「私、兄さんの子供が産みたいです」

「さらっととんでもないことを言うな！」

「兄さんの子供を孕はらみたいです」

「より生なま々なましい言葉に言いい換かえるな！」

　俺はぜえぜえと息を切らす。

「……こんな夜中に突つっ込こませないでくれ」

「兄さん。私に突っ込むだなんて……。えっちです……。でも。兄さんに突っ込まれるのならやぶさかではありません。きゃっ♪」

　心音は親指を咥くわえながら、恍こう惚こつの表情を浮うかべている。

　……ダメだこりゃ。

　そう──。俺たち兄妹の距離は無事に縮まった。

　だが、縮まりすぎた。あまりにも。
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　心音は俺に懐なつくのを通とおり越こして、恋れん慕ぼの情を抱いだいてしまった。いったいいつからこうなったのかは定かではない。

　ただ、それは時に行きすぎることもあった。

　例えば──。

　夜、隣となりの心音の部屋から声が聞こえてくることがあった。

「んんっ……！　兄さんっ……。ダメです。激しすぎます……！　そんなに激しくされたら壊こわれちゃいます……！　やあっ……！」

　くぐもったような熱っぽい声。

　もちろん、俺が何かしているわけじゃない。だって自室にいるし。

　つまり心音の想像上の俺が、心音に何かしているわけだ。

「はあっ……！　兄さん、もうイッちゃいそうです……！　私のお腹の中に兄さんの熱いものを注いでくださいっ……！」

　その内、逬ほとばしるような嬌きよう声せいが弾はじけて、静せい寂じやくが訪れた。

　妹が部屋で何をしていたのか。

　朧おぼろ気げに想像はついたものの、追つい及きゆうすることはなかった。ちなみにその日、俺のパンツがなぜか行方不明になっていた。

　それ以降、家での洗せん濯たくは全て俺が担当することにした。

　またある時──。

　俺が高校から帰ると、心音が俺の自室でゴミ箱を漁あさっていた。何をしてるんだと尋ねると悪びれもせずこう返してきた。

「シコティッシュを探していたんです」

「シコティッシュ？」

「兄さんが自じ慰い行こう為いに励はげんだ後の戦後処理の産物のことです。一度、剝むき出だしの兄さんの性欲の匂においを嗅かいでみたくて」

「…………」

「ただ、残念ながら見つかりませんでした」

　……あ、危なかった。

　一昨日だったら見つかっていたかもしれない。昨日がゴミの日でよかった。

「なので、今ここで自慰行為をしてみてくれませんか？」

「なんでそうなる!?」

「考えてみたんです。ティッシュにくるまった精子はもう死しに体たい。どうせなら新しん鮮せんな精子を直接摂せつ取しゆした方がいいって」

「摂取とか言うな！　今すぐ出て行け！」

「兄さん！　一いつ滴てき！　一滴だけでいいんです！　兄さんの濃こい精子なら、一滴あれば立派に私を孕ませることができますから！」

「俺を勝手に絶ぜつ倫りん扱あつかいするんじゃねえ！」

　俺は勢いに任せて心音を部屋から閉め出した。

　その日からゴミ出しも全て、俺が担当することにした。まさか家内にストーカーじみた真似をする奴やつが生まれていたとは……。

　このように、心音の愛情は常じよう軌きを逸いつしているのだ。

　現に今も──。

「あっ……。兄さんの嵌めていたイヤホンが、私の耳を犯してます……。耳穴ヴァージンを奪うばわれちゃってます……」

　俺がさっきまでつけていたイヤホンを自分の耳に嵌め、はあはあ……、と熱っぽい吐と息いきを漏もらしている。

　まあ、はっきり言って心音は可愛かわいい。

　これまで見てきた女子の中でもトップクラスだ。

　さらさらとした髪。アイドルのように整った顔立ち。胸こそ薄うすいものの絶世の美少女と言って差し支えない。

　俺の妹には勿もつ体たいないくらいだ。

　変態でさえなければなあ……。

　そう思わずにはいられない。

「兄さん。私は今、十五歳さいです。来年の誕生日を迎むかえたら、晴れて十六歳になって法律上結婚出来るようになります。兄さんも来年には十八歳になります。なので来年の兄さんの誕生日に二人で役所に婚こん姻いん届とどけを提出しましょう。そして教会で結婚式を挙げて、二人でヴァージンロードを歩くんです。そして初夜で私たちは熱く結ばれるんです。ベッドの上で互たがいを激しく求め合うんです」

　心音は「……きゃっ♪」と頰ほおを赤らめながら呟つぶやいた。

「おめでとうございます。私の処女はもう、兄さんの所有物ですよ？」

「何でだよ!?　いらねーよ！」

「妹の処女は兄さんのもの。兄さんの童どう貞ていは妹のもの。世の中の兄妹はお互いにお互いの初めてを捧ささげ合あう──これは常識ですよ？」

「どこの世界の常識だよ！」

　聞いたことねえよ！

「ふふっ。兄さんが十八歳になるのが楽しみです……。どんな手段を使ってでも婚姻届にサインをして貰もらって、役所に提出してみせます」

　心音はどす黒い笑みをくすくすと漏らした。

　思わず背筋がぞくりとした。

　……こいつならマジでやりかねない。

　寝ねている間に俺の手を取って署名させ、そのまま役所に引きずって行き婚姻届を出すくらいのことはやってのけるだろう。

　それは何としてでも止めなければ──。

「心音！　俺はお前と結婚することは出来ないんだ！」

「……どうしてですか？」と心音は俺の目をじっと見て尋ねてきた。「兄さん。もしかして私のことが嫌きらいなんですか？」

「そうじゃない！　妹としては好きだ！」

「私は兄としても、異性としても好きです。愛しています。そして兄さんにも私を異性として好きになって貰う自信があります」

　心音が俺の両手を取り、ぐいと迫せまってくる。

　目にはどろりとした性愛の光。ハートの形が映って見えるかのようだ。

　鈍にぶい輝かがやきに思わず飲み込まれそうになる。

　マズい。このままだと押おし切きられる──。

　どうにか回かい避ひしなければ。




「お。俺には付き合ってる彼女がいるんだ！」




　切せつ羽ぱ詰つまった末、反射的にそう口にしていた。

「……え？」

　時間が止まったかのような沈ちん黙もく。

　心音は目を丸くした。

「兄さん。今、何て言いました？」

「俺には今、学校に彼女がいるんだ！　そいつと結婚するつもりでいる！　だからお前と結婚することはできない！」

　もちろん、でたらめだ。

　俺に彼女なんていない。生まれてから十七歳の今まで一度たりとも。つまり俺はこの場を逃のがれるために噓うそをついた。

　互いの間に重い沈黙が漂ただよう。

「……一つ訊きいてもいいですか？」

「な、何だ？」

「……兄さんは、その人のことが好きなんですか？」

「え？　あ。ああ」

　慌あわててそう答えてから、しまった、と思った。

　俺に彼女がいると知った心音は暴れ出すんじゃないか。

　私のものにならないくらいなら、いっそ……殺してしまった方が……と早まった行動に出るんじゃないか。

　そう危き惧ぐしていたのだが──。

「そうですか」

　顔を上げた心音は、柔やわらかな微笑ほほえみを浮かべていた。

「お、怒おこってないのか？」

「はい。私は兄さんのことが大好きです。愛しています。いつか結ばれる日が来れば良いなと心の底から願っています。……でも、兄さんに彼女がいて幸せだと言うのなら邪じや魔まはできません。私は何よりも兄さんの幸せを願っていますから」

「心音……」

　そう──。

　心音はちょっと暴走しがちなだけで、根はとても優しくていい奴なのだ。兄である俺のことを誰より想ってくれている。

「兄さんに彼女がいるなら、私は兄さんのことを諦あきらめます。ただその代わり──私に彼女さんを紹しよう介かいしてください」

「──えっ？」

「将来は結婚も考えているんですよね？　なら、その彼女さんが兄さんにふさわしいかどうか私が直接お会いして判断を下します」

　心音の真しん剣けんな眼まな差ざしに、背筋がすうっと冷たくなる。

「い、いや。それは……」

「それとも何か問題があるんですか？　妹の私には紹介できないような、変な彼女さんだとでも言うんですか。──もしかして、噓じゃないですよね？　私から逃にげるために適当なことを言っているわけじゃないですよね？」

　心音の目のハイライトがふっと消えた。

　こ、こええ……！

「そんなことはない！　本当にいる！　しかも普通の彼女だ！」

「では、兄さん、今度彼女さんを家に連れてきてください。絶対ですよ。約束を破ったら許しませんからね？」

　心音はにっこりと微笑んでそう言った。

　俺は全部噓だと今さら言い出すことが出来なかった。そんなことをすれば大変なことになるのは目に見えている。

　……けど。彼女を紹介するって言ったって。

　俺には彼女がいない。いないものを紹介することは出来ない。イマジナリ─彼女を紹介しようかとも考えたが、速やかに病院に連れていかれるだろう。そして、兄さんには私の一生の介かい護ごが必要と強引に結婚させられるのは目に見えている。

　身から出た錆さびとは言え、いったいどうすればいいんだ!?




　結局、彼女がいるのは噓だと切り出すことは出来なかった。

　それどころか話はどんどん進み、「来週には一度、家に連れてきてくださいね」という勧かん告こくまで受けてしまった。

「向こうは忙いそがしいからどうだろう……」

　それとなく断ろうとしたが──。

「いくら忙しくても、一日くらいは空いていますよね？　そうじゃないとお付き合いも出来ないでしょうし」

　と言われてしまった。

　俺は「仰おつしやるとおりで……」と返すのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　来週──。

　俺に与あたえられた猶ゆう予よは余りにも短い。

　その僅わずかな期間で彼女を作る。……いやいやいや。そんな芸当ができたらこの歳としまでに彼女の一人や二人はいたはずだ。

　目の前に死の十三階段が見えた気がした。

　そして翌朝。俺と心音はいつものように高校へ登校するために家を出た。

　通学路が同じなのは、同じ高校に通っているからだ。

　心音の学力だともっと上位の高校も狙ねらえたが、『私は兄さんと同じ高校がいいです』と言って聞かなかった。

『学生は一日の大半を学校で過ごしますよね。そんなに長い間、兄さんに会えないなんて私には耐たえられません』

　とのことらしい。

　心音はとても甘あまえたがりで、とても寂さびしがり屋やなのだ。現に登校中の今も、俺の腕うでに自分の両腕を絡からませてべったりとくっついている。とても幸せそうな表情。心底リラックスしているのが伝わってくる。ここだけ切り取れば可愛い。

　俺への依い存ぞん的てきな好意のせいか、高校に辿たどり着つき、それぞれの教室に行くために別れる時には酷ひどく名残なごり惜おしそうにしていた。

「兄さん。身体からだは離はなれていても、心はいつも一つです……！」

　いや、今こん生じようの別れじゃないんだから。涙なみだ目めになられても……。

　他の生徒も何事だって感じでこっちを見てるし。

　俺のクラス──二年一組は本校舎の三階にある。

　扉とびらを開けて中に入る。

　和わ気き藹あい々あいと談笑に興じる生徒もいれば、授業の予習に励む生徒、机に突つっ伏ぷして寝ね息いきを立てている生徒もいた。

　窓際にある自分の席へと向かう途と中ちゆう、

「うげっ……！」

　と思わず声が出た。

　俺の席の周りに、クラスのリア充じゆう女子たちが集まって談笑していたからだ。

　しかもその内の一人──校則違い反はんスレスレに髪かみを染めた女子が、俺の席にでんと座っていたのだからこれはもう大変だ。

　完全に俺の席が占せん領りようされちまってるじゃねーか！

　陽キャならこの輪の中に入っていけたかもしれないが、陰いんキャの俺が同じようにすると確実に浮くし迫はく害がいされるだろう。

　……仕方ない。チャイムが鳴るまで廊ろう下かを歩いたり、トイレに行って架か空くうの用を足して時間を潰つぶすか──と考えていた時だ。

「藍原じゃん。おはっぴー♪」

　俺の席に座っていた女子は、俺の姿を見ると気さくに声を掛かけてきた。

　……ああ、何だ。こいつだったのか。

　桜さくら井い沙さ希き──それが目の前のリア充女子の名だ。

　明るい髪かみ色いろ。垢あか抜ぬけた容姿。

　シャツの胸元を開け、制服をおしゃれに着き崩くずしている。

　見るからにリア充。見るからに陽キャ。こいつがいる場所だけまるでスポットライトが当たっているかのように華はなやかだ。

　上位カーストに属している生徒は選民意識が強く、自分より下の階級である生徒には声を掛けることすら厭いとう者も多い。

　しかし、このリア充女子はそうじゃない。誰にでも分わけ隔へだてなく接し、陽キャの生徒にも陰キャの生徒にも友達が多い。

「おはっぴーって何だよ。普通におはようで良いだろ」

「おはようとはっぴーを掛け合わせたの。朝って皆みな、テンション低いじゃん？　だからこれで上げていこうと思って」

「どうでもいいけど、勝手に俺の席を占せん拠きよするんじゃねえ」

　俺は思わず抗こう議ぎする。

　こんな調子で喋しやべれるリア充は、クラスの中で桜井だけだ。

「実は殿との。寒いかと思って、お席を暖めておいたんです」

「そうか。サルよ、気が利く奴だ──ってなるか！　お前は秀ひで吉よしか？　つーか今は五月だから寒くも何ともねえし！」

　それに秀吉が草ぞう履りを暖めてたのは懐ふところでだから。尻しりに敷しいてたら、信長の機き嫌げんを損ねて斬きられるだけだから。

「まあまあ。いいじゃん。ここは一つ、藍原の席はあたしのもの、あたしの席はあたしのものってことで。和解しよ？」

「おい待て！　それ全然和解してねーだろ！　ゴリゴリの不平等条約押しつけられてるだけじゃねーか！」

　こいつ、ジャイアニズムの継けい承しよう者しやか！

「てゆーか。藍原。何か授業前に自分の席でする予定でもあるわけ？」

「そりゃお前、あれだよ。……授業の予習とか」

　俺の一言に、桜井は「ぶはっ！」と噴ふき出だした。

「あははっ！　藍原が授業の予習なんてするわけじゃないじゃん！　この前のテストも順位下から数えた方が早かったのに！　ウケる！」

「う、うるせーな！　お前だってそうじゃねえか！」

「はあ？　いっしょにされると困るんですけど。あたしは前の英語のテスト、藍原より二点も点が良かったもんねー」

「それを言ったら俺はお前より数学のテストが良かったぞ。三点も」

「……あんたたち。それ赤点ラインの話でしょ。そんなの優ゆう劣れつつかないから。どんぐりの背比べでしかないから」

　傍かたわらにいた賢かしこい女子生徒が呆あきれたようにそう言った。

「いや、三十九点と四十点は全然違ちがうぞ。明確な差だからな。その一点が赤点かどうかの分ぶん水すい嶺れいになるわけだから」

「そうそう！　夏休みに補習が入るかどうかの分かれ目だし！」

　俺と桜井はそう熱弁を振ふるったが、

「そんな低いレベルの話、私たちには縁えんがないから」と一いつ蹴しゆうされてしまった。「夏休みは一ヶ月丸まる々まるあるのが当たり前だし」

　それマジ？

　周りにいた生徒たちも一いつ斉せいに頷うなずいていた。四し面めん楚そ歌かだ。

「「…………」」

　場合によっては補習で夏休みの二週間を潰されてしまう俺たちからすると、そいつらはまるで雲の上の存在に見えた。

　自じ慢まんじゃないが、俺は成績が良くない。

　授業中はだいたい、ぼーっとしているか寝ている。かと言って、テスト期間で追い込みを掛けるかと言わればそういうわけでもない。

　そろそろやらないとなーと思っている内に一週間前になり、さすがにまずいぞと思っているうちに三日前になり、前日の夜になってもうどうにでもなあれ☆　と開き直り、当日に臨んで豪ごう快かいに燃もえ尽つきるというのが常だった。

　そうしてテスト期間が終わり、手元には赤点スレスレの答案用紙。時にはデッドラインを踏ふみ越こえて完全なレッドカード。

　似たような点数の桜井は俺に対たい抗こう意い識しきを持っていて、答案用紙が返へん却きやくされる度に俺の席にやってきては答案用紙を覗のぞき込こんでくる。その勝ち負けで一いつ喜き一いち憂ゆうするわけだが、余りにもレベルの低い争いにクラスメイトたちは「俺たちはこうはなるまい……」と密かに胸の内で決意しているとか何とか。

　ちなみに去年はクラスこそ違えど、桜井とは夏休みに共に補習を受けた仲だ。俺たちは元もと々もと顔見知りだった。

　なので今年同じクラスだと知った時、お互いに『よかった。こいつがいればクラス一のバカにはならない』と安あん堵どした。そして迎えた最初の学力テスト。俺たちは全く同じ点数を取って最下位タイだった。

「あたしたちは補習仲間なんだし、持ちつ持たれつってことで。これからもこの席には座らせて貰うから♪」

　桜井は人差し指をぴんとたて、はにかみながら言った。

「持ちつ持たれつねえ……」俺はそこでふと、閃ひらめいた。「──ってことは、俺もお前に頼たのみ事ごとをしていいのか？」

「ん？　頼み事？」

「ああ。相談と言い換えてもいい」

「ふーん。珍めずらしいじゃん。なに？」

「ここだと話しにくい。場所を変えないか」

　ここだと話しにくい話、という部分に桜井は食いついたようだ。キュピーンと目の奥おくに好こう奇き心しんの光が瞬またたくのが分かった。

「おっけーおっけー♪　んじゃ、移動しよっか」

　桜井は「ほっ」と俺の椅子から立ち上がった。

　教室を出ると、共に階段を上がって人気のない場所へ。

　封ふう鎖さされた屋上前の踊おどり場ばに辿り着く。

　使われなくなった机が逆さに積み上げられ、屋上へ続く扉の磨すりガラス越ごしに差し込む陽光が大気中の埃ほこりを照らし出す。

「んで、相談って？」

「それなんだが……」

「待って！　当ててみせるから！」

　桜井は俺の方に手の平を突き出すと、

「名めい探たん偵てい沙希ちゃんがズバリ、藍原の相談内容を透とう視ししてあげましょう」

「透視するなら、それは探偵より超ちよう能のう力りよく者しやの領分のような気がするが」

「いいから！　黙だまって聞く！」

　桜井は額に指先をあてがい、「むむむ」と唸うなってから言った。

「ずばり、あれでしょ！　腰こしが痛くて良い接骨院を紹介して欲しいとか！」

「す、すげえ……！　一ミリも掠かすってねえ……！」

　仮に俺が腰よう痛つうを抱かかえていたとしても、桜井に相談する理由がない！

「じゃあ、今のはナシ。あれでしょ？　クラスに好きな子がいるとか。それであたしに仲ちゆう介かい役やくを頼んできたわけだ」

「まあ、さっきの推理よりは近いが。それも外れだ」

「はあ？　じゃあ、いったい何なわけ？　勿もつ体たいぶっちゃってさあ！」

「何で切れ気味だよ！　勿体ぶらしたのはお前だろ！」

　俺はさっさと本題に入りたかったんだよ。

　全く……と溜ため息いきをついてから、

「俺の相談ってのは、あれだよ。──お前に恋こい人びとになって欲しいんだ」

「ふんふん。なるほど、あたしが恋人にね──って、はあ!?」

　得意顔で頷いていた桜井は、ばっ、と弾かれたように顔を上げた。かあああっ……と赤みを帯びていく。

「ちょっ……！　それって……こ、告白ってやつ!?　じゃあ、藍原があたしをここに呼びだしたのは……ええええっ!?　ど、どうしよう……！　そりゃ、好きって言って貰えるのは嬉うれしいけど……。心の準備とか全然してなかったから……」

　てんぱっているのか、頭を抱えてわたわたとしている。

　……ん？　これはどうやら誤解しているな？

　俺はただ、桜井に偽にせの彼女役になって欲しいだけだったのに。マジで桜井に告白したと思われてしまっているみたいだ。

　早く訂てい正せいしなければ！

「桜井、違うんだ！　何も正式な彼女ってわけじゃなくてだな……」

「正式じゃないってなに!?　遊びってこと!?」

「違う！　一日だけの関係だ！」

　心音に会うその日だけだ！

「いや、めっちゃ遊びじゃん！　ワンナイト的なやつじゃん！　藍原、よくそんなクズなこと真ま面じ目めな顔して言えるね!?　信じらんない！」

「だああ！　そうじゃねえ！」

　俺はばりぼりと頭を掻かきむしった。

「とにかく一度、落ち着いてくれ！」

「落ち着けるわけないじゃん！　告白されたのに！　しかも、端はなから身体だけの関係を打だ診しんしてくるとか！　このクズ！　ゴミ！　童貞！」

「違う！　俺はクズでゴミで童貞だが、話は聞け！」

　俺は一度桜井の興奮を収めてから、事情を説明し始めた。

　妹の前で彼女がいると見み栄えで噓をついてしまったこと。

　そして来週、妹に紹介しないといけなくなってしまったこと。

　だから、そのために偽の彼女役が必要になったこと。

　心音は俺のことが異性として好きで、もし彼女がいないとバレたら結婚させられる危険があることは伏ふせた。ややこしくなるからね。

　全て説明し終えると、ようやく桜井の顔の火ほ照てりは収まった。

「……ふーん。まあ。大方の事情は分かったけど」

「そうか。誤解が解けてよかった」

　ほっとした俺は、微笑みを浮かべながら尋ねた。

「で、どうだ。引き受けてくれないか」

「いや、ムリでしょ。普通に」

　気持ちいいくらいの即そく答とうだった。

　俺が訊いてから一秒も経ってないんじゃなろうか。

「なんでだよ!?」

「藍原が見栄を張ったのが悪いんだし。妹ちゃんに正直に話すしかないでしょ。別にモテないお兄ちゃんって思われてもいいじゃん」

　ぐうの音ねも出ないほどの正論だ。

　ただ、問題はモテない兄だと思われることではない。

　俺に特定の交際相手がいないとバレることで、裏切られたと知った心音のリミッターが外れて暴走してしまうことなのだ。

　もちろん、そんなことは桜井には話さないが。

「……よし、分かった。元よりただで協力して貰えるとは思ってなかったからな。それ相応の報ほう酬しゆうは用意するつもりだ」

「もしかして、お金で釣つるつもり？　あたし、そんな軽い女じゃないし。──まあ一応金額は聞いておくけど……」

「特別だ。俺の家までの交通費は出そう」

「いやいやいや！　吊つるしたニンジン、しょぼすぎるでしょ！　てゆーかこの辺あたりの地域だったら普通に自転車でいけるし！」

「それを見み越こしていってみたんだ」

「しょぼい上にせこっ……！」

「これならどうだ？　今度のテスト、俺の答案をこっそり見せてやる。これは結構いい条件だと思うけどな」

「それ成績が良い人しか使えない手だから！　あたしと同レベルの藍原の答案用紙を見せてもらったところで何の役にも立たないし！」

「ですよねー」

　結局、引き受けて貰うことは出来なかった。




　桜井には偽の彼女役を引き受けて貰えなかった。

　しかし、俺はまだ希望を捨てていなかった。

　あいつなら……。あいつなら俺のこの頼みを聞いてくれるはずだ……！

　教室に戻もどる途中、廊下で目的の生徒の姿を見かけた。

「ほたる！　探したぞ！」

　俺が声を掛けたのは、一人の女子生徒。

　クリーム色のボブカット。生来の人の良さが滲にじみ出でた優しげな顔立ち。おっとりほわほわとした佇たたずまいは森の妖よう精せいのようだ。

　真ま白しろ蛍ほたる──マンションで隣に住む幼おさな馴な染じみだ。

　付き合いは心音より遙はるかに長く、三歳の頃ころからの仲。

　ちなみに高校では同じクラス。

　目立つ存在ではないものの、誰からも好かれていて、面めん倒どう見みの良さから「お母さん」と親しみを込めて呼ばれている。

「ユウくん、おはよう♪　朝、起きられた？」

「ああ。ほたるがモーニングコールをしてくれたおかげだ。あれがなかったら今も確実に布団の中にいただろうな」

　俺は寝ね起おきが悪いので、毎朝、ほたるに電話で起こして貰っていた。

　両親は父の仕事で海外を飛び回り家を空けていて、心音は寝ね込こみの俺を見るなり襲おそってくるから部屋は施せ錠じようせざるを得ない。

　だから、俺はしっかり者の幼馴染みを頼たよっている。

「もう。ちゃんと一人で起きられるようにならないとダメだよ？」

「俺はほたるなしじゃ生きられない身体になってしまったんだ……。だからこれからも末永く面倒みてください。お願いします！」

「ユウくん。堂どう々どうと凄すごく情けないこと言ってる……！」

　ほたるは呆れた表情になると、

「あ、そうだ。エプロンはちゃんと持ってきた？」

「エプロン？」

「今日、家庭科の調理実習があるでしょ？　家からエプロンを持ってこないと、先生に減点されちゃうよ？」

「しまった！　忘れてた！」

　偽の彼女役のことを考えていたから、頭の片かた隅すみにもなかった。

「やっぱり、そんなことだろうと思った。安心して。私がちゃんとユウくんの分のエプロンも持って来てるから。はい」

　そう言って、巾きん着ちやく袋ぶくろを差し出してきた。

　袋ふくろの口を開けると、中にはエプロンとナプキンが。

「助かった！　これで減点されずに済むぞ！」

　俺はほたるの手を取ると言った。

「やっぱり、持つべきは頼れる幼馴染みだな！」

「もう。調子良いんだから」

　ほたるは呆れながらも、俺を見放そうとはしない。

　何だかんだ、いつもこうして手を差さし伸のべてくれるのだ。

　海よりも大きく圧あつ倒とう的てきな包容力。

　クラスメイトに「優しさの化け身しん」「オギャりたい」「来世は真白の赤ちゃんとして生を受けたい」と賞賛されるだけのことはある。

「ああ、そうだ。ついでにもう一つ頼みたいことがあるんだが……」

「今度はなあに？」

「えーっと。まあ、非常に言いにくいことなんだけどな……」

「ふふ。ユウくんが私に頼み事するなんて、いつものことだもん。何を言われても変に思ったりしないよ」

「おお、マジか！」

「うん♪」

「じゃあ、遠えん慮りよなく言うな。──ほたる、俺の彼女になってくれ！」

「──ふえっ!?」

　ほたるはしばしフリーズした後、ぼん、と顔を赤らめた。

「ユユユ、ユウくん。どういうこと!?」

　うおお！　めちゃくちゃ動どう揺ようしてる！

　──しまった。またやっちまった。俺の彼女になってくれ、って言葉だけだと本気で告白してるみたいだもんな。

「悪い！　説明不足だった！　実はちょっと事情があって、心音に、彼女がいないのにいるって噓をついちまったんだ。それで来週、紹介することになった。でも、今さら噓だって明かすのはちょっと無理な雰ふん囲い気きでさ。──ほたる、頼む！　その日一日だけでいいんだ！　俺の彼女になってくれないか！」

　俺は深ふか々ぶかと腰を折り、ほたるに懇こん願がんする。

　さっきの桜井の時とは違う。

　俺とほたるの間には、今まで幼馴染みとして培つちかってきた信しん頼らい関係がある。だからこの無茶な頼みも引き受けて貰えると信じたい……！

「何だ。そういうことだったんだ。びっくりした……」

「誤解を招くことを言って悪かった。で、どうだ？　受けてくれるか？」

「いくらユウくんの頼みでも、そんなの無理だよぅ！」

　顔を真っ赤にしたほたるに、一蹴されてしまった。

「──ど、どうして」

「彼女役なんて、そんなの恥はずかしすぎるし……！　私たち、ずっと幼馴染みだったのにいきなりそんなのムリだよ……」

「大だい丈じよう夫ぶだ！　為せば成るから！」

「それ頼む側のユウくんが言うことじゃないよぅ！　──ムリムリっ！　やっぱりユウくんと恋人さんはムリっ！」

　ほたるは顔を手で覆おおうと、ぱたぱたと走っていってしまった。

「ほたる！　待ってくれ！　ほたるぅぅ！」

　手を伸ばしたが、その後ろ姿は遠ざかるばかり。

　今までどんな頼み事をしても『もう、仕方ないんだから』と言って聞き入れてくれたほたるもこればかりはダメだったようだ。

　希望の光が断たれ、俺はがっくりとその場で項垂うなだれる。

　ホームルームの時間を告げるチャイムが無情に響ひびき渡わたった。




「終わった……。俺の人生は義妹との結婚エンドに決まった……」

　休み時間。

　俺は浜はま辺べに打ち上げられたクラゲのように机に突っ伏していた。

　頼みの綱つなであったほたるに偽の彼女を断られ、もう頼める相手はいない。終戦を迎えたかのような気持ちだった。

「おいおい、どうしたよ藍原。元気ねーな」

　男友達の安やす原はらが声を掛けてきた。

「もしかしてあれか？　朝のおはよう占うらないの順位が悪かったとか。気にすんな。ラッキーアイテムを持ってりゃ運気は上がるぜ！」

　そんなレベルの話じゃねーよ。

　というか、こいつ、朝のおはよう占いとか見てんの？　女子なの？

　その時だった。

「藍原君。ちょっといいかしら」

　低い男の声だけだったその場に、透とう明めい感かんのある女子の声が響いた。

　顔を上げてみると、学級委員の千せん本ぼん木ぎ美み月づきがむっつりと怒ったような表情で俺のことを見み据すえていた。

　思わず、見とれてしまった。

　冬の夜空のような黒くろ髪かみ。クールな切れ長の目。気高く、凜りんとした顔立ちは定規で線を引いたかのように端たん整せいだ。

　街で彼女とすれ違った奴は十人中十人が、「凄え美人だ……！　けど、絶対気が強いしプライドが高いだろうな」と思うであろう雰囲気を醸かもし出だしている。

「千本木か。どうしたんだ？」

「数学の宿題、クラスであなただけが未提出なのだけど。先生に提出しにいくから早く出して貰えるかしら」

　──げっ！　そういえば、そんなのあったな！　すっかり忘れてた！

「いや、それは……」

　慌てて言い訳を繕つくろう。

「じ、実はノートを家に忘れちまってさ。うっかりうっかり！　俺ってこういうドジな一面があるんだよなあ」

「へえ。そうなの」

「そうそう！　だから明日、必ず提出するから！　いやー。残念だなあ。昨日、徹てつ夜やして仕上げたのになあ」

　これで明日まで提出期限を延ばせる！

　後は気合いで仕上げれば何とか……。

「ところで藍原君。……机の上に出しっぱなしのそのノートは何？　表紙に『数学』と書かれているようだけど」

「──げっ！」

　しまった！　迂う闊かつだった！

「ドジな一面がある、というのはどうやら本当のようね。もっとも、それは詰つめが甘いということだけど。──中身をチェックさせて貰うわ」

　千本木は俺の机に放り出されていた数学のノートを手に取ると、おもむろにページをパラパラと捲めくり始はじめた。

「…………」

　生きた心地がせずに生まれたての子こ鹿じかのようにぷるぷる震ふるえていると、千本木の顔色が変わるのが分かった。

「……藍原君。このノート。いくら捲っても白紙のページばかりなのだけど。いったい宿題はどこに書いてあるのかしら」

「正直者にしか見えないペンで書いたので……」

「ふうん。それなら、他ならぬあなたに確認して貰おうかしら。この白紙のページにはいったい何が書いてあるの？　読んでみなさい」

　千本木は開いたノートのページを、俺の顔面に押しつけてきた。ぐいぐいっ。呼吸が出来ないほどの圧力。

「お、俺も読めないっす……。正直者じゃないんで……」

「そうね。大噓つきだものね。自分の非を素直に認めて謝るならまだしも、言い訳に言い訳を重ねる姿は見苦しいわ」

　千本木は、はあ、と呆れたように溜息をつくと──。

「あなたは一年の時から変わらずにずっと怠たい惰だね。私が委員長を務めるクラスで怠惰に過ごすことは許さないわ」

「違うんだ。俺も宿題をこなして提出したい気持ちは山やま々やまなんだ」

「……何か事情があるというの？」

「ああ。働きアリの法則ってのがあるだろ？　働きアリの集団があったら、八割がよく働いて残りの二割は必ずサボるってあれだ」

「パレートの法則の亜あ種しゆの理論のことね」

「このクラスも同じだ。働きアリの法則に則のつとると、四十人も生徒がいたら、全員が勤勉だなんてことはありえない。その内の二割は必ず怠惰になる。宿題も出さない。言わば俺は働きアリの法則の被ひ害がい者しやなんだ！」

「自らの怠惰を法則のせいにする人を初めて見たわ。……でも、そんなものは私に言わせるとただの甘えでしかない。そもそもあなたはアリじゃなく、人間よ。他の動物たちならともかく、言葉と意志を持つ私たち人間は、たゆまぬ努力をすることでどんなことも成なし遂とげることができる。そうでしょう？」

　千本木は確固とした口調でそう言い切った。

　並みの人間が口にしようものなら、あまり強い言葉を使うなよ、弱く見えるぞ？　とツッコミを入れたくなる台詞せりふも、こと千本木が言うと説得力があった。

　受験は首席で合格し、入学以来ずっと学年トップの座をキープ。以前の全国模試ではトップクラスの成績を残した。

　千本木ほどの成績ならもっと上の高校にも行けただろうに、わざわざ普通レベルのこの高校を選んだのは家から近いからだそうだ。後、電車が嫌いだから。徒歩以外の移動手段は信用できないから使いたくないらしい。

　ちなみに、千本木は勉強だけではなく、運動能力も図ず抜ぬけている。中学時代はテニス部で全国大会にも出たことがあるとか。

　未だ何事も成したことのない俺のような凡ぼん才さいからすると、千本木は後光が差して見えるほどの完かん璧ぺき超ちよう人じんだった。いやはや、おみそれしましたって感じだ。人生何回目？　強くてニューゲームしてる？　と尋ねたくなる。

　しかし、秀しゆう才さい故に凡才の気持ちが理解できないのだろう。千本木は度たび々たび、他の生徒たちとの間に摩ま擦さつを起こしていた。

　例えば──そう、千本木は高校では部活に所属していない。

　当初はテニス部に入ろうとして体験入部に赴おもむいたらしいのだが、うちのテニス部は残念ながらこれ以上ないほどの弱小部。一番上う手まい上級生であっても、千本木相手に一点も取れずにストレート負けしてしまうような体ていたらくっぷり。

　なら、部を改革して強くすればいいとその翌日、千本木は部の改善点を百項目程ノートに書き連ねて部長に提出したそうだ。

　部長はそんな千本木のやる気を持てあましたのだろう。

『うちはそんな本気じゃなくて、ただ楽しくテニスがしたいだけだから。悪いけど他の部活をあたってくれる？』

　と言って彼女の入部を断ったのだった。

　才能のある千本木はきっと、知らなかったのだ。たゆまぬ努力を重ねることが出来るというのもまた立派な才能なのだと。誰もが出来るわけではないと。

「この前のテスト、藍原君は酷い成績だったでしょう。このまま堕だ落らくすれば留年もあり得るかもしれない。だから、日ひ頃ごろから勉強する習慣をつけなさい。その一いつ環かんとして宿題をきちんと提出すること。いい？」

「皆が皆、同じように出来るわけじゃない。人には個性があるんだ。俺が宿題をしないというのもまた個性なんだよ……」

「ダメな自分を正当化しようとしないで」

「すみません」

　俺は深々と頭を下げる。全く仰るとおりで。

「けど、今は宿題なんてしてる場合じゃないんだよな……。もっと先に考えないといけないことがあるというか」

「というと？」

「どうすれば俺に彼女が出来るか、ということだ」

「……くだらない」

　千本木はばっさり斬って捨てた。

「くだらなくなんかねえよ！　彼女が出来るかどうか！　この一点に俺の将来とひいては貞てい操そうの危機も関わってくるんだ！」

　期日までに彼女役を引き受けてくれる者を見つけて心音に紹介できなければ、その後に待ち受けるのは強制的な結婚。そして妹での童貞の喪そう失しつ。妹と結婚した兄という世間では到とう底てい受け入れられそうもないレッテルだ。

「俺は来週までにどうしても彼女を作って、妹に紹介する必要があるんだ。そうしないともう何もかもおしまいなんだよ！」

「随ずい分ぶんと必死な形ぎよう相そうね。何があなたをそこまで駆かり立たてて──」

　千本木はそこで、はっ、と目を見開いた。

「……もしかして、妹さんは病びよう床しように伏しているとか？　出来の悪い兄の将来を心配する妹さんを安心させるためにも恋人を紹介して──」

「いや。彼女がいないのに、いるって噓をついちまっただけだ。で、来週紹介するって約束しちまった。これはピンチだ」

「心底くだらない理由ね。訊いて損したわ」

　千本木はさっきより呆れの度合いを濃くして言った。

「要するに見栄を張ったということでしょう？　……全く。恋人の有無なんかでその人の価値は変わらないというのに。……そもそも、私には色いろ恋こい沙ざ汰たにうつつを抜ぬかす人の気持ちがまるで理解できない。あんなのはただの時間の無む駄だでしかないわ」

「千本木、頼む！　一日だけでいいから、俺の彼女役になってくれないか？　そしたら宿題もちゃんと出すから」

「交こう換かん条件になっていないでしょう。宿題を出すのは当然のことよ」

　千本木は虫けらを見るような目で俺を見る。

「そもそも、私があなたの恋人役を引き受けるメリットがまるでないでしょう。それで私が何の得をするというの？」

「モテナイ男を救うチャリティー活動だと思って」

「論ずるに値しないわね」

　案の定、一蹴されてしまった。




　結局、偽の彼女を演じてくれる女子は見つからなかった。

　そりゃそうだ。

　たった一日で彼女役を見み繕つくろえるほどのコミュ力があれば、今までの十七年間で一人か二人は本物の彼女が出来ている。

「兄さん。彼女さんのご都合はつきましたか？」

　マンションのリビング。

　俺が夕陽の差すソファの上で寝ね転ころんでいると、図書委員の仕事で遅おくれて帰宅した心音が静かに声を掛けてきた。

「い、いや……」

「そうですか。決まったら教えてくださいね」

「ああ……。もちろん」

　俺は引きつった顔を見られないようそっぽを向いたまま尋ねる。

「なあ、ちなみになんだけど」

「はい？」

「これはあくまでも仮の話だが。俺に彼女がいて、来週までに別れたとかそういうことになったらどうする？」

　最後の選せん択たく肢し。

　それは俺には彼女がいたのだが、心音に会わせる前に関係が終わってしまったというふうに話を持っていくというもの。

　これなら彼女の実体は必要ない。俺の演技力さえあれば事足りる。

「そうですね……」

　心音は頰ほおに手をあてがい考え込むと──。

「とても残念な話です。兄さんは深く傷ついてしまいます。なので、私が妹として責任を持って慰なぐさめてあげます。彼女さんのことを忘れられるよう、私があの手この手、四十八手を使って気持ちよくさせてあげます。そして、兄さんを私のことしか考えられない状態にしてから、改めて兄さんの誕生日に婚姻届を役所に提出しに行きます。これでもう二度と兄さんは傷つきません。死が二人を分かつまでずっとずっと幸せです。いえ。輪りん廻ね転てん生しようを繰くり返かえしながら二人は永遠に結ばれ続けます」

「…………」

　ダメだ。この手は絶対に使えない！

　俺がもし彼女に振られたとでも噓をつこうものなら、心音はそこに乗じて俺にどっぷりと洗脳を施ほどこしてくるだろう。二度と辛つらい思いをしないよう、俺は心音のことしか考えられない傀かい儡らいへと変えられてしまう。

　それはまずい。

　つーか。輪廻転生しても心音からは逃れられないのか？

　壁かべに掛かった時計の針は午後七時を指していた。

　夕食の時間だ。

　俺はテーブルに座り、心音の作ってくれたショウガ焼きとシチューに舌した鼓つづみを打ちつつ打開策を考えていた。

　ああ、そうだ。レンタル彼女を借りるというのはどうだろう。自分の彼女として女の子をレンタル出来るというサービス。

　一日だけなら、俺にも払える金額だろう──と思ったところで、いや、ダメだ！　とすぐにその考えを打ち消した。

　俺は心音に学校で彼女が出来たと言ってしまった。適当なレンタル彼女を見繕って誤ご魔ま化かしたとしてもすぐにバレる。

　俺と心音は同じ学校なのだ。

「くそう……。万事休すか……」

「兄さん。どうしたんですか？　食べる手が止まっていますけど。もしかして私の料理が口に合わなかったとか……」

「いやいや！　そんなことはないぞ！」

　俺は慌ててショウガ焼きにかぶりつき、ご飯をガツガツと掻き込む。

「美う味まい！　お代わりをくれ！」

「ふふ。よかったです。何なら、あーんしてあげましょうか？」

「それは別にいらねえ」

「ならせめて、兄さんのお○んぽをあーんさせてくれませんか？」

「せめてって言葉の使い方知ってる!?」

　心音の料理はお世辞抜きにマジで美味かった。

　心音は見た目も可愛かわいいし、料理をはじめ家事全ぜん般ぱんが得意だ。その上、兄である俺のことを心から想ってくれている。

　まさに理想の妹だ。

　これで血が繋がっていてさえくれれば……。実じつ妹まいであれば、法律という絶対的な盾たてが俺たちの関係を保障してくれたのに。

　嘆なげいていると、テーブルの上のスマホがぶるりと震えた。

　ラインの着信。

　見ると、ほたるからだった。

『いきなりごめんね。ユウくん。今、時間あるかな？』

『別に構わないぞ。どうした？』

　と返信を打つ。

　すぐに返事が返ってきた。

『直接会って話したいことがあるの。とっても大事な話。私、マンションの前にある公園で待ってるから』

　とっても大事な話……。

　何だろう。ほたるがそんなことを言うなんて珍しいな。

「兄さん。誰からですか？　……もしかして彼女さんだったり」

「いや。ほたるからだよ。会って話したいことがあるんだと。だから、ちょっと前の公園まで行ってくるな」

「会うって、まさか二人きりでですか？」

「ああ、そうだけど」

「でしたら、私もついていきます。兄さん一人を行かせるわけにはいきません。間ま違ちがいが起こるかもしれませんし」

「起こらねえよ」

「日暮れの公園で二人きりですよ？　兄さんがほたるさんを木こ陰かげに連れていって、青あお姦かんをおっぱじめてしまうかも……」

「しねえよ。お前、いったい何考えてるんだ」

　ネット広告で出てくるエロ漫まん画がじゃないんだから。

「とにかく、心音は家で留守番していてくれ」

「むぅ……」

　不満げな心音を残し、俺は玄げん関かんドアを開けて廊下に出た。

　マンションの手前には小さな公園がある。遊具は少なく、滑すべりの悪い滑り台と、三歳を超こえると座れなくなる極小のブランコだけ。少しよう子し高こう齢れい化かの影えい響きようなのか単に遊ぶ価値のない場所だからなのか子供の姿は見当たらない。

　とっぷりと日の暮れた公園。遊具たちが寂しげに佇む中に、一つだけ熱を持ったシルエットが立っていた。

　ほたるは駆け寄ってきた俺の姿に気づくと、微笑みを浮かべた。

「ユウくん。来てくれたんだ。ありがとう」

「俺たちは気を遣つかうような仲じゃないだろ。で、話って何だ？」

「うん。そのことなんだけど……」

　ほたるはもじもじと両手の指をいじくりながら──。

「あのね？　学校で言ってた話……受けてもいいよ」

「学校で言ってた話？」

「今朝、ユウくんが言ってた……その、心音ちゃんに紹介するために、ユウくんの彼女役になるっていう……」

「──えっ」

　俺は思わず声を張り上げていた。

「マジで!?」

「う。うん。色いろ々いろ考えたんだけどね。ユウくん、困ってるみたいだったし。出来れば力になってあげたいかなって……」

「そりゃありがたい！　けど、なんで急に気が変わったんだ？」

「そ、それは」

　ほたるは俯くと、蚊かの鳴くような声で呟いた。

「……役でもいいから、ユウくんの恋人さんになりたいなって。もしかしたらそれが本当になるかもしれないから……」

「え？　今、何て言ったんだ？　声が小さくて聞き取れなかった」

「ううん！　何でもないよ!?」

　ほたるは耳まで真っ赤にして、胸の前で両手をばたばたと振る。……何だ？　そんなに恥ずかしいことを口走ったのか？

「とにかく、引き受けて貰えるってことでいいんだな!?」

「うん。私で良ければだけど」

「うおお！　マジで助かる！　やっぱり持つべきものは幼馴染みだな！　ほたるがいてくれて本当によかった！」

　俺はほたるの手を取ると、感謝の言葉を述べまくった。

　やった！　これでほたるを彼女として心音に紹介できる！　幼馴染みだし疑われるようなこともまずありえない！

　胸の中に抱えていた杞憂は、これにて全て吹ふっ飛とんだ。

　心音との間にあった爆ばく弾だんも解除することができそうだ。

　──そう。

　この時の俺はまだ、暢のん気きにもそう思っていた。後にもっと大きな爆弾を抱えることになるとは露つゆほども知らずに。
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　翌日。

　俺おれは全ての悩なやみを胸の中から拭ぬぐい去さり、砂さ漠ばくに広がる青空のような清すが々すがしい気持ちで登校することが出来た。

　教室の扉とびらを開け、窓際にある自分の席へ。置き勉したおかげで煎せん餅べいのようにぺらぺらな通つう学がく鞄かばんを机の上へと置いた。

　ああ。今日もいい天気だ──。

　窓ガラスの外に広がる晴れ渡った空を前にそう思っていると、

「おーい、あいはらー」

　目の前で手の平をひらひら振ふられた。

　それでも構わずに外を眺ながめ続つづけていると──。

「ちょっとー、聞こえてる？」

「すまん。今、イヤホンしてるから何も聞こえないんだ」

「そっか。邪じや魔ましちゃってごめんね──じゃない！　それ噓うそじゃん！　あたしの声聞こえてないと返事できないはずじゃん！」

　ぷりぷりと怒おこった桜さくら井いは「あたしを無視するの禁止！　こっち向けーっ！」と俺の顔を摑つかんでぐりんと向きを変えてきた。

「悪い悪い。実は昨日、最近ずっと抱かかえてた悩みが解決してな。それでほっとして気が抜ぬけてたんだよ」

「ふーん。そうなんだ。おめでとう」桜井はそう言うと、「それはそれとして、藍あい原はらに話があるんだけど」

「何だ？」

「や。ちょっとここじゃ話しにくいから」

　場所を変えよう、ということらしい。

「分かった。じゃあ、話は署で聞こうか」

「はい……。──ってなんで!?　別にあたし、やましいことしてないし！　署に連れていかれる謂いわれなんてないし！」

「すまん。言ってみただけだ」

　しかし、桜井はノリがいいな。

　そりゃ友達も多いわけだ。

　俺たちは教室を出て、屋上前の踊おどり場ばへとやってきた。

「で、話って？」

　俺はそう言って促うながす。

「昨日、藍原があたしに言ってきたじゃん。偽にせの彼かの女じよ役を探してるって。あれってまだ募ぼ集しゆうしてる感じ？」

「──え？」

「や。実はさ。あたしもやむにやまれぬ理由があって……。ちょうど彼かれ氏し役やくをしてくれる人を探してるというか……」

「えーっと」

　思いも寄らぬ発言に、まず出たのがこの一言だった。

「これ美人局つつもたせじゃないよな？　もしくはドッキリとか。俺が喜んでるところでテッテレーってプラカード出すつもりじゃ……」

「違ちがうし！　そんなことしないから！」

「だったらまず事情を聞かせてくれ。なんでいきなりそうなる？　昨日はあんなに俺のことをバカにしてたじゃねえか」

　俺が尋たずねると、桜井は前まえ髪がみを指でくるくると弄もてあそびながら、

「や。昨日、友達とカラオケに行った時にね。恋こいバナになったの。あたし以外の子たちは全員彼氏がいたみたいでさ。高校生で誰だれとも付き合ってないってやばくない？　みたいな話の流れの中で訊きかれたの。沙さ希きも彼氏いるんでしょ？　って。で、ほんとは彼氏なんていなかったんだけど、つい、いるって答えちゃって。そしたら深ふか掘ぼりされて。もうキスしたとか、手ぇ繋つないだとか。ありもしないことをぺらぺら喋しやべっちゃったんだよね」

「──おい。それ、俺と全く同じ流れじゃねえか。いや。噓を上うわ塗ぬりしてる分、むしろ俺より酷ひどくないか？」

「……あははー」

「それに昨日、言ってなかったか？　見み栄えを張る方が悪いって。その論法で言うと正直に話した方がいいだろ」

「ムリムリ！　今さらほんとのことなんて言えないって！　友達たちには恋れん愛あいマスターとして崇あがめられちゃってるんだもん！　あたしもおだてられて、まんざらでもない感じ出しちゃったし！　もう後には引けない～！」

　桜井はそう悲鳴のように叫さけぶと、

「──っていうか！　藍原は彼女役を募集してて、あたしは彼氏役を募集してるんだから利害一いつ致ちしてるじゃん！　だから、あたしたち付き合ってることにしない!?　そうすればウィンウィンな関係を築けるし！　ねっ!?」

「いや、もう募集は締しめ切きったんだ」

「──はあ!?」

　桜井は絶対摑めると思っていた蜘く蛛もの糸が切れてしまったことに驚きよう愕がくし、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰くらったような表情になっていた。

「噓でしょ!?　何で!?　誰が!?」

「ほたるに頼たのんだんだ。あいつは幼おさな馴な染じみだからな。妹に紹しよう介かいしても違い和わ感かんを抱いだかれるようなこともないはずだ」

　俺は言った。

「だから。まあ、そういうことで」

「ちょっと待ったぁ──っ！」

　踵きびすを返そうとしたところで、目の前に桜井が立ちふさがった。ばっ！　と大きく両手を広げ、獲物を前にして飢うえた狼おおかみのような必死な顔つき。

「あたしの方が絶対、真ま白しろさんより上う手まく彼女役できるから！　恋愛ドラマとかめっちゃ見てるから演技力凄すごいよ!?　アイドル並み！」

「じゃあ大したことないじゃねーか！　……つーか、冷静に考えてみろ。桜井みたいなリア充じゆうが俺みたいな冴さえない奴やつと付き合うのはリアリティないだろ。周りから疑われること請うけ合あいだと思うけどな」

　自分で言うのも何だが。

「大だい丈じよう夫ぶだって！　関係ない関係ない！　美女と野や獣じゆうパターン！」

「誰が野獣だよ。それに今さら、ほたるにやっぱナシって断るのも悪いしな。桜井には申し訳ないがこのままで行かせてくれ。じゃあ、そういうことで」

　そう言うと、俺は桜井の横をすり抜けて教室へ戻もどろうとする──が、土手っ腹に強きよう烈れつなタックルを喰らって床ゆかに倒たおされた。

「な。なにを……!?」

「あたしは二番目でいいからっ！」

「──はい？」

「本命の彼女役は真白さんに任せてくれてもいいから！　あたしは藍原の二人目の彼女役にしてくれればそれでいいから！」

「……どういう意味だ？」

「だから、藍原は真白さんとあたしで二ふた股またを掛かけてる。そういう設定なら二人彼女がいても変じゃないでしょ!?」

「とんだクズ野や郎ろうじゃねーか！　それにその設定で行くと、桜井は俺に二股掛けられてる女だと周りに思われるんだぞ？」

「だったら、あたしは藍原に二股掛けられてるのを知ってて、でも自分が本命だったら他の女の子と遊んでもいいよって本妻感を出してるって設定はどう？　何か余よ裕ゆうのある良いい女って雰ふん囲い気き出ない？」

「……そうか？」

「出るって！　めっちゃ恋愛慣れしてそうじゃん！　──あの人は最終的にはあたしのところに戻ってくるからね、みたいな」

「桜井、お前、何か楽しそうだな」

　ノリノリじゃねーか。

「だが、悪いな。設定とは言え、俺は二股のクズ男になるつもりはない」

　俺がその場を去ろうとした時だった。

「──藍原の妹って、一年二組の藍原心ここ音ねちゃんでしょ!?　真白さんが噓の彼女だってことバラしてもいいわけ!?」

　とんでもないことを言ってきた。

「ばっ！　お前、それは……脅きよう迫はくじゃねえか!?」

「……本当なら、あたしもこんな真似はしたくなかった。だけど、もう引けないところまで来ちゃってるんだよね」

「く。くそっ。こいつ、覚かく悟ごが決まった奴の目をしてやがる……」

　これだから妹と同じ高校なのは都合が悪いんだ！

　桜井が事の真相を心音にリークしてしまえば、何もかもがご破算だ。今まで積み重ねてきたものが全て崩くずれてしまう。

　それどころか、一発ゲームオーバーだ。

　俺が首を縦に振らなければ、待ち受けているのは明確な破は滅めつ──。

　くそっ！

　なら、多少のリスクと不ふ名めい誉よは引き受けるべきか……。

「……分かった。桜井の要求を呑のもう」

「やった！　決まりね！　言げん質ち取ったから！」

　大はしゃぎする桜井の姿を見て、俺はがくりと項垂うなだれた。

　こめかみに銃じゆう口こうを突つきつけられた状態で、要求を撥はねつけることなんて出来ない。

　かくして──。

　俺の彼女役は二人になったのだった。




　今朝は晴れ晴れとしていたはずの俺の心はしかし、変わりやすい春の天気のように瞬またたく間に大おお嵐あらしを迎むかえてしまった。

　俺は机に突つっ伏ぷしながら、頭を抱えていた。

　くそっ！　どうすればいいんだ……！

　このままだと、俺はほたると桜井の間で二股を掛けているという、ゴミクズ男として生きねばならなくなる。

　事実無根の汚お名めいを背負うなんて……。

　──いや。待てよ？

　今からでもほたるに言って彼女役を降りて貰もらえばいいのでは？　別にほたるには彼女役を引き受けなければいけない理由はないのだ。

　単純に俺への善意で了りよう承しようしてくれただけ。

　だったら、いける！

　ほたるに彼女役を降りて貰えれば、俺はただ桜井とだけ偽の恋こい人びと関係を続ければいいってことになるじゃねーか！

　よし！　これだ！

　俺は早速、ほたるを呼び出して事情を説明した。かくかくしかじか。桜井に頼むことになったからもう大丈夫。

　ほたるは俺に付き合ってくれなくていい。

　そう説明すると──。

「ダ、ダメだよぅ！」

　──えっ？

「私はもう、ユウくんの彼女役を引き受けることにしたんだから。今さら降りるなんて言いっこナシだよう！」

「いや、別に降りることは出来るんじゃないか？　契けい約やくを交わしたわけでもなし。拘こう束そく力りよくはないと思うが……」

「そうじゃなくて！　桜井さんと約束したってことは、桜井さんがユウくんの彼女さんになるんだよね？」

「ああ。そうだな」

「で、心音ちゃんに紹介するその日一日だけじゃなくて、桜井さんとはしばらく恋人関係を続けるんだよね？」

「向こうの要望だからな」

　桜井は女友達に彼氏がいると噓をついているので、しばらくの間、恋人関係を継けい続ぞくして欲しいと頼んできたのだ。俺は桜井に銃口を突きつけられている身。抵てい抗こうすることも反はん抗こうすることも出来ず、首を縦に振るハメに。

「だったら、私はユウくんの彼女役を降りない！」

「何でだよ」

「それは……」

　ほたるは俯うつむいてぼそぼそと呟つぶやいた。

「ユウくんが桜井さんに取られちゃったら嫌いやだもん……」

「いや、別に向こうは俺のことを取ろうと思ってないと思うが」

　偽の恋人関係だし。ただのビジネスパートナーだ。

「と、とにかく！　私は降りないから！　ユウくんの彼女役として、心音ちゃんに挨あい拶さつをしにいくから！」

　……マジか。

　こうなったらもう説得は通用しないだろう。

　ほたるは普ふ段だんは温和だが、一度言い出したら聞かない頑がん固こさがある。

　うーむ。絶対に上手く交こう渉しようを運ぶ自信があったんだが……

　しかし、乙女おとめ心ごころというのはチェリーボーイには複ふく雑ざつ怪かい奇きで度どし難がたく、思うように事を運ぶことは出来なかった。

　俺は失意のまま、教室へ戻ってくる。

　まだだ！　まだ希望はある！

　桜井が女友達に俺を彼氏として紹介したとしても、その情報が心音にさえ伝わらなければ何も問題はないのだ。

　心音の前ではほたるを俺の彼女だと紹介して、桜井との恋人関係は桜井の友人各位までで止めて貰うようにする。

　そうすればどうにか誤ご魔ま化かせるはず。

　……いや。女子高生の口の軽さを舐なめてはいけない。桜井が俺と付き合ってるということを知れば、たとえ箝かん口こう令れいを敷しいていたとしても、次の日にはクラス中、ひいては校内中に噂うわさが広まってしまうこと請け合いだ。

「あああ……！　詰つんでるじゃねえかああ……！」

　俺が机に突っ伏して悶もん絶ぜつしていると──。

「藍原君。あなた、何を一人で悶もだえているの？」

　と、声を掛けられた。

　千せん本ぼん木ぎ美み月づきの姿がそこにあった。

「げっ！　しまった！」

　俺はそこで思い出した。

　昨日、千本木に催さい促そくされた数学の宿題にまだ全く手をつけていなかった。色いろ々いろあったからすっかり忘れていた。

「千本木、宿題の件なんだが……」と恐おそる恐おそる切り出した。「残念ながら、色々あって今日も提出できそうにない。すまん！」

「どうせ、そんなことだと思っていたわ。ちなみに言っておくと、あなたに声を掛けたのは別の用件だから」

「別の用件？」

「藍原君に話があるの。場所を変えましょう」

　……俺に話？　千本木が？

「それはちなみにいい話なのか？」

「もちろん。あなたにとっては朗報のはずよ。話を聴きくなり、涎よだれを垂らして歓かん喜きの舞まいを踊り始めるでしょうね」

　マジで？　そんなに？　五千兆円当たったとか？

　訝いぶかしみながらも、俺は千本木の後に続いて、人ひと気けのない体育館裏へ。

　俺たちは向かい合う。

「藍原君。あなたは昨日、私にこう言ったわよね。妹に見栄を張ってしまって、来週には彼女を紹介しなければならなくなった。でも、本当は彼女はいない。だから、彼女役を引き受けてくれる女子を探していると」

「え？　ああ、そんなこと言ったな」

　……何となく、既き視し感かんを覚える。

　さっき、全く同じ流れを体験したばかりだ。

　いやいやまさか。そんなはずは。桜井一人ならまだしも、千本木まで同じようなことを言うなんてそんな偶ぐう然ぜんあるわけ……。

「喜びなさい。私がその役を引き受けてあげるわ」

　うわ──っ！

　やっぱり！　恐れていた通りの結末になった！

「何でだよ！　お前、昨日はあんなに俺のこと軽けい蔑べつしてたじゃねえか！　それに彼女役を引き受けることに何のメリットもないって！」

「ええ。でも、昨日考えて気づいたの。あなたを偽の恋人にすることで、私の学校生活に大きなメリットがあるということをね」

「大きなメリット？」

「私は今、男子にとても迷めい惑わくしているの。二日に一度の頻ひん度どで告白されるし、連れん絡らく先さきを聞かれることは日にち常じよう茶さ飯はん事じ。廊ろう下かを歩いていたら必ず声を掛けられるし、学校の帰り道で待まち伏ぶせをされることもあるわ。お灸きゆうを据すえようとキツい言葉を浴びせても、彼かれらは反省するどころかむしろ喜ぶ始末よ」

　こいつ、すげーモテるんだな……。

　まあ、見た目は良いもんな。

「ほーん。それで？」

　しかし、他人のモテ話ほどつまらない話はない。

　俺は素そっ気けなく先を促す。

「昨日も言ったと思うけど、私は色いろ恋こい沙ざ汰たにはまるで興味がないの。愛だの恋だのとくだらないことにうつつを抜かす暇ひまなんてない。だから、あなたと付き合っていることにすればそういう輩やからを追おい払はらえるでしょう？」

「なるほど。要は厄やつ介かい払ばらいのためってわけか」

「成績の割に、理解が早くて助かるわ」

「前半部分は丸まる々まる言う必要ねえだろ」俺は溜ため息いきをついて言う。「けど、残念ながら千本木の要求は呑めないな」

「……なぜかしら？　理由を訊いても？」

「今回、すでに多数のご応おう募ぼを頂いておりまして。偽の彼女役はもう、他の女子に引き受けて貰えることになりました」

「へえ、そうなの。物好きな人もいたものね」

「全くだ。ありがたいことにな。だからお前の申し出は受けられない」

「なるほど。で、今日から私はあなたの恋こい人びと役やくということでいいわね？　連絡先を聞かれた際には藍原君の名前を出すけど」

「──は？」

　俺は思わず声を出していた。

「いや、話聞いてたか？　俺はもう彼女役が──」

「いたとしても構わないわ。私はあなたを口実に使えればそれでいい。二股を掛けていることにすれば問題ないでしょう」

「問題しかねえだろ！」

　つーか。もう二股は掛けてるんだよ！　千本木とまで契約を結んだら、前代未聞の三さん股また男おとこになるじゃねえか！

「とにかく。私の中ではもう決まったことだから。あなたが何と言おうと、私はあなたを口実に使わせて貰うわ」

「ふざけんな！　こんな横暴な話があるか！　呑めないぞ！」

　抗こう議ぎの声を上げると、千本木は持ち前の反射神経の良さで俺に詰め寄り、襟えり元もとを摑んで背後の壁かべへと押おしつけてきた。

「横暴な話ですって？　……あなた、何か勘かん違ちがいしているようね。藍原君は私に大きな借りがあるのよ」

「借り……だって？」

「ええ。あなたが今年、無事に二年生になれたのは私の口利きがあったからよ。去年の学期末のあなたの成績は留年もあり得るほどだった。だけど、私のクラスから留年生を出すわけにはいかなかったから先生方に直じか談だん判ぱんしにいったの。私が責任を持って指導をするから何とか進級させてあげて欲しいと」

「……マジで？」

「疑うのなら、担任の先生にでも聞けばはっきりするわ。私とあなたが今年もいっしょのクラスになったのもそのためよ」

「…………」

　俺は千本木に助けられていたのか？　……確かに去年の俺の成績は、留年もあり得るほど酷いものだったけども。

　しかし、だとしたら──。俺はこいつに頭が上がらない！

「今ので分かったでしょう？　あなたは私に大恩がある。もし断ろうものなら先生方に密告することも可能よ。藍原君はもうどうしようもない。留年させて更こう生せいを促す必要があると言ってね。……さあ、どうするのかしら」

「くっ……分かった。その話、引き受けよう」

「ふふ。理解が早くて助かるわ。従順な人は好きよ」

　千本木は、ふっ、と妖よう艶えんな笑みを浮うかべた。

　俺の襟元を摑んでいた両手を離はなす。

「大丈夫。悪いようにはしないわ。私の利害と、あなたの利害。双そう方ほう共にいい結果を生むことができるはずよ」

　そう言うと、

「これからよろしくね。──彼氏の藍原君」

　まるで魔ま女じよのような笑みを浮かべて、その場から去っていった。

　黒くろ髪かみが風になびき、妖あやしげに揺ゆれていた。

　俺は尻しりもちをついたまま、何も言い返せず、これがどうか夢であって欲しいと祈いのることくらいしかできなかった。




　彼女役を誰か一人に引き受けて貰えればそれでよかった。

　そうすれば万事が上手くいったはずだ。

　なのに、何の因果か打診した三人全員が引き受けてくれたことで、歯車が嚙かみ合あわなくなってしまった。

　桜井沙希。千本木美月。

　それぞれ理由は異なるが、彼女たちに共通するのは、自分にとって必要な理由があるから俺と偽の関係を結ぶということ。

　ほたるは善意だろうが、その真意は分からない。

　何で話をナシにするのをあんなに拒こばんでたんだ？

　ともあれ、心音に紹介するという約束の日を迎える前に、顔合わせも兼かねて一度全員と話し合っておきたかった。

　ある日の放課後。俺は三人を空き教室へと呼び出した。

　西校舎の隅すみにある特別教室。

　間ま違ちがっても誰か他の奴が来るようなことはない。

「えー。諸君、本日はお集まり頂きありがとう」

　俺は黒板の前の教きよう卓たくから、前方を見み渡わたす。

　教室の真ん中の席に、千本木、ほたる、桜井がそれぞれ座っていた。

「今日集まって貰ったのは他でもない。俺と偽の恋人関係を結ぶに当たって、諸君ら三人に話しておきたいことがあるからだ」

「──えっ!?　ユウくん。桜井さんだけじゃなくて、千本木さんにも偽の彼女のことを頼んでたの？」

　ほたるは桜井が俺と偽の恋人関係を結ぶのは知っていたが、千本木とも結ぶということは知らなかったようだ。

「まあな。不本意ではあるが」

「ってことはつまり、藍原は三股を掛けるってこと？　あははっ！　ウケる！　ちょープレイボーイみたいじゃん」

　桜井が他人事のようにケタケタと笑う。

「ほんとはただの童どう貞ていなのにね」

「おい、勝手に童貞って決めつけてんじゃねーよ！」

「え？　違うわけ？」桜井はきょとんとした表情になる。「もしかして、ほたるんとすでにそういう関係とか？」

「──ふええ!?」

　ほたるの顔が真っ赤に染まった。

「ち。違うよぅ。私とユウくんはえっちなこと何もしてないもん！　だから、ユウくんはまだ童貞さんだよ！」

「…………」

　いやまあ、確かにそうなんだけど。そもそも俺がプレイボーイならこんな事態を巻き起こさなかっただろうし。

　ただ、断言されると何とも微び妙みような気分になる。

「ところで童貞の藍原君。話を進めてくれるかしら」

　千本木が含ふくみ笑わらいをしながらそう言った。

「千本木、お前話進めるつもりねーだろ」

　むしろ俺をとことんいじり倒そうとしてるだろ。

「それに童貞の何が悪い！　ニーチェやライト兄弟、宮みや沢ざわ賢けん治じ。彼ら歴史上の偉い人じんたちは童貞のまま生しよう涯がいを終えたと言われている！　彼らは童貞だったからこそ、偉い大だいな功績を挙げることができたんだ！」

「でも、あなたは何事も成していないでしょう？」

「──ぐっ！」

「ま。藍原は単なるモテない童貞だよね」

「──がっ！」

「そもそも屁へ理り屈くつをこねているその姿が、最高に童貞感滲にじみ出でていたわ。濃のう厚こうな精液の匂においで窒ちつ息そくするかと思ったわ」

「千本木。お前、嗅かいだことねーだろ！」

　俺はいたぶられた鬱うつ憤ぷんを晴らすために指を差して叫ぶ。

「つーかそもそも。お前らも全員、処女だろうが！　同じ穴の狢むじなのくせして、童貞の俺を馬ば鹿かにするんじゃねえよ！」

「──うぐっ！」

　桜井は怯ひるんだ表情を見せた。

「確かに私は処女だけど」

　千本木は口を開いた。

「でも、あなたと違って、私はモテはするもの。その上で、あえて今の地位にいることを選せん択たくしているだけよ」

「そーだそーだ！」

　桜井も我が意を得たりとばかりに便乗してくる。

「ふん。弱い処女ほどよく吼ほえよるわい」

　俺は気け圧おされないようにそう強がると──。

「それはともかくだ。いい加減、本題に入るぞ。──来週のいずれかの日に、俺は妹に彼女を紹介しないといけない。その時、三人いる彼女役の誰を連れて行くかということだが──これはほたるにお願いしたいと思ってる」

　桜井と千本木は俺との付き合いが浅い。

　なので、心音に噓を見み抜ぬかれてしまう可能性がある。

　その点、ほたるとはもう十数年来の付き合いだ。これは心音より長い。だから見抜かれるようなことはまずないはずだ。

「う、うん。ユウくんがそれでいいなら……」

　ほたるが頷うなずこうとした時だ──。

「私は異議を申し立てるわ」

　千本木が手を挙げてそう言った。




　そして──約束の日がやってきた。

　平日の放課後。

　俺は自宅マンションのリビングのソファに座っていた。隣となりには心音。目の前の長方形のテーブルには茶ちや菓が子しがあった。

「兄さんの彼女さんを目にするのが楽しみです」

　心音は手元の紅茶を一口飲む。来客を待つその姿は、息子の恋人を待つ親のような風格をたたえていた。

　と──その時だった。

　ピンポーン。インターホンの音が高らかに響ひびいた。

「彼女さん、来たみたいですね」

　俺は頷き、玄げん関かん口ぐちへと向かう。心音もその後をついてきた。

　扉を開けると、そこには制服姿のほたるが立っていた。

　俺たちを前に、ぎこちない笑みを浮かべている。

「……ユウくん。来たよ」

「ああ。待ってたぞ。上がってくれ」

　俺は扉を大きく開けると、中へと促した。

　ほたるは俺の前を通り抜けると、几き帳ちよう面めんに脱ぬいだ靴くつを揃そろえ、ついでに脱ぎ散らかした俺の靴もきちんと揃えてから、

「心音ちゃん。こんにちは」

　と、心音に微笑ほほえみかけた。

「……こんにちは」

　心音はぺこりと頭を下げて挨拶した。

「ユウくん。スリッパ借りるね」

「おう」

　ほたるは何度もこの家に来たことがあるので、どこに何があるのか、というのは下へ手たをすれば俺より把は握あくしている。

　短い廊下を経て、リビングへ。

　俺とほたるが隣となり合あわせにソファに座り、茶菓子の置かれたテーブルを挟はさんで、心音が向かいのソファに座った。

「……兄さんの彼女さんはほたるさんだったんですね」

「え？　あ、ああ……そうだな」

「それなら納得です。お二人は幼馴染みですから。ただ、私より付き合いが長いので嫉しつ妬とはしてしまいますが」

「ははは……」

　俺は乾かわいた笑いを浮かべた。心音の目を見られなかった。

　ピンポーン。

　その時、再びインターホンが鳴り響いた。それは本来ならもう鳴るはずのない、二度目の来訪者を告げる音。

　さあ。ここからが本当の地じ獄ごくだ……。

　ピーンポーン。ピーンポーン。ピーンポーン♪

「誰でしょう？　宅配便でしょうか？」

　……宅配便の業者はこんなに連打しない。

　きっと、あいつだろうな。

　俺はソファから立ち上がると、逃にげ出だしたい気持ちを押し殺して扉を開ける。するとそこには髪かみを染めたリア充風の女子生徒。

　──桜井沙希がいた。

「どーもー。藍原の彼女の桜井沙希でーっす♪」

　横ピースで軽快なあいさつ。

　キラッ☆　という効果音が聞こえてきそうだ。

「……兄さん、これはどういうことですか？　今、彼女って……。彼女さんはほたるさんだって言ってましたよね」

「いや、まあ、これには事情があるんだよ」

　俺は「追おい々おいちゃんと話すから」と心音に言い訳してから、「まあ、桜井、とにかく上がってくれ」と告げた。

「おじゃましまーす♪」

　自分が修しゆ羅ら場ばに放ほうり込こまれていると理解していないのか、桜井は友達の家に遊びに来たかのような暢のん気きさだ。

「へー。藍原の家の中、けっこー綺き麗れいじゃん。もっと散らかってるかと思ってた。妹さんが毎日掃そう除じしてるから？」

　……肝きもが据わっているのか、それともすげーバカなのか。

　たぶん、後者だろうな。

　俺はリビングのソファに腰こし掛かける。

　俺の右みぎ隣どなりに座った桜井は、テーブルの上にあったまんじゅうの包み紙を器用に剝はがすとぱくりと大きくかぶりついた。

「あたし、こう見えて和わ菓が子しが好きなんだよねー」

　いや。知らねえよ。

　まあ、確かにケーキとかクレープとか洋菓子が好きそうな見た目だけども。その情報ここで一ミリも必要ねえだろ。

「……兄さん。今の状況を説明してくれますか？」

「ああ。分かってる。だがその前に──」

　ピーンポーン。

「まさか……」と心音がぼそり呟いた。

　そのまさかである。

「最後の役者が到とう着ちやくしたようだな」

　俺はソファからすっくと立ち上がると、玄関の扉を開けて客人を出で迎むかえた。

　そこにいたのは、千本木美月だった。

「到着が遅おくれてごめんなさい。委員会の仕事が立て込んでしまって。どうやら他の二人はもう到着しているようね」

「ああ。とにかく入ってくれ」

　俺は千本木をリビングへ通す。

　それを見た心音が「……千本木先せん輩ぱい!?」と驚愕の声を上げた。

「心音。千本木のことを知ってるのか」

「……う、うん。図書委員で一緒だから」

「私は学級委員の他に、図書委員も兼けん任にんしているの。心音さんは昨今、珍めずらしいくらいに本を読む理知的な生徒よ」

　なるほど。二人は旧知の仲だったというわけか。

「でも、千本木先輩がどうしてここに？」

「あら。藍原君から聞いていなかった？　今日、彼女である私をあなたに紹介するということになっていたはずだけど」

「えっ」心音は驚おどろきの声を漏もらした。ソファに座る二人を見やる。「でも、ほたるさんとビッチの人もそうだって……」

「ん？　ビッチの人って誰のこと？」

「桜井、ソファに座ってる人間は二人だろ。そこからほたるを引き算してみろ。残った奴が答えになる」

「ふーん。二引く一は──って、あたしじゃん！」

「おめでとう。正解だ」

　つーか。計算しなくても分かるだろ。何で指折り数える必要がある？

「そのことも含めて、心音に話しておきたいことがある。だから、取りあえずソファに座ってくれないか」

　心音は不ふ承しよう不ぶ承しようという表情でテーブルを挟んだ対面のソファに座る。

　俺たちは向かい側のソファに四人で腰掛けた。

　左から、ほたる、俺、桜井、千本木という席順。

　……さて。覚悟を決めろ。

　今から俺はとんでもなくクズなことを言う。だが、それに動どう揺ようせずに、さも当たり前のことのような態度を貫つらぬかねばならない。

　腹に力を込めると、言葉を紡つむいだ。

「俺は今日、心音に彼女を紹介すると言ったな。──ここにいる三人は全員、俺と交際している彼女たちだ」




　話は少し前に遡さかのぼり、放課後の空き教室。

　偽彼女のうち、誰を心音に紹介するかという話し合いの最中。

　ほたるでいいだろうと提案した俺に千本木が言った。

「私は異議を申し立てるわ」

「いったい何が不満なんだ」

「真白さんだけを妹さんに紹介してしまったら、後で妹さんが私たちとの関係を知った時にいったいどう思うかしら？」

「そ、それは……」

「自分の兄が恋人だけじゃなく、他の女子にも手を出していた。それを知った妹さんはいたくショックを受けるでしょうね」

「バレなければいいんじゃないか？」

「ムリでしょう。桜井さんは女友達にあなたのことを彼氏として紹介するし、私は男性に連絡先を訊かれた時にあなたの名前を出すのよ。すぐに噂は広まるわ」

「なら、俺はどうすれば……」

「簡単な話よ。あなたは私たち三人を妹さんに紹介するの。三股を掛けていることを堂どう々どうと宣言すればいい」

「──お前、正気か!?」

「もちろん。私たちは皆みな、三股を掛けられていると知っている。その上で藍原君と交際をしているという設定にするの。これなら妹さんも認めざるを得ないでしょう。むしろ甲か斐い性しようのある兄だと好感度が上がるかもしれない」

「上がるか……？」

　かなり疑問だ。

「それにクラスメイトはどうするんだよ。俺が三股掛けてて、お前らがそれを公認してることにしたら波風が立つだろ」

「私は別に構わないわ。元から厄介払いをするという目的なのだし。男子が近寄らなくなるならむしろ好都合よ」

「あたしもいーよ。彼氏が三股掛けるほどモテてるって、彼女としてはちょっと誇ほこらしい気分になるっていうか。箔はくが付くじゃん」

「私も……うん……ユウくんがそれでいいのなら」

　ほたるまで了承してくれた。

　おいおい。マジかよ。

　ただ、確かに後になって三股掛けているのが心音にバレるよりは、俺たちは了承済みの仲だと言っておいた方がいいかもしれない。

　クラスメイトたちには当然袋ふくろだたきにされるし、今後は男女共に敵だらけの高校生活を送ることになるだろう。

　だが、俺たちの関係が噓であることがバレて、心音にマインドコントロールされてしまうよりはずっとマシだ。

　仕方ない──。

　俺は心音に偽の彼女役全員を紹介することを決めた。




　自宅のリビングには静せい寂じやくが漂ただよっていた。

　心音は絶句していた。ムリもない。いきなり兄からハーレムしてます宣言が飛び出したのだから。

「……えーっと。つまり、兄さんはほたるさんとだけじゃなく、ビッチさんと千本木先輩ともお付き合いをしていると？」

「そういうことだ」

　俺は厳げん粛しゆくな面持ちで頷いた。

「俺はここにいる三人と真しん剣けんに交際をしている。もちろん結けつ婚こんも考えている。必ず全員を幸せにしてみせる所存だ」

「それは所謂いわゆる、三股というやつですよね？」

「ああ。だが、真剣な三股だ」

「あまり聞き慣れない言葉ですね……。結婚も考えているとのことですが、日本では重じゆう婚こんは禁止されていますよ？」

「そうだな。だが、あくまで重婚が禁止されているだけだ。一人と結婚して、残りの二人は愛人にすれば問題ない」

　え？　お前、何言ってんの？　という視線を偽の彼女たちから感じる。

　主に千本木と桜井から。

　調子に乗るのもいい加減にしておけよ、と。

　大丈夫。分かっている。何も本気で言っているわけじゃない。あくまでこの場を乗り切るために噓をついただけだ。

「でも、兄さんがまさか、ハーレムを形成していたなんて……」

　心音は唖あ然ぜんとしたように呟いた。














「確かに兄さんは素敵な男性です。でも兄さんはイケメンではないですし、他の男性と比べて特別秀ひいでた何かがあるわけでもありません。兄さんはまるでくさや──嚙めば嚙むほど味が出てくるような人ですから」

「え？　それ褒ほめてる？　バカにしてないか？」

「私は兄さんというくさやの虜とりこですよ。激げき臭しゆうが堪たまりません。病みつきです。毎日摂せつ取しゆしていないと死んでしまいます」

「絶対バカにしてるよな!?」

「そんなことより、です。ほたるさんは十数年の付き合いの幼馴染みなので、兄さんのいいところを知っていて惚ほれるというのは理解できますが……。他のお二方はまだ、兄さんと会って日が浅いですよね？」

「私は一応、去年から同じクラスではあるわ」

「あたしも去年から顔見知りかな。夏休みの補習仲間だったし。でも、ほたるんに比べると付き合い自体は短いかも」

「それなのに兄さんの良さが分かるものでしょうか。普ふ通つうはまだ、くさやを前にして鼻を摘つまんでいる段階のはずです」

「まあ、確かに藍原君は臭くさいかもしれないけれど」

「千本木！　同意するな！」

「……私は正直、疑いの念を抱いています。お三方は本当に兄さんが好きなのか。本当にお付き合いをしているのかと」

　心音はジト目で俺たちのことを睨にらみつけてきた。

　……まあ。やっぱりそうだよな。普通に考えて、今まで特にモテなかった俺がクラスの美少女三人と付き合うのは変だ。

「どうすれば信じてくれるのかしら？」

「お三方がいったい兄さんのどこに惹ひかれたのか──それぞれの馴なれ初そめを聞かせて貰えれば納得するかもしれません」

「だそうよ」と千本木が桜井とほたるの方を見やった。「なら、ここは一つ、私たちと藍原君の馴れ初めを聞かせてあげましょう」

　あれ？　何かこいつ、ノリノリじゃないか？

　……もしかして、今のこの状況を意外と楽しんでいたりする？

「まずは真白さんからいきましょうか」

「えっ!?　わ。私っ!?」

「ええ。あなたは藍原君と十数年もの付き合いなのでしょう？　なら、私や桜井さんよりも先に話すべきだと思うわ」

「ほたるん。ガンバー♪」

「…………」

　ほたるは緊きん張ちようのせいで、フリーズしてしまっていた。

　普段はぽわぽわしているが、アドリブには酷く弱いのだ。

　噓をつくのが下手、というのもある。

　それでも、とにかく話さないといけないと思ったのだろう。

　たどたどしい口調で、言葉を紡ぎ始めた。

「え。えっと。私は馴れ初めって言うか、これって出来事はないんだけど……。ユウくんとは子供の頃ころからの付き合いで。引っ込み思案で、マンションの子たちと馴染めなかった私の手を引いて連れ出してくれたの。ユウくんは元気で、運動も出来て、いつもたくさんの友達に囲まれてた。その姿がとっても格好良くて……まるでテレビに出てくるヒーローみたいだなあってずっと憧あこがれてたの」

「なるほど。それで好きになったと」

　ほたるは耳まで真っ赤にしながら、こくんと頷いた。ぷしゅう……という音が聞こえてきそうになるほど照れてしまっていた。

　……ああ。そんなこともあったっけ。

　俺は在りし日を思い出して懐なつかしい気持ちになった。

　けど、ちょっと美化しすぎのような気もする。……まあ、馴れ初めをでっち上げようと思えば脚きやく色しよくせざるを得ないのか。

「分かりました。ほたるさんは元もと々もと、私以上に兄さんとは長い付き合い。端はなから疑ってはいませんでした」

　心音は得心したように頷くと、

「では、次、ビッチさんお願いします」

「おっけー♪」

　桜井は指で輪っかを作って応えた。……というか、ビッチ呼ばわりされていることには突っ込まないのか。

「あたしは正直、最初は藍原に興味なんてなかったんだよね。どこにでもいるような普通の男子だなーって。でもある日、校舎裏に呼び出されてね。のこのこ出ていったらいきなり壁ドンされて耳元で囁ささやかれたの。『お前、俺の女になれ』って。自じ信しん満まん々まんでそう言われたから面喰らっちゃって。何それ、ありえない！　って返したら、『つべこべ言わずに黙だまって俺と付き合え。そうすれば必ず幸せにしてやる』って。それで気づいたら惚れちゃってたんだよね」

　ええ……。

　桜井、お前昨日、漫まん画が喫きつ茶さ行って少女漫画読みふけってた？

　思わずそう突っ込みたくなるようなメルヘン風の馴れ初め。

　つーか。お前の話に出てくる俺、どう見てもキャラが違うだろ。目はキラキラしてて顎あごはとん○りコーンみたいに尖とがってるだろ。

　こんなので心音が納得するはずが──。

「……確かに兄さんは男らしい一面がありますからね。押す時は押す人です。ビッチさんは兄さんの男子力にやられましたね」

　うんうん、と頷いていた。

　納得するのかよ！　判定基準甘あますぎないか!?

　……まあいい。残りは千本木だけだ。聡そう明めいなこいつのことだ。上手いこと噓の馴れ初めを話してくれることだろう。

「では、最後は千本木先輩。お願いします」

「ええ。任せておきなさい」

　千本木は黒髪を掻かき上あげると、淡たん々たんと話し始めた。

「あれは雨の日の放課後のことだったわ。私が委員会の仕事を終えて、家に帰ろうと下げ駄た箱ばこに立ち寄った時よ。藍原君が私の目の前に現れて、いきなり土下座して言ったの。前から千本木のことが好きだった。靴でも何でも舐なめるから付き合って欲しいって。はあはあと息を荒あらげて涎よだれを垂らしながらね。私は別に藍原君に興味はなかったけれど、ちょうど奴ど隷れいが欲しかったから、対等な立場ではなく、隷れい属ぞくするなら認めてあげると言ったわ。すると彼は泣いて喜んでいたわ。──これが私たちの馴れ初めよ」

　──待て待て待て！

　もう馴れ初めっていうか、俺ただの変態じゃねえか！　しかも恋人じゃなくていつの間にか千本木の奴隷になってるし！

　つーかおかしいだろ！

　桜井の時は『お前、俺の女になれ』とかイケメン風に言ってたのに、千本木の時は何の躊躇ためらいもなく涎を垂らして隷属するなんて！　キャラぶれぶれじゃねーか！　話す順番が最後なんだしせめて前二人と設定くらいは合わせろや！

　……さすがに心音もこれには納得しないはず──。

「千本木先輩が兄さんと付き合うのは変だと思っていましたが……なるほど。隷属の関係だということですね。腑ふに落ちました」

　腑に落ちるのかよ！

　お前の中の俺のイメージってどんなだ？

「皆さんの馴れ初めの話を聞いて、分かりました。お三方共、兄さんと本当にお付き合いをされているんですね」

　心音はそう言うと、

「皆さん。兄さんのこと、よろしくお願いします」

　テーブルに手をつき、三人の偽彼女たちに深ふか々ぶかと頭を下げた。

　何はともあれ、心音は納得してくれたようだ。

　よかった。これで無事乗り切れた──三人の偽彼女たちを玄関までお見送りして帰し、俺がほっと胸をなで下ろした瞬しゆん間かんだった。

「でも、兄さん。お三方とお付き合いをしてハーレムを形成しているなら、私もその中に入れて貰えませんか？」

　俺にとんでもないことを提案してきた。

「は？　いや、それは……」

「なぜですか？　この際、一人増えても別に同じですよね？　それとも私のことは嫌だということでしょうか」

「それ以前にお前、そもそも妹だし……」

「愛の前では兄も妹も関係ありません。そもそも兄さんのハーレムだって公こう序じよ良りよう俗ぞく的てきには十じゆう分ぶんアウトですよね？」

　ぐうの音ねも出ないほどの正論だった。

　マズイ。何か言い訳を絞しぼり出ださなければ。なし崩くずし的てきに心音をハーレムの一員として加入させないといけなくなる。

「何というか……その……そう！　今の俺のハーレムのキャパシティは三人でちょうど限界なんだよ！　もういっぱいいっぱいなんだ！　仮にもう一人増えてしまったら皆を平等に愛せなくなってしまう！」

　思いついた言い訳を、勢いのままに口走る。

　どうだ──？　今のでいけるか？

「そうですか……。兄さんは優しい人ですね。全員に平等に愛情と子種を注ごうとすると四人は多すぎるのかもしれません」

「そうそう！　だから諦あきらめてくれ！　なっ？」

　一いつ旦たんは納得しようとした心音はそこで、はっ、と目を見開いた。

「ということは、私が彼女さんの内の誰かを倒したら、代わりに兄さんのハーレムの一員になれるのですか!?」

「そんな幻○旅団みたいなシステムねーよ！」

　俺は溜息をついた。

「心音、間違っても変なことをしようとするなよ」

　予あらかじめちゃんと釘くぎを刺さしておく。

「分かりました。この場は一旦、退いておきます。ただ、兄さんにはふさわしくない彼女さんだと思った時には……ふふふ」

　こえーよ。
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　取りあえず、無事に心ここ音ねと「彼女」たちとの面談を終えることが出来た。しかし、三人の偽にせ彼かの女じよたちとの交流が終わったわけではない。

　むしろここからが本当の始まりなのだ。

　翌日の朝。

　一夜にして『彼女いない歴＝年ねん齢れい』から『ハーレム王』へランクアップした俺おれは登校するために心音と家を出た。

　廊ろう下かで施せ錠じようをしていると、隣となりの部屋の扉とびらが開いた。ちらりと視線を投げかける。姿を現したのはほたるだった。

「あっ……！」

　目が合うと、ほたるは少し戸と惑まどった後、

「お、おはよう！　ユウくん！」

　と、ぎこちなく微笑ほほえみかけてきた。

「お。おう」

　俺も思わずつられて、強こわばった口調で返す。

　いつもなら息をするように自然に交わす朝のやりとり。その歯車が嚙かみ合あわないのは俺たちの関係が変わったからだろう。

　幼おさな馴な染じみから、恋こい人びとへ。

　もちろん本当ではなく、心音を欺あざむくための噓うそ偽いつわり。

　しかし、十数年も続いていた関係性が急に変わったことで、お互たがいどこか妙みように意識をしてしまっているのかもしれない。

　俺たちの部屋はマンションの五階にある。

　エレベータに乗って階下に移動している途と中ちゆうだった。俺の隣に立っていたほたるが、ほとんど耳を澄すまさないと聞こえないくらいの声量で呟つぶやいた。

「私とユウくんは、今日から恋人さんなんだよね……」

　ほたるは未だ信じられないという表情をしていた。その瞳ひとみには、小さじ一いつ杯ぱいの戸惑いと大さじ二に杯はいのうっとりとした惚ほうけがあった。

　俺の知る限り、ほたるも俺と同じく異性との交際経験がない。だから実は密かに恋れん愛あいに憧あこがれを抱いだいていたのかもしれない。

　それに、ほたるは俺と違ちがって、モテないわけではない……と思う。

　クラスの中心で燦さん然ぜんと輝かがやきを放つ太陽ではないが、分わけ隔へだてなく優しさを振ふりまくその性格から冴さえない男子連中からの人気が根強い。曰いわく、他の女子は虫を見るような目で俺を見てくるが、真ま白しろさんだけは人間として向き合ってくれるとか。今まで女子で俺を見て舌打ちしなかったのは彼女だけだ、とか。

　そして今では、ほたるたんマジ女め神がみ、と一部でカルト的な人気を誇ほこっている。立派な宗教を始められそうな勢いである。

　だからこそ──俺は懸け念ねんしている。

　俺とほたるが恋人関係になったことを知ったほたる教の信者たちが、暴徒となって俺に襲おそいかかってくるのではないかと。

　恋こいは盲もう目もく。

　世の中で起こる殺人事件のトリガーが度たび々たび恋愛感情であるように、俺は暴走した信者に殺されてしまうのでは？

　などと通学路を歩きながら恐おそれおののいていると──。

「ユウくん。朝ごはんはちゃんと食べた？」

　ほたるがそう尋たずねてきた。

「ああ。最近は寝ね坊ぼうしがちで、あんまり食べられなかったけどな。今日は目玉焼きとパンを食べてきたぞ」と俺は応える。

「そっか。よかった」

　ほたるはにこりと微笑ほほえんだ。

「ユウくんは目玉焼き、おしょうゆをつけて食べる派だよね」

「ああ、それもたっぷりとな」

「あんまり塩分を摂とり過すぎちゃダメだよ？　血圧高くなっちゃうし。もっと身体からだのことを考えてあげないと」

「はは。ほたる母さんは心配性だなあ」

「もう！　またそうやってからかって！　今の私は恋人さんだもん！」

　ほたるがむうっと頰ほおを膨ふくらませるのを見て、俺は思わず噴ふき出だした。

　すると、ほたるもつられてくすくすと笑みを漏もらした。

　最初こそ慣れない恋人関係にぎこちなさを感じていたが、一度話し始めるとあっという間に元の居心地のいい空気に戻もどった。

　そうだ。俺たちはもう十年以上も幼馴染みとして共に過ごしているのだ。ちょっとやそっとのことではそう簡単に揺ゆらがない。

　と、その時──。

「……じーっ」

　そんな俺たちの姿を凝ぎよう視しする者が一人。

　心音だった。

「どうしたんだ？」

「お二人はお付き合いをされているんですよね？　せっかくいっしょに登校しているのに手の一つも繋つながないんですか？」

　えっ。恋人同士って手を繋いで登校するものなのか？

　いかんせん、今まで付き合った経験がないから分からない。

　そして俺の周りの友達も類は友を呼ぶ方式で例外なく彼女なしだったので、参考資料が一つもなかった。ドラマや漫まん画がだと手を繋いでいた気はするが、現実とフィクションは勝手が違うのであてにはならない。俺が知らないだけで、時間を停めるエロビデオや最終痴ち○電車並みにフィクションな可能性も否定できない。

　しかし──心音に猜さい疑ぎ心しんを抱かれるのはまずい。手を繋いで登校するのが一いつ般ぱん的てきか否かはもうこの際どうでもいい。

　心音が白と言えば白。黒と言えば黒。恋人同士の登校は手を繋ぐと言われれば、即そく座ざに手を繋ぐべきなのだろう。

「あ、ああ！　繋ぐ繋ぐ！」

　俺は慌あわてて口走る。

「ちょうど今から繋ごうとしてたところだったんだよ。さっきまでの会話は、それまでの助走みたいなもの。言わば前ぜん戯ぎだ」

　思わず「なっ？」とほたるに同意を求める。

「え!?　う、うん！　そうだよっ!?」

　ほたるは反射的に首を縦に振っていた。完全に勢いだ。

　これがもし『ほたる。お前、母乳が出るって聞いたけど、本当か？』と即そく絶ぜつ交こうレベルの質問をしていたとしてもきっと頷うなずいていただろう。

「そうですか。では、どうぞ。レッツ本番。レッツ手繋ぎです」

　心音は俺たちの手繋ぎを促うながしてくる。

　俺たちはごくりと喉のどを鳴らすと、

「よし、ほたる。いくぞ……」

「う、うん」

　恐る恐る、互いの手を触ふれ合あわせた。手の平を重ね合う。

　そして、俺とほたるはしっかり手を繋いだ。何とも言えない気まずさ、気き恥はずかしさが胸の奥おくから込こみ上あげてくる。

「こんなふうに手を繋ぐの、子供の頃ころ以来だね……？」

「そ。そうだな」

「ユウくんの手、大きくてごつごつしてる。やっぱり、男の子なんだ……」

「はは。何だよ、それ」

　俺は冗じよう談だんめかしてそう言いながらも、ほたるの手がすべすべで、繊せん細さいで、柔やわらかいことに戸惑いを隠かくしきれなかった。

　ほたるが俺の手を握にぎって『男の子なんだ』と思ったのと同じように、俺もほたるの手を握って『こいつは女子なんだよな』と思った。

　子供の頃に手を繋いだ時は、俺たちの手に違いなんてなかった。

　何の躊躇ためらいもなく、恥はじらいもなく、ただ仲の良い友達として、『幼馴染み』として手を繋ぐことが出来た。

　だけど、今は違う。

　俺は男子で、ほたるは女子だ。そのことを嫌いやでも実感してしまう。もちろん、そんなことは口には出さないが。




　ほたると手を繋いだまま、高校への道を歩いた。

　ちなみに心音はと言うと、俺たちの様子を見て、

「……なるほど。付き合い始めの初うい々ういしい感じがよく出ていますね。でも、この様子だとお二人はまだ肉体関係を結んでいないようです。もしすでに性せい交こう渉しようをしていたら、お互いに恥じらいなく腕うでを組んだりするでしょうから」

　などと、よく分からない分ぶん析せきをしていた。ソースはどこだよ。

　まあ。とにかく疑われていないようなら良かった。心音に俺たちが偽の恋人だと知られると全てが終わってしまうからな。

　高校に辿たどり着つくと、下げ駄た箱ばこのところで心音と別れた。これで一安心だ。

「ほたる。悪かったな。もういいぞ」

　俺は空いた片手で謝罪の意を表しながら、繋いだ手を離はなそうとする──と、ほたるが頰を赤らめながらぼそりと呟いた。

「……あ。あのね。ユウくん。もうちょっとだけ手、繋いでてもいい？」

「え？　お。おう。別にいいけど」

　……ほたるは手を繋ぐのが気に入ったのだろうか？

　上うわ靴ぐつに履はき替かえ、再度手を繋ぎながら階段を上る。途中、生徒たちがちらちらと俺たちの方を好こう奇きの目で見てきた。女子は主に微笑ましげに、そして男子からは明確などす黒い殺意の波動を感じた。舌打ちもセットで付いてきた。「消えろ。ぶっとばされんうちにな」と耳元で囁ささやかれもした。

　戦せん々せん恐きよう々きようとしながら、何とか教室の前へと辿り着いたところで、俺はやっとほたると繋いでいた手を解ほどこうとした。しかし──ほたるは手を離そうとしなかった。ぎゅっと俺の手を握りしめたまま、上うわ目め遣づかいでこう言った。

「……あのっ、このまま教室に入ってもいい？」

「──えっ？」

「今の私たちは恋人さん同士だし、変なことじゃないかなって……。ダメ？」

「いや、でもなあ……」

　俺は難色を示した。

「改めて確認するが、俺は桜さくら井いや千せん本ぼん木ぎとも偽の恋人関係を結んでるんだ。つまり三さん股またを掛かけていることになる」

「うん」

「そんな俺と付き合ってたら、ほたるが軽い女だと思われる。周りの友達たちからの評判も下がるかもしれないんだぞ？」

　桜井や千本木はそれでも俺と付き合うメリット──理由があるが、ほたるは俺が頼たのんだだけで本人にメリットはないのだ。

「別にいいよ」

　ほたるがぽつりと呟いた。

「私は軽い女の子だって思われても……。ユウくんの恋人だって思われるなら、その方がずっといいもん……」

　そこまで言われたら、手を振りほどくわけにはいかない。

　俺は「よし。分かった」と一言呟くと、覚かく悟ごを決めた。

　ほたると手を繋いだまま教室の中に踏ふみ込こむ。

　クラスメイトたちが何気なく俺たちの方へ目をやって、俺たちが手を繋いでいることに気づくと動どう揺ようが走った。

「おい！　真白と藍あい原はらが手を繋いでるぞ……!?」

「いったいどういうことだ……？」

「ほたる！　藍原と手を繋いで登校するってことはつまり──幼馴染みからワンランク上のステージに上がったってこと!?」

「う、うん……」

　ほたるは恥ずかしそうに頷いた。

「私とユウくんはね、その、お付き合いすることになったの。幼馴染みとしてじゃなくて恋人同士として……」

「「おおおおお!?」」

　奇き声せいに近い歓かん声せいが上がった。

　普ふ段だんからほたると仲の良い女子たちがぞろぞろと集まってくると、

「ほたる。やったじゃん！」

「ついに幼馴染みの枠わくから脱だつ出しゆつしたね！」

「おめでとう！　お似合いだよ！」

　口くち々ぐちに祝いの言葉を述べていた。

　教室内は概おおむね、和なごやかな雰ふん囲い気きに包まれていた。

　クラスメイトたちは皆みな、笑顔で俺とほたるの交際を祝福してくれる。

　……いやまあ、ここまでは良いんだ。恋人が一人と認識されている内は。問題は三股だとバレた時のことで──。

「ちょっと藍原、どういうこと!?」

　語気荒あらく迫せまってきた女子生徒。

　そいつは真ま先さきというクラスのリア充じゆうグループの一員だった。

「あんた、沙さ希きと付き合ってるんでしょ!?　なのに、真白さんとも付き合ってるっていったい何よ!?」

　げっ！　もう早速波乱が訪れてしまった！

「……ねえ。今の聞いた？」

「ああ。藍原が真白さんだけじゃなく、桜井とも付き合ってるとか……。まさか、本当のことじゃないだろうな」

　クラスメイトたちがにわかにざわつき始める。

「どうなのよ！　答えなさいよ！」

　真先が俺のすぐ目の前まで肉にく迫はくし、睨にらみを利かせながら詰きつ問もんしてくる。その迫はく力りよくたるや獅し子しのごとしだ。さすがクラスの中心グループだけある。冴えない陰いんキャの俺としては失禁しないようにするのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「これはだな……」

　しどろもどろになっていると──。

「まーまー。そう怒おこんないでよ」

　涼すずしい顔をした桜井が割って入ってきた。

「ちょっと沙希！　あんた、藍原と付き合ってるんでしょ!?　なのに藍原は真白さんとも付き合ってるって……！」

「うん。そうだよ」桜井はあっけらかんと答えた。「藍原は、あたしともほたるんとも付き合ってるんだよね」

「「──えっ？」」

　その場にいたクラスメイト全員の頭の上に浮うかぶ「？」の文字──それがはっきりと俺の目に見えたような気がした。連中はすぐには言葉の意味が理解できず、しばらく頭の中で咀そ嚼しやくした挙げ句に誰だれかが口にした。

「それってつまり──二ふた股またってこと？」

「まーね。あたしと藍原は熱あつ々あつの関係っていうか。ほたるんに向ける愛情以上の愛情を注そそいで貰もらってるみたいな。ねっ？」

　と、同意を求めてくる。

　……反射的に否定して難を逃のがれようかとも思ったが、それだと話は膠こう着ちやくして何一つ前に進んでいかないわけで。それにほたるや桜井にヘイトが向かうのは避さけたい。だとすれば俺がヒールを演じなければならない──。

「そうだ。俺はほたるとも桜井とも付き合ってる。二人とも可愛かわいいからな。可愛い女子は手に入れたくなる。それが男子ってもんだ！」

　ああ。言った。言ってしまった。自ら千せん尋じんの谷たにに飛びこんでしまった。

　……場の空気が急速に変わっていくのを感じた。

「うわ。マジかよ」「クズじゃん」「さいてー」

　クラスメイトたちの俺を見る眼まな差ざし──さっきまでは好意的だったのが、一気にゴミを見るものに変わった。クラスの中心グループも、中流のグループも、そして下流のグループも、全て俺に対して侮ぶ蔑べつの念を抱いだいたようだ。

　女の敵。人類の敵。

　そんな黒い敵意がひしひしと伝わってくる。

　そして──。

「……藍原。殺す。絶対にだ」

「ほたるたんを穢けがした罪、死をもって償つぐなえ」

　教室の隅すみにたむろっていたほたる教の信者たちは、教祖であるほたるを穢されたことで暴徒と成り果てていた。

　校内での評判以前に、身の危険を切に感じる……。

　そして今日、この瞬しゆん間かん──。

　俺は二股宣言をしたことによって、この世全ての悪──クラス一の嫌きらわれ者ものにジョブチェンジすることになった。

　ただ、俺が全員のヘイトを一心に集めたことで、目もく論ろみ通りほたるや桜井は被ひ害がい者しやとして扱あつかわれたようなのでそれは良かった。

　二人の評判まで下がるのは忍しのびないもんな。




「沙希。考え直した方がいいって！　あんた二股掛けられてるんだよ!?　そんなの絶対に幸せになれないって！」

「んー。でも、もう付き合っちゃってるしねー」

　真先の追つい及きゆうに、桜井は前まえ髪がみをくるくる指で巻きながら言う。

「本気の恋の前では、二股かどうかなんて気にならないっていうか。あたしたち二人の国の中では法律も倫りん理りも関係ない、みたいな？」

　……こいつ。よくそんな恥ずかしいことをぺらぺらと口走れるな。

「でも、何か意外だったかも」

　そう口走ったのは別の女子生徒だ。

　確か名前は山やま下したとか言ったか。

　ウェーブの掛かった髪かみをしたゆるふわ系女子だ。

「まさか、沙希の彼かれ氏しが藍原だったなんて。全然共通点ないっていうか。うちからすれば二人は正反対の人間に見えたから」

「つーか。どこに惹ひかれたわけ？　藍原なんて地味だし、頭悪いし、どう見ても童どう貞ていだし良いところ皆かい無むでしょ」と真先が言った。

「ほんとほんと！」

「いや。皆さん。俺の悪口を言うのは構わないんですけど。できれば本人のいないところでやってくれませんかね……」

　俺は思わず苦言を呈ていする。

　桜井は俺の机に腰掛けていて、その周りに友達たちがいるという構図。おかげで俺の悪口がダイレクトに届くのだ。

「二股掛けてるクズに言われる筋合いなんてなーい」

「──ぐはっ！　やめろ。その言葉は俺に効く……」

　俺がどんなに抗こう議ぎの声を上げようと、『いやでも、お前二股掛けてるクズ男じゃん』と言われれば即座に封ふう殺さつされる。一いち撃げき必ひつ殺さつのキラーカードだ。

　あと、二股ではない。三股だ。今のところ、千本木との関係はクラスメイトたちには知しれ渡わたっていないようだが。

　そして知られないなら知られない方がいいのだが。

「つーか。あんたが沙希に壁かべドンしたり、耳元で『俺の可愛い子こ猫ねこちゃん』って囁いてると思うとほんと怖おぞ気けがするわ。いきなり壁ドンして強引に唇くちびるを奪うばってきたり、耳元でイケボで愛の言葉を囁いたりするんでしょ？」

「沙希のことを『姫ひめ』とか『子猫ちゃん』って呼ぶとも言ってたよね。毎朝跪ひざまずいて手の甲こうに口づけしてくれるとか何とか」

　桜井の奴やつ、心音に馴なれ初そめを話す時だけじゃなく、友達連中にも俺をそんなふうに紹しよう介かいしていやがったのか！

　つーか。完全に出典が『り○ん』とか『花と○め』じゃねーか！　そんな俺様系王子みたいな奴この世界にいねーよ！

　──桜井の奴。かなり処女を拗こじらせてるな……。ほんと、俺のことを童貞とかバカに出来るような立場じゃねえだろ。

「正直、最初に話聞いた時は、沙希は彼氏いないのにあたしたちに見栄張って噓をついたのかなって思ってたけど」

「まさかほんとだったとはねー」

「だ、だから言ったじゃん！　あたしにはちゃんと彼氏がいるって」

　桜井の目は泳いでいた。

　噓、下へ手たかよ。

「ねえねえ。二人はどこまで進んだの？」

「──ん？」

「手ぇ繋いだりキスは済ませたって言ってたよね？　なら、もうＢとかＣまで済ませちゃったのかなーって」

　山下はそう言うと、

「ずばり！　もう藍原とはＣまで済ませたんじゃないの!?」

　ずびし！　と桜井を指さして尋ねた。

「ＢとかＣって何……？」

　桜井は言葉の意味が分かっていないようで、困こん惑わくした表情を浮かべていたが、すぐにそれではまずいと思ったのか──

「……いや。でも恋愛慣れしてる人からしたら常識的な言葉なのかもしれないし。ここは一つ合わせた方がいいよね」

　と自分に言い聞かせると、ふふん、と得意げな表情を作って、

「んー。まあね。もうとっくにＢもＣも済ませたっていうか。そんなの藍原と会った初日にはしちゃってたよね」

　とんでもないことを言い放った。

「えええ!?　初日に!?」「出会って四秒で!?」

「いやいや。それくらい普ふ通つうじゃない？」

　桜井は手応えを感じたのか、どや顔でふっと口元を緩ゆるめると、

「今も毎日のようにＢもＣもしちゃってるしね」と付け足した。

「うっわ！　沙希、ちょー進んでるじゃん！」

　山下は、はわわー、と口元に手をあてがうと、

「もはや恋愛マスターだ！　教祖さまだ！」

　尊敬の眼差しと共に讃たたえた。

「沙希がこんな奴と毎日してるだなんて……！　もしかして、実はとんでもないテクニシャンだったりするのかも……？」

　真先は俺の方を見て、ごくりと喉を鳴らしていた。

　……ダメだ。もう我が慢まんならない。

　俺はこれ以上放置しておくわけにはいかないと、「桜井！　お前ちょっと来い！」と屋上前の踊おどり場ばへと連れ出した。

「なに？　藍原。どしたの？」

「お前、自分が言ったことの意味をちゃんと理解してるのか？　ＢとかＣが何を指すのか分かってるのか？」

「さあ。でも、言った方がウケるかなって思って。実際、ウケてたし。ていうか、藍原はどういう意味か知ってるわけ？」

「ああ。一応な」

「へー。凄すごいじゃん。童貞なのに」

「賞賛と侮蔑でプラマイゼロにするの止めろ。前者の言葉だけ投げてこい」

「で、ＢとかＣってどういう意味なわけ？　教えてよ」

「つまりだな──」

　俺が手招きすると、桜井は「？」と顔を近づけてきた。耳元でＡやＢやＣの意味することを教えてやる。

　すると──

「──ええええ!?」

　ボンッ！

　桜井は耳まで真っ赤になって飛とび退のいた。屋上へ続く扉に背中をつけると、あわわと激しく狼ろう狽ばいしながら、

「Ａがキスで、Ｂがペッティングで、Ｃがエッチすること!?」

　そう声を荒げた。

「ああ。お前、さっきＢとかＣはとっくに済ませて、毎日のように俺とＢとＣをしてるって言ってたんだぞ」

「いや。あたしまだ処女だし！　藍原とそういうことしたことないし！　第一、好きな人としかしないから！」

「俺に弁明されてもな。自明の事実だし」

　というか──。

「お前、やっぱり経験なかったのか……」

「はあ!?　悪い!?　てゆーか、付き合った経験がないから藍原に偽の彼氏になって欲しいって頼んだんじゃん！」

　まあ。そりゃそうか。

「うわー……！　あたし、とんでもないこと口走っちゃった……！　一回も経験ないのに知ったかぶりしちゃった。二人に恋愛マスターって崇あがめられちゃったし。アドバイスとか求められたらどーしよ。化けの皮剝はがれちゃうじゃん……」

　桜井はその場にしゃがみこみ、頭を抱かかえていた。しばらくダウナーだったが、ふと顔を上げると俺に尋ねてきた。

「ねえ。そーいうことになった時のアドバイスにはどう答えればいいわけ？　何かコツとかあったりする？」

「え？　童貞の俺にそんなこと訊きく？」

「……だよね。ごめん。訊く人間ま違ちがえた」

　おい。その感じ、地味に傷つくから止めろ。

　しかし──。

　桜井はさっきの問答で経験豊富の女子だと思われただろうし、俺はテクニシャンのヤリチン野や郎ろうだと認識されたはずだ。

　事実無根の事象が積み重なり、俺たちはますます生きづらくなっていく。自分で自分の首を知らず知らず絞しめていく。

「「はあー」」

　童貞と処女の溜ため息いきが、屋上前の踊り場に響ひびき渡わたった。




　二股男と認知されたことで俺の好感度は地の底へと落ちた。

　男子も女子も、俺の周りには近づこうとしなかった。

　しかし──。

　クラスで針のむしろになった俺の元に、近づいてくる者が一人。

　男友達の安やす原はらだった。

「ひゃはは。藍原、お前、すげー嫌われてんな」

　気安く肩かたを組んでくると、八重歯を見せて笑いかけてきた。細い目は笑うと爪つま楊よう枝じのようにもっと細くなる。

「まあ、ムリもねーか。冴えない男子にとっての女神である真白と、リア充女子の桜井の二人をゲットしちまったんだ。嫉しつ妬ともされるわな」

「安原。お前はまだ、俺に話しかけてくれるのか」

「俺は別に真白や桜井のことを狙ねらってたわけじゃねえからな。俺の本命は何と言っても千本木美み月づきその人よ」

　安原は大おお仰ぎように両手を広げると、鼻息を荒くして熱を上げた。

「あの凜りんとした見た目！　冷たい感じの目つき！　すらりと伸のびた足……。俺のドＭとしての感性が叫さけんでやがる。あいつは女王様の資質を持ってる！　磁石の対極同士が惹かれ合うように俺たちは結ばれる運命なんだ！」

「…………」

　どうやら、ドＭとして、千本木に惹かれるものがあるらしい。

　俺は安原が振るう熱弁を聞きながら、直じきにこいつも俺の敵に変わるな……とこの先に待ち受ける暗い未来を見た。

「千本木は超ちよう絶ぜつ美少女だ。しかし、競争率が半はん端ぱねえ。見ろ！」

　安原が視線を投げかけた先。

　予習に励はげむ千本木の元へ、近づいていく一人の男子生徒。

　爽さわやかなルックスをした茶ちや髪ぱつ男子。横よこ田ただ。バスケ部のエースで、女子からの支持も厚い所謂いわゆるモテ男ってやつだ。

　俺たち非モテ男からすると親の仇かたき以上の存在である。

　横田は千本木の元へ行くと、彼女の机に手を置いて話しかけた。人の心を開かせる柔にゆう和わな微笑みをたたえながら。

「なあ、千本木。授業の予習もいいけどさ、ちょっとは息いき抜ぬきしたらどうだ？　俺と食堂に行って少し話さないか？」

　ぐいぐいと躊ちゆう躇ちよなく迫っていく。

　モテ経験に裏打ちされた圧あつ倒とう的てきな自信。奴はきっと、この押おしの強さで今まで幾いく人にんもの女子を落としてきたのだろう。ファックだ。

「──なぜかしら？　理由が分からないわ」

　千本木は億おつ劫くうそうに顔を上げると、冷たい眼差しで横田を見み据すえた。常人なら即座に心を折られるであろう状じよう況きよう。

　だが、横田はまるで怯ひるまなかった。

「そりゃ、千本木と仲良くなりたいからだよ。俺たち、相性いいと思うんだよな。今朝のおはよう占うらないでもそう言ってたし。俺の射い手て座ざと、千本木の乙女おとめ座ざ。まるで織り姫と彦ひこ星ぼしのように惹かれ合うでしょうってさ」

　と冗談めかした口調でぺらぺらとまくし立てた。よくもまあ舌が回る。

　普通の女子なら「何それ。おはよう占いでそんなのやらないでしょ。てか織り姫と彦星って一年に一回しか会えないじゃん」と笑うだろう。そもそも私、乙女座じゃないという言葉も付け加えるかもしれない。もうその時点で罠わなに嵌はまっている。突つっ込こみ待ちの台詞せりふを投げて笑わせることで心を開かせようとしているのだ。

　しかし──。

「私はあなたと仲良くなりたいとは思わないわ」

　千本木はくすりともせずそう言い放った。

「理由を訊いてもいいか？」

「あなたから学ぶべきものは何一つなさそうだもの。相手から得られるものがない人間関係なんて時間の無む駄だよ。学業、スポーツ、趣しゆ味み……何かしらの分野で輝かしい実績の一つや二つでもあれば話は別だけれど」

「実績か。子供会のじゃんけん大会で優勝したのはダメか？」

「論外ね。……それよりもういいかしら。授業の予習をしたいの。これ以上、私の時間を奪うような真似はしないで」

　とりつく島もなかった。

　横田は苦笑と共に、肩を落として自分の席へ戻っていく。

「えげつねえな……」

　俺が某ぼうゴリラ念能力者のようにそう呟いた矢先だった。

　ガタガタッ。

　複数の男子生徒たちがおもむろに席を立ったかと思うと──。

「千本木。だったら、俺と仲良くしてくれ！」

「むしろ付き合ってくれ！」

「いやいや！　こんな奴らはダメだ！　僕ぼくと！」

　こぞって千本木の席へと殺さつ到とうし、交際を申し込んでいた。

「あいつら、何考えてるんだ!?　さっきの惨さん状じようを見てなかったのか！　罵ば倒とうされて心をへし折られるのがオチだぞ！」

「だからこそ、だよ」

　安原は机の上で碇いかりゲン○ウスタイルの腕の組み方をしながら、何やら真しん剣けんな面持ちで言葉を紡つむぎ始はじめた。

「ああして無茶な告白をすれば、十中八九断られる。それもこっぴどくな。奴らはその罵倒が欲しくて動いたんだ」

「要するに──」

「そうだ。変態だ」

　なるほど。理解した。

　見ると、千本木に告白をした男子生徒たち、返事を聞く前からすでに罵ば詈り雑ぞう言ごんを期待しているのか、涎よだれを垂らしている。

「……同じことを何度も言わせないで」

　千本木はナイフのような眼まな差ざしで呟いた。

　ドＭの男子連中は「待ってました！」とばかりに喜色を浮かべた。その後に続く罵詈雑言を期待して鼻息を荒くする。

　しかし──。

「私はもう彼氏がいるの。そこにいる藍原君──彼かれと付き合っているからあなたたちと付き合うことはできないわ」

「「──えっ？」」

　さっきまで恍こう惚こつの表情を浮かべていた男子生徒たちは、思いもしない角度から飛んできた言葉にぶん殴なぐられた。

「藍原と……？　付き合ってる……？」

「ええ」

「しかし奴は！　真白さんと桜井とも付き合ってるんですよ!?　最低最悪の二股男根バイアグラ男なんですよ!?」

「別に構わないわ」

　千本木は涼しげな表情で言い放った。

「全て織り込み済みで交際しているもの。二股だろうが、三股だろうが、彼が私の恋人であることに変わりはない」

「「…………！」」

　ドＭの男子生徒たちはあんぐりと口を開けていた。

　どんな罵詈雑言を頂けるかと期待して待っていれば、突とつ如じよ、俺と交際しているという衝しよう撃げきの事実を告げられたのだ。

　そのショックたるや。

　連中にとって千本木は絶対的な存在。孤こ高こうの女王様。

　それが俺という男子の手によって陥かん落らくしてしまった。それも千本木だけでなく、桜井やほたるとも付き合っている男子によってだ。

　当然、ヘイトは全部こっちに向かうわけで……。

「藍原。次の休み時間、お前に話がある」

　安原は俺の肩をぽんと叩たたくと言った。

「今の件について、人ひと気けのない悲鳴も届かない場所でじっくり話し合おう。言っておくが逃にげようとしても無駄だからな」

　男子生徒たちもにっこりと笑みをたたえていた。

　……今この瞬間、俺の首に縄なわが掛かったのを見た。




　授業中、俺はどうにか絞こう首しゆ台だいから逃れようと画かく策さくした。

　例えば「先生、トイレに行ってもいいですか」と手を挙げて許可を求め、教室を出たところでそのまま帰宅するという寸法だ。

　校門を出ればもはやこっちのもの。

　明日になればほとぼりも冷めるだろう。

　そういう目もく論ろみだったが──。

「先生。俺もトイレに行ってきます」

「俺も行きます」「俺も行きます」

　他の男子連中も大挙し、俺の逃とう亡ぼうを許さなかった。教室を後にし、さりげなく階段を下りようとしたところで安原に肩を摑つかまれた。

「おいおい、どうした藍原。トイレはそっちじゃないぞ」

　親指でトイレの方を指し示しながら、黒い笑みを浮かべている。絶対に逃がしてなるものかという強い意志を感じた。

　仕方がないので、トイレに向かうことにした。

　開け放たれたトイレの窓をそれとなく見やる。脱ぬけ出だせないことはないがここは校舎の三階である。着地の際、十中八九、どこかしらの骨が折れる。痛みに蹲うずくまっている間に追いつかれてしまうのがオチだろう。

　──くそっ。逃げ場がねえ！

　安原はさながら囚しゆう人じんに付きそう刑けい務む官かんのように背後を取っていた。まるで隙すきがないので観念して教室へと戻る。

　結局、打開策が見つからないまま授業が終わった。

　そして休み時間──。

　安原と愉ゆ快かいなＭ仲間たちが俺の席の周りに勢せい揃ぞろいした。

「さっきの話の続きだが」

　安原が笑みを貼はり付つけたまま呟いた。

「藍原、お前は千本木美月と付き合っている。そして真白蛍ほたる、桜井沙希を合わせた三人の女子生徒と交際関係を結んでいる。間違いないな？」

「──ああ」

　俺は頷いた。そこを誤ご魔ま化かしても仕方ない。

「だが、付き合ってるって言っても、お前らが想像しているようなものじゃない。俺はあいつに奴ど隷れい扱いされてるだけだ」

「な。なに……奴隷扱いだと!?」

　連中の顔色が変わった。

　付き合っていても、俺が決して良い思いをしていないことが分かれば連中もヘイトを少しは下げるはずだ！

　そう思っていたのだが──。

「「そんなの──羨うらやましすぎる！」」

　しまった！

　こいつらは真性のドＭ集団だった！　普通に彼氏彼女してるより、隷れい属ぞく関係にある方が羨うらやましいみたいだ！

「千本木公認の奴隷になれたのなら、毎日の罵詈雑言、軽けい蔑べつの眼差し、ぞんざいな扱いとフルコースを味わえるじゃねえか！」

「それにおみ足で踏んで頂ける可能性もある！　もしくは使用済みのパンツを食えと命令して頂けるかもしれない！」

「なにぃ!?　使用済みのパンツを食べさせて頂けるだとぉ!?　そんな幸せなもぐもぐタイムがあっていいのかよ!?」

「藍原、許すまじ。許すまじ……！」

　連中の憎ぞう悪おのボルテージがみるみる内に上じよう昇しようしていく。

　どうにか鎮ちん圧あつしなければ──。

「そ、そんなにいいものじゃねえぞ！」

　俺は思わずそう口走っていた。

「おみ足で踏んで頂けるとかお前らは暢のん気きに言ってるけどな！　お前らは千本木のことを何も知らないからそう言えるんだ！」

「なんだと？」

「あいつはな──重度の水虫なんだよ！」

「な。なに……!?」

　連中は面喰らった表情になった。

「蒸れた足で踏まれることを考えてみろ！　全然！　これっぽっちも！　いいことなんてねえだろうが！」

　ちなみに千本木が水虫かどうかは知らない。というかたぶん違う。

　千本木のマイナスイメージを声こわ高だかに喧けん伝でんすることで、連中の千本木に対する絶対的な崇すう拝はいを解こうという試みだった。

　連中が千本木に幻げん滅めつすれば、俺に対する怒いかりも収まるはずだ。

　そういう目論みで口にしたのだが──。

「ばっきゃやろー！」

「うぐふっ！」

　俺は顔面に強きよう烈れつな右ストレートを喰くらった。

「な、何を……!?」

「そんなもん、ご褒ほう美びだろうが！　むれむれになった足で踏まれるなんて、それ以上の幸せがあるもんかよ！」

　安原が涙なみだを流しながら熱弁を振るうと、連中たちも真剣な面持ちで頷いた。

　こ、こいつら……訓練されすぎている……！

　俺の想像の遙はるか上を行く変態マゾヒスト集団だったのか……！

「くそっ！　なんでだよ……！　理り不ふ尽じんすぎるだろ……！　どうして踏まれるのが俺たちじゃなく藍原なんだよ……！」

　安原を筆頭として、連中はその場に崩くずれ落おちて嘆なげいていた。中には本気ですすり泣いている奴もいてドン引きする。

　お前らはたぶん、涙の流しどころを間違っている。もっと部活とか恋愛とか、適切な場面があるだろ。人のこと言えないけど。

「──よし！　今だ！」

　俺はその隙に乗じて逃げだそうとした。

「「させるか！」」

　連中は俺の土手っ腹にタックルしてきた。

　背中に何人も乗ってくる。

　──その時だった。

「あなたたち、教室で何を暴れているのかしら。他の生徒の迷めい惑わくになっているということが理解できないの？」

　不意に、冷ややかな声が降ってきた。

　顔を上げると──そこには千本木美月の姿が。さっきまで席を外していたのが、いつの間にか戻ってきていた。

「千本木、これは粛しゆく清せいなんだ！」

「粛清？」

「藍原が千本木の水虫の足を独どく占せんしてることに対する裁きだ！」

「──は？　水虫？」

　千本木がきょとんとした顔になる。

「ああ。藍原が言ってたぜ！　千本木の足は水虫で、蒸れ蒸れなんだってな！　彼氏からの情報だから確かだろ！」

「……へえ」

　千本木はそこで連中の下した敷じきになった俺を見下ろした。その瞳にはおよそ感情の色いろが窺うかがえなかった。

「いや、千本木さん。これはですね……」

「言い訳は聞きたくないわ」

　千本木は俺の機先を制するように言った。

「謂いわれのない悪評を流る布ふされて、私、とても不愉快なの。──当然、誤解を解くために協力してくれるわよね？」

「何をするおつもりなんでしょう……？」

「百聞は一見にしかずと言うでしょう？　他ならぬ彼氏のあなたに確かめて貰えば事の真しん偽ぎがはっきりするわ」

　千本木はそう言うと、穿いていたニーソックスをするりと下ろした。

　薄うす手での黒の中から瑞みず々みずしい脚あしが露あらわになる。染みや痣あざの一つも見当たらない。さながらそれは初雪のように美しかった。

「「おお……」」

　連中から感かん嘆たんの声が漏れた。

　──と。次の瞬間だった。

　千本木の足裏が、連中の下敷きになった俺の顔面に押しつけられた。ぎゅむ。アーチ状のそれが鼻を潰つぶそうとする。

「どう？　私の足は。綺き麗れいでしょう？」

「もがもが……」

「ほら、ちゃんと目に焼き付けなさい。これでもまだ、私が水虫だなんてたわけたことを言い続けられるのかしら」

　くそっ！　息が出来ない！

「な、なんて羨ましい……！」

　連中たちはそんな俺の姿を、指を咥くわえながら眺ながめていた。

　熱い羨せん望ぼうの眼差しが突き刺さる。

　そして──。

「うわあ。何あれ、プレイ？」

「恋人同士でいつもあんなことしてるの……？」

　クラスメイトたちは明らかにドン引きしていた。千本木も俺も連中もひっくるめ変態と愉快な仲間たち扱いされていた。
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　これは誤解だ！

　そう訴うつたえようにも、気道は足裏につぶされて声が出なかった。

　もがもが。




　授業が終わり、昼休みを告げるチャイムが鳴り響く。

「ふう……。ようやく昼休みになったか。時間が経つのが遅おそいぜ」

　俺は椅い子すに座ったまま、大きく伸びをした。

　今日はここまでに色いろ々いろなことがあった。

　クラスメイトに俺の三股がバレて評判が地に落ちたり、桜井との間に爛ただれた関係があると誤解されたり、千本木の足裏責めを受けたり。

　病院食のように薄うす味あじだった今までの日ひ々びを思うと物もの凄すごい濃こさだった。カルピスの原液をがぶ飲みといった感じ。糖とう尿によう病びよう待ったなしだ。

　さて──。

　他の生徒たちは各おの々おの友達と机を突き合わせ、持参した弁当や購こう買ばいで買ったパンを片手に談笑している。

　だが、俺の周りには人っ子一人寄りつこうとしない。クラス内でドーナツ化現象が起こってしまっている。数少ない男友達たちは皆、俺がハーレムを形成したと知るや否や離れていってしまった。立てた中指という土産みやげを残して……。

「全く。モテる男は辛つらいぜ……」

　天てん井じようを見上げながら、ふと独りごちてみる。

　これが本当にモテた上での嘆きならまだ格好もついただろうが、俺が形成するハーレムは所しよ詮せん虚きよ構こうでしかない。

　なので、ただ単にモテないし、友達もいない奴である。

　字じ面づらを見ると空むなしい。悲ひ壮そう感かんが一いつ層そう際立つ気がする。

　──と。その時だった。

「ユウくん。お昼、いっしょに食べてもいい？」

　ほたるが俺の元まで来て、声を掛けてくれた。

「いいのか？　お前、普段は友達と食べてるだろ。俺と食べてたら、はぶられたりするんじゃないか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。皆、とっても優しい子たちだもん。そんなことしないよ。それよりユウくんはお昼持ってきた？」

「え？」

「あのねっ。実は私、ユウくんの分のお弁当作ってきたの。だからその……よかったら食べて貰えないかなって」

　ほたるはおずおずと背中に隠していたものを差し出した。その手には可愛らしいハンカチに包まれた弁当箱があった。

　ちなみに──。

　俺は毎日、心音に持たされた弁当を持参していた。

　たまに購買のパンを食べたい時でも、『兄さんの胃い袋ぶくろは私だけのものです。他の誰にも侵おかさせません』と言って聞かない。面めん倒どうな奴である。ただ、味は絶品なので、今の今までずるずると習慣が続いている。

「いらない……かな？　やっぱり……」

　俺の返事がないことに不安を覚えたのか、ほたるがそう呟いた。しょんぼりと悲しげに肩を落としたところで──。

「そ。そんなことはないぞ！」

　俺は反射的に言っていた。

「ちょうど今日は、弁当を家に忘れてきたんだったんだ。金も余よ裕ゆうがなかったし、ほたるが作ってきてくれて助かった！」

「ほんと？」

「ああ。ぜひとも食べさせてくれ」

　俺がそう言うと、ほたるは「うんっ！」と頰を上気させた。

　よかった。もう少しで変な空気になるところだった。

　せっかく、ほたるが俺のために作ってくれたのだ。偽彼女としての説得力を高めるためにということだろう。ありがたい。その気持ちは無む下げに出来ない。心音に持たされた弁当もないがしろに出来ないので、弁当を二つ食べることになってしまうが、そこは思春期高校生の胃袋の大きさを信じるしかない。

　俺とほたるは同じ机を挟んで座った。

「じゃあ。開けさせてもらうな」

　一言断ってから、弁当箱の蓋ふたを開ける。

「おおっ！　これ全部、俺の好きなものじゃないか！」

　水色の弁当箱の中には、からあげ、卵焼き、タコさんウインナーにほうれん草のおひたしなどが彩いろどりよく詰つめられていた。

「ほたる、俺の好物を覚えててくれたのか」

「幼よう稚ち園えんの頃からずっといっしょにいるんだもん。それくらい分かるよ。ユウくんの味覚が全然変わってないことも」

「はは。俺はキッズ舌だからな。じゃあ。頂くとするか」

　俺は卵焼きを箸はしで摑むと、それをひょいと口の中に放り込んだ。

　弁当に入っている卵焼きは、しょうゆ風味か砂糖の場合が多い。ほたるの作ってくれたのは後者で仄ほのかな甘あまみがある。

「すげーうまい」

「えへへ……。喜んで貰えてよかった」

　ほたるは胸の前で両手を合わせて微笑むと、「ユウくん、いっぱい食べてね」と温かく柔らかい口調でそう言った。

　俺がその言葉に甘えるように弁当を掻かき込こんでいると、

「へー。ほたるん。藍原に弁当作ってきてあげたんだ。すごっ。しかも一つも冷れい凍とう食しよく品ひん入ってないじゃん」

　──と、不意に声がした。ちらりと見やると、側に桜井が立っていて、感心したように弁当を覗のぞき込こんでいた。

「もしかしてこれ、全部手作りだったり？」

「うん。早起きして作ったの」

「やるー。ほたるん、ちょー彼女っぽい！」

「えへへ。そうかな？」

「あたしもちょっとは見習わないとね」桜井はそう言うと「ってことで、藍原、あんたにおすそ分けしてあげる」

　差し出してきたのは小さな弁当箱だった。えらく美う味まそうだ。

「朝早くに起きて一いつ生しよう懸けん命めい作ったから」

「え？　お前が？」

　何というか意外だ。料理とか出来たのか。

「いや、ママが」

「お前じゃねーのかよ！」

「あたし、今、ダイエット中だから。八分目くらいで良いっていうか。でも残すのも勿もつ体たいないから食べてよ」

「…………」

　正直、キャパオーバーな感がしないでもない。

　だが、桜井の母親がせっかく朝早く起きて作ってくれたものだ。無下にするのは忍びないという気持ちがあった。

「分かった。じゃあ、取りあえず貰うわ」

　結局、受け取ることにした。

　ほたるの作ってくれた弁当と、桜井が分けてくれた弁当を食べていると、今度はまた別の声が降りかかってきた。

「へえ。面白そうなことをしてるじゃない」

　見なくても誰か分かった。

　さっき、俺の顔に足裏を押しつけてきた奴──千本木だ。

「彼氏のためにお弁当を作ってきてあげる──実に恋人らしいシチュエーションね。私も一つ真似をしてみようかしら」

　千本木はそう言うと、ごろり……何かを机の上に転がした。

　見ると、それは包装されたコンビニおにぎりだった。

「丹たん精せい込めて作ったわ。──工場の機械たちがね」

「もう手作りですらねえ！」

「出されたものは残さず食べなさい。私のおにぎりならなおさらよ。子供の頃、ご両親にそう教わらなかった？」

「前者は教わったけど、後者は今知ったな」

「なら、これで一つ賢かしこくなれたわね」

「その知識は一生役に立たないだろうけどな」

　俺は渋しぶ々しぶ、机の上に転がされたコンビニおにぎり（おかか）を手に取ると、包装を解いてぱくりとかぶりついた。

　うん。普通にうまいな。

　結局、ほたるに作って貰った弁当も、桜井に分けて貰った弁当も、千本木に押しつけられたおにぎりも全て平らげた。

「腹がパンパンで死にそうだ……」

　胃が思い切り張っていた。

「ユウくん。気分悪い？　ちょっと横になった方がいいよ」

「そうするわ」

　椅子に寝ね転ころがろうとしたら──。

「ダメだよ。椅子にそのまま寝転んだら、背中を痛めちゃうよ。はい♪　私がユウくんを膝ひざ枕まくらしてあげるから」

　──え。膝枕？

　ほたるはにっこりと微笑みながら、「ふふっ、遠えん慮りよしなくてもいいよ♪」とスカートに包まれた太ももをぽんぽん叩いた。

　俺は「お。おう」と呟くと、ほたるの太ももの上に後頭部をのせた。頭上には二つの胸の膨らみが張り出していた。

　で、でかい。

　ぽかぽか陽気と満腹感が相まって、眠ねむ気けが襲ってくる。うつらうつらとしているところでほたるがふと口を開いた。

「ふふ。ユウくんはやっぱり、優しいね」

「──え？」
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「机の横に掛けた通つう学がく鞄かばんから、自分のお弁当見えてたよ。……私に気を遣つかって忘れたふりをしてくれたんでしょ？」

「……べ。別に。そんなんじゃねえよ」

　俺はぼそりと呟いた。

「たまには違う弁当も食いたいって思っただけだ」

「……そっか」

　ほたるはうっすらと微笑むと、

「……ユウくんのそういうところが、私は好きだな」

　と小さな声で呟いていた。

　俺は照てれ臭くさくなって、聞こえないふりをした。




「藍原君。私に付き合って貰えるかしら」

　迎むかえた放課後。

　やっとこさ受難の一日を終え、解放された気分で家路につこうとした俺に、千本木が有う無むを言わせぬ口調で言い放った。

「いや。俺たちはもう付き合ってるだろ」

「言葉の意味も理解できないのかしら。この場合の『付き合え』は男女交際ではなく私に同行しなさいということよ」

　もちろん、分かっていた。

　俺はアホだが、そこまでアホじゃない。

　放課後はまっすぐ家に帰りたかったので、わざとはぐらかしただけだ。

　しかし──。俺がほんの軽いジャブ感覚で繰くり出だした冗談に対して、鳩尾みぞおちを抉えぐるようなマジレスを返してくるとは。

　……こいつ、絶対友達が少ないだろうな。

「俺は今日、忙いそがしいんだ。帰ってしないといけないことが色々とある。だからお前に同行することはできない」

「へえ。一応、その用事とやらを訊かせて貰える？」

「録とり溜だめたアニメや金曜ロードショーの消化。スマホゲーのスタミナ消化。あと漫画の新刊を買いに行かないとな」

「…………」千本木は冷え切った視線を俺に向けてくると、「……小お多た田だ君。あなたに用があるのだけどいいかしら」

　近くにいたオタク男子に声を掛けた。

「なんですかな。千本木氏。コポォ」

「藍原君の視し聴ちようしているアニメの最新話、先週の金曜ロードショー、および藍原君が買いに行こうとしている漫画の最新刊のネタバレをして貰えるかしら」

「やめろお！　俺のささやかな楽しみを奪おうとするな！　視聴が単なる確認作業になるじゃねえか！」

「だったら、私に付き合って貰えるかしら」

「分かった！　言うことを聞く！　だから止めてくれ！」

　俺が千本木の足に縋すがり付ついて乞こうと──。

「初めから素直にそうしていればいいのよ。従順でいれば悪いようにはしないわ」

　千本木は満足そうに口元を歪ゆがめた。

　くそっ！　完全に上下関係が板についてしまった。

　これじゃ彼氏彼女と言うより、マジで女王様と奴隷だ。

「それで？　どこに付き合えばいいんだ？」

「図書室よ。放課後はそこで自習することにしているの」

「ほーん。そりゃ熱心なことで」俺は何気なくそう呟いた後で、「え？　自習するのに俺の存在必要ある？」

　自習くらい一人で勝手にすればよくない？

「私が図書室で自習をしていると、男子生徒が言い寄ってきて、まともに集中することができなくなるの。だから、あなたはその厄やつ介かい払ばらいをしてちょうだい。少しよう々しよう心こころ許もとないけれど、いないよりはマシでしょう。畑のかかしのようなものね」

「誰がかかしだ。じゃあお前は何だ。農作物か。カボチャか」

　俺はそう突っ込んでから、

「つーか。それなら場所を変えればいいじゃねえか。図書室じゃなくて、街中のカフェで勉強するとか」

「以前、一度試してみたことがあったわ。結果は最悪。大学生や会社員、モデル事務所のスカウトまで声を掛けてきた。あしらう面倒くささも倍増よ。それに比べると図書室の方がまだ幾いく分ぶんかマシというわけ」

「千本木。お前、めちゃくちゃモテるんだな」

「私としては、とても迷惑しているわ。モテるつもりなんて毛頭ないのに、なぜかこんなにも言い寄られてしまうなんて」

「世の中の女子全員を敵に回すような発言だな」

「そもそも、他の人たちがなぜそんなに恋愛に熱を上げるのか理解できないわ。振っただの振られただので一いつ喜き一いち憂ゆうして」

「お前は何も分かってねえな」と俺は言った。「皆が熱中するってことは、それだけ恋愛に魅み力りよくがあるってことだろ」

「……訳知り顔で講こう釈しやくを垂れているけれど。藍原君。あなたは生まれてから一度も恋愛をしたことがないでしょう？」

「言うだろ。愚ぐ者しやは経験から学び、賢けん者じやは歴史から学ぶと。俺は今まで多くの恋愛漫画を読み込んできた。故に恋愛を語る資格がある」

「へえ。じゃあ、男女の営みについてはどうかしら。チェリーボーイであるあなたには到とう底てい語れそうもない議題に思えるけれど」

「その点についても問題ない。俺は今まで、多数の歴れき史し文ぶん献けん、および参考映像を視聴してきたからな。我が事のように語れる」

「要するにエロ本とアダルトビデオを見まくっているということね。また少しあなたに対する好感度が下がったわ」

　抜かせ。そんなもん、元もと々もと地の底だろうが。

「つーか。声を掛けられるのが嫌なら家で勉強しろよ。それなら男子に邪じや魔まされるようなこともないだろうが」

「その選せん択たく肢しはないわね」

「どうして」

「あなたに話す義理はないわ」

「さいですか」

　俺は、ふん、と鼻を鳴らした。

　別にそこまで興味ないしな。

　仮にこいつの家か庭てい環かん境きようが複雑なものであろうと、あくまで偽の彼氏である俺からすれば関係のない話だ。

　そこに踏み込む気も、義理もありはしない。

　俺たちは所詮、お互いの利害が一致したというだけの関係。ビジネスパートナーだ。そこに情が発生することはない。




　本校舎の四階、図書室へやってきた。

　俺にはとんと縁えんのない場所。軋きしむ木の扉を開けると、そこには俗ぞく世せとは一線を画かくした静せい謐ひつな空間が広がっていた。年季の入った本特有の、バニラのような匂におい。窓に掛かったカーテンが夕陽を受けて、オレンジ色に滲にじんでいた。

　奥の受付で頰ほお杖づえをついて船を漕こいでいた若い女の司書は、俺たちの方をちらりと見やると再び微睡まどろみに落ちていった。室内には他の生徒の姿もぽつぽつと見受けられ、テーブルに座って本を読んでいる者、せっせと自習に勤いそしんでいる者、よだれを垂らしながら豪ごう快かいに居い眠ねむりしている者と様さま々ざまだ。

　千本木は空いているテーブルへと歩いて行く。通学鞄を置くと、俺に向かって顎あごをくいっとしゃくり上げた。

　向かいに座れということらしい。

　逆らうと面めん倒どう臭くさそうなので、黙だまって言われた通りにした。

「お前が自習してる間、俺は何をすればいいんだ？」

「別にこれと言った仕事はないわ。畑のかかしと同じよ。あなたはただ、害がい虫ちゆう避よけとしてそこにいてくれさえすれば」

　千本木はそう言うと──。

「ただ、何もしないと言うのは時間が勿体ないでしょうし。そうね。あなたもいっしょに自習すればいいわ」

「いやー。それはムリっす」俺は手を横に振った。「時間外勉強してたら、明日の授業に支障が出るんで」

「へえ。いつも居眠りしているかよそ見しているだけなのに？」

「千本木、俺のことをよく見てるんだな」俺は冗談めかして笑った。「もしかして俺のことが好きなのか？」

「は？　そんなわけないでしょう。おぞましいことを言わないで。そもそもあなたが人類に好かれる要素があるの？」

「女子だけならまだしも、人類全ぜん般ぱんは括くくりがでかすぎるだろ。俺にも何か好かれる要素の一つや二つくらいはあるだろ」

「たとえば？」

「五十メートルを七秒台で走れる」

「大半の男子高校生がそうだと思うけど」

「ゴキブリを手づかみできる」

「田舎のおばあちゃんのような特技ね」

「ピーマンを残さず食べられる」

「え？　私、今、高校二年生の男子と話しているのよね？　小学校低学年の男子と話しているわけじゃないわよね？」

　千本木は呆あきれたようにそう言うと、

「……まあいいわ。私はここで自習をしているから。あなたはそこで何か適当なことでもして時間を潰していて」

「へいへい」

　俺は適当に返事をする。

　千本木は通学鞄から参考書とノートを取り出した。参考書はよれよれで、至るところに付ふ箋せんが貼ってあった。相当、使い込んでいる。俺も同じ参考書を持っているが、ほとんど開いたことすらなかった。

　カリカリカリ……。

　千本木は真剣な面持ちで、シャーペンを走らせている。

　……こうして黙ってれば、とんでもない美少女なんだけどな。

　しかし──。

　これでシャーペンが可愛らしいデザインだったり、筆箱にゆるキャラのマスコットを付けていたら『ああ。千本木にも女子の一面があるんだな』と思っただろうが、どこまで言ってもシンプルなデザインだった。

　機能性重視。余計なものは一切つけていない。

　つまんねえ奴……。

「ふああ」

　思わずあくびが漏れた。

　図書室の空気というのは、睡すい眠みんを誘ゆう発はつする作用があるのだろうか。微睡みが忍び足で俺の元へと迫ってくる。することもないので、睡すい魔まに身を委ゆだねることにした。机の上に組んだ両りよう腕うでの上に額を置くと、まぶたを下ろす。

　うつらうつら……。夢と現うつつの境目をたゆたっていると、

「千本木、今から俺とカラオケいかない？」

　という軽い声が聞こえてきた。

　なんだなんだ？

　のそりと顔を上げた。テーブルの側に茶髪の男子生徒が立っていて、自習中の千本木に声を掛けているのが見えた。

「見て分からないかしら。私、今、勉強をしているんだけど」

「いいじゃん。千本木、賢いんだし。一日くらいサボっても」

　ナンパされてるみたいだ。

　……千本木の奴、本当にモテやがるな。つーか男子連中。お前らは本当に女子を顔でしか見ないな。こいつの内面、ドＳだぞ。

　──と。そこで千本木と目が合った。

　ＳＯＳということか。

　俺の中の、助けに入らなければという義ぎ俠きよう心しんと眠気とを天てん秤びんに掛けてみると、紙一重のところで眠気の方へ傾かたむいた。

　なので、見なかった振りをして顔を伏ふせた。

　──次の瞬間。

　机の下から伸びてきた千本木の靴くつ裏うらに思い切り金きん的てきを喰らった。

「──ぐはあっ!?」

　激痛と共に意識が覚かく醒せい──眠気が消し飛んだ。

　茶髪男子が突とつ然ぜんの俺の奇声にビクッ！　と怯んだのを見て、そこにつけ込むように言葉の弾だん丸がんをお見み舞まいしてやった。

「お、おい……。その辺りにしておけよ。嫌がってるだろうが」

「なんだあ？　お前？」

「俺か？　俺は千本木の彼氏だ」

　茶髪男子はしばし、フリーズした後──。

「──ハハッ」

　と某夢の国のネズミのように笑った。

　あ。こいつ、全然信じてねえな……。

　寝ねぼけた俺が、戯たわ言ごとを繰り出したものと思っているようだ。

「彼の言う通りよ」千本木が加勢に入った。「藍原君は正しよう真しん正しよう銘めい、私とお付き合いをしている恋人だもの」

「──はあ!?　こいつが!?」

　茶髪男子が、信じられない、というふうに俺を見る。

「こんなののどこがいいんだよ!?　顔も冴えない、制服の着方も芋いも臭くさい、見るからにダメ人間じゃねーか！」

「お前。物事をすげーはっきり言うタチなのな」

　この忖そん度たくまみれの世の中じゃ、中なか々なか珍めずらしい部類の人間だぞ。

「彼の良さをあなたに教える義理はないわ。とにかく、私には恋人がいるから。さっさと向こうに行ってくれないかしら」

「……くそっ。納得いかねえ」

　茶髪男子はぶつくさ言いながらも、図書室から出ていった。

　バタン、と扉が閉まってから俺は言う。

「千本木、別に俺の良さをあいつに伝えてくれても良かったんだぞ」

「ムリよ。思い浮かばないもの。悪い部分ならいくらでも挙げられるけど。例えば、私を見捨てようとしたこととか」

「その件については弁解の余地はないが」と俺は言った。「けどまあ、結果的にナンパ男を撃げき退たいできたんだからいいだろ」

「ダメよ。今の撃退法だと、あなたがいる意味がないわ」

「え？　何でだよ」

「だって、私の手を煩わずらわせてしまっているでしょう？　あしらっている間、勉強の時間を奪われてしまっている」

「まあ。言われてみれば確かに」俺は言った。「じゃあ。千本木の理想は声を掛けられる前に撃退することか」

「ええ。その通りよ」

「難しくないか？　俺が屈くつ強きような体つきの男なら威い圧あつできるかもしれないが、残念なことに中肉中背だからなあ」

　牽けん制せいの効果はなさそうだ。

「そうね。……じゃあ、こういうのはどうかしら。あなたは私の隣に座る。そしてその間ずっとアヘ顔をしているの」

「──は？」

　こいつ、何言ってるんだ？

「屈強な男じゃなくても、アヘ顔をしている彼氏が側にいたら、ナンパする側がわとしても声を掛けにくいでしょう？」

「いやまあ。ナンパ男だけじゃなく、老ろう若にやく男なん女によ問わずそうだろうな」

　だって意味もなくアヘ顔を晒さらし続つづけるなんて、完全にヤベ─奴だもの。

「ということで、決まりね。藍原君、お願い」

「待て待て！　まだやるとか一言も言ってねーぞ！　つーかお前はずっとアヘ顔を晒すような男の彼女と思われていいのか!?」

「ええ。別に構わないわ。あくまでも異常者扱いされるのはあなただし」

　千本木はさらっとそう言うと、

「ちなみに拒きよ否ひ権けんはないわ。さっき私を見捨てたこともあるし。断れば妹さんに偽彼女の件を報告するだけよ」

「くっそ……。覚えとけよ……」

　心音の名前を出されると弱い。

　俺は渋々了りよう承しようすると、千本木の隣の席へと移動した。

　言われた通り、白目を剝むき、だらしなく開いた口から舌を出した。

　アヘ顔の完成である。

「藍原君。ダブルピースも忘れないで」

　なんだその指導。

　もうこうなったら自や棄けだ。何だってやってやる。俺はアヘ顔を晒したまま、両りよう肩かたの前でダブルピースを掲かかげた。

　──と。その時。図書室の扉が開いて、男子生徒が入ってきた。千本木の姿を見つけてぱっと表情を輝かせたそいつはしかし、隣で白目を剝いて舌を出し、アヘ顔を晒している俺の姿を見ると、「うわあ……」という顔になって去って行った。

「どうやら、上手くいったみたいだな」

　俺はアヘ顔のまま言う。

「ええ。計画通りね」千本木は満足そうに頷くと、「──じゃあ、藍原君。引き続きその顔をお願いするわ」

「もうどうにでもなれだ」

　怖こわいものなど、何もない。

　千本木が真剣な面持ちで勉強に集中する隣で、俺は真剣とは一番遠い場所にあるアヘ顔を野ざらしにし続けた。

　何人もの男子生徒たちが千本木に声を掛けようと近づいてきては、隣に座る俺の異様さに気け圧おされて撤てつ退たいした。

　その内に、日が暮れた。下校のチャイムが鳴る。

　パタン。千本木が参考書を閉じた。自習は終わったようだ。彼女は顔を上げると、隣の俺に気づいて怪け訝げんそうに言った。

「──藍原君。その顔は何？　ふざけてるの？」

「お前がやれって言ったんだろうが！」

「もちろん。分かっているわ。冗談よ」千本木はくすりと笑った。「おかげで充じゆう実じつした時間を過ごすことができたわ」

「そりゃ、よかったな」

　半ば自棄になって吐はき捨すてる。

「というわけで、明日もお願いね」

「もう二度とご免めんだ！」

　俺は思わずそう叫んだ。

　毎日こんなことをしていたら、平常時の顔がアヘ顔になりそうだ。




　長い長い一日が終わった。

　くたくたになりながら、自宅マンションへと帰き還かんする。

　リビングのソファの上で、心音がなぜか四よつん這ばいになっていた。腰こしを忙せわしなく前後に突き動かしている。

「あ。兄さん。おかえりなさい」

「おう。……ところでお前、何やってるんだ？」

「兄さんに後ろから突かれた時のためのシミュレーションです。獣けもののように怒ど張ちようしたアレで子宮を高速でノックされます」

「…………」

　俺はその発言をスルーして、向かいのソファに座った。腰を下ろした瞬間、一日の疲つかれがどっと噴き出してきた。

「はあーあ」

　三人の偽彼女たちと過ごす学校生活は過か酷こくそのものだった。今までの平へい穏おんな学校生活と比べるとあまりに過酷すぎた。

　──つーか。心身共に持たない。

　心音にはハーレムのキャパシティは三人と嘯うそぶいたものの、とんでもない。一人相手するだけでも一いつ杯ぱい一杯なのだ。

　……どうにか数を減らせないもんか。

　──そうだ！　別れるのはどうだろう？

　ナンパ男に対するかかし役として俺を雇こ用ようした千本木はともかく、桜井は恋人がいるのを女友達に証明するために付き合い始めたんだ。恋人の俺の存在を証明できた今、別れたとしても何ら問題はないのでは？

　むしろ、あいつは今日一日でも結構な墓穴を掘ほっていたので、これ以上の自じ爆ばくを防ぐためにもこの選せん択たくは正しい。

　千本木とほたるだけなら、俺の疲ひ労ろうもまだマシだ。厄介なのは実質、千本木一人だけだからである。

　──となると。後は俺が桜井と別れたとして、心音がいったいどういう行動に出るかというところだが……。

「なあ、心音。一つ訊いていいか」

「んっ……。あっ……。兄さん……激しすぎますっ……！　もっと、もっと壊こわれるくらい突いてくださいっ……！　──え？　何ですか？」

「最近、桜井との関係が上手くいってなくてな。価値観の違いというか、お互いに多た忙ぼうなことによるすれ違いというか、音楽性の違いというか……。まあ、とにかく冷え切った仲になっちまってるんだ」

「そうなんですか」

「ああ。近ちか々ぢか、別れることになるかもしれない。もしそうなったとしたら、心音、お前はどう思う？」

「お二人の未来のためを思うと、仕方のない選択かと。愛のない関係を続けていても不幸になるだけですから。それに──」

「それに？」

「以前、兄さんはハーレムのキャパシティは三人までと言っていたので、図らずもその枠が一つ空くことになります。なので、私にとっては大チャンスです。どんな手段を使っても空いた枠に滑すべり込こんでみせます」

「…………」

　こいつ、まだ諦あきらめちゃいないだと……!?　俺たちの関係を見守りながら、俺の恋人枠を虎こ視し眈たん々たんと狙っていやがる……！

　以前、ハーレムは三人までと明言したのがまずかった。これだと誰かと別れたら心音はその枠に滑り込んでこようとする。

　つまり──。

　俺は偽彼女の誰とも別れることが出来ない。

　ほたるとも、桜井とも、千本木とも、良好な関係を築いて、何とか今の偽の関係を維い持じし続つづけなければならない。

　つまり、対等な立場ではいられない。

　俺は桜井や千本木がこちらに出してくる理不尽な要求でさえも、イエスマンとして全て応えなければならなくなる。

「地じ獄ごくじゃねえか。そんなもんっ……！」

　思わず頭を抱える。

　──と、その時だった。家の電話に着信があった。取ってみると、受話器の向こうから聞こえてきたのは親の声。

『おーう。優ゆう斗と。俺だ。元気にやってるかー』

　父親だった。

　本当の父親ではなく、元は心音の父親である。しかし今は俺の父親であり、俺を本当の息子のように扱ってくれる。良い人だ。

　父は仕事の都合上、海外を飛び回っていて、俺の母親もそれに同行している。二人は仲のいい夫婦なのである。

　一ヶ月に一度ほど、こうして定期的に連れん絡らくが来る。

「ああ。ぼちぼちやってるよ」

『心音と喧けん嘩かとかしてないか？』

「大丈夫だよ」

『そうか。しかし、すまんな。お前たち二人を家に置いていくことになって。色々と不便なこともあるだろう』

「仕事の都合なんだ。仕方ないよ」と俺は言った。「それに、海外を転てん々てんとし続ける方がずっと大変だろうし」

　一応、両親には日本を発たつ前、『俺たちは海外に行くが、お前たちも付いてくるか？』という意思確認はされていた。俺は地元を離れるのが嫌だったし、海外の環境に馴染める気もしなかったのでここに残ることを決めた。心音も同じだ。

『まあ。お前は俺に似て頭こそ悪いが、やる時はきっちりやる男だ。安心して留守中の家を任せることができるぜ』

　父親は力強い口調で言うと、

『母さんは最初、年頃の優斗と心音が同じ屋根の下で暮らしてたら、何か間違いが起きるんじゃないかって心配していたようだが……。ははは。杞き憂ゆうだわな。義理とは言えまさか兄妹きようだい間かんでそんなことが起こるわけがねえ』

「で、ですよねー……」

　俺は乾かわいた口調でそう呟いた。たぶん、声は上ずっていた。

『優斗。俺はお前のことを信用してるからな。ま、口うるさい両親がいないんだし、精せい々ぜい楽しくやってくれや』

「ああ。父さんも頑がん張ばってくれ」

『おう。それじゃあな』

　プツン。電話が切れた。

　俺は受話器を手に持ったまま、背後を振り返る。

　ソファの上では相変わらず心音が四つん這いになって腰を動かしながら「あひぃ」とか「んほぉ」とか淫みだらな声を上げていた。

「…………」

　お父さん、あなたの娘むすめは立派に育ってますよ。

　それに言えるはずがない。

　俺が日夜、義妹いもうとである心音から求愛を受けていることを。そして度々貞てい操そうを奪われそうになっていることを。

　もし──。

　俺が心音に取り込まれて兄妹間で結けつ婚こんすることになったら、俺を信じて任せてくれた両親はいったいどう思うだろうか。

　想像するだに、恐ろしい。

　……絶対、心音と結婚するわけにはいかない。そのためにも偽ハーレムを維持し、つけいる隙を与あたえたりはしない。

　あへあへと喘あえぎ声ごえを漏らしている義妹の姿を眺めながら、俺は偽ハーレムを維持していこうという強い意志を固めた。
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「ねえ、藍あい原はら。今日、デートしよっか」

　翌日の教室。

　一時間目終わりの休み時間に、桜さくら井いがそう言ってきた。次の移動教室までいっしょに行こうかくらいの気軽さで。

「は？　何でだよ」

「や、あたしたち、付き合ってるじゃん。だったら、放課後にデートするくらい別に普ふ通つうのことだと思わない？」

「本当に付き合ってる恋こい人びと同士ならな。けど、俺おれたちは違ちがうだろ。お互たがいの利害のために結けつ託たくしたビジネスパートナーでしかない」

「うわっ。ドライすぎるでしょ」

「お前だって、本心から俺とデートしたいと思ってるわけじゃないだろ。……何か思おも惑わくがあるんじゃないのか？」

「やっぱ分かる？　実は昨日、スタバで友達と話してて、彼かれ氏しとのデートあるあるみたいな話の流れになったんだけど」

「ほう」

「あたし男子と付き合ったことないじゃん？　だから、皆みなが盛り上がってる会話に全然ついていけなくて。沙さ希きはどう？　って話を振ふられても、デートなんてしたことないから上手く話せなくて。場が白しらけちゃったんだよね」

「なるほどな」

　その光景を想像すると、結構辛つらい。

　一の話を十くらいに盛って話すことはできても、全く経験のないゼロを一にして話すのは困難を極めるだろう。

　まして、桜井は口下手なのだ。話を振られた瞬しゆん間かんにてんぱって、支し離り滅めつ裂れつな言動をしたのが目に浮うかぶ。

「藍原はない？　そういう経験」

「俺の場合、周りの連中も皆モテないからな。類は友を呼ぶというか。彼かの女じよとの話をする奴やつなんて一人もいない。いたら粛しゆく清せいされる」

「ふーん。ある意味、気楽でいいかもね」

「まあな。ただ、その類は友を呼ぶで集まった友達連中も、俺の三さん股またが発覚した後は蜘く蛛もの子を散らすようにいなくなったけどな」

「……な、なんかゴメン」

　桜井はバツが悪そうな表情を浮かべる。

「いや、別にお前が悪いわけじゃないだろ。元はと言えば、妹に彼女がいると嘯うそぶいた俺に原因があるんだしな」

　こいつ、変なところで真ま面じ目めだな。

「で？　デートに誘さそったのは取材のためか？」

「そーいうこと。やっぱエピソードを上手く話せるようになるためには、実際にデートを体験するのが一番でしょ！」

　桜井ははにかむと、俺の方を指さして言った。

「ってことで、放課後、あたしに付き合って♪」

「だが断る」

「──はあ!?　なんで!?」

「いや。俺にメリットないし」

「藍原、暇ひまじゃん！　部活やってないし、バイトもやってないし」

「まあな。だが、それとこれとは話が別だ。学校にいる間は協力するが、放課後くらいは一人にさせてくれ」

「ふーん。分かった」

　桜井は含ふくみ笑わらいをしたように言った。

「さては藍原、あたしとデートするのが怖こわいんでしょ」

「──は？」

「藍原は童どう貞ていだもん。あたしとデートしたら、取材だって分かってても惚ほれちゃうかもしれないもんね。そしたら偽にせの関係が偽じゃなくなっちゃうし。それが怖くてあたしの誘いを断ろうとしてるんでしょ？」

「おいおい。バカにするなよ。そんなわけないだろうが」

　俺は言った。

「俺がお前に惚れることなんてありえない。むしろ、お前こそデートの雰ふん囲い気きに流されて俺に惚れちまうんじゃないか？」

「──あははっ。それだけはないない！」

「どうだか。お前は男性経験に乏とぼしい。俺がちょっと優しくしたら、それだけでころっと落ちるんじゃないか？」

「──藍原。あたしのことバカにしてる？」

「お前が俺のことをバカにする程度にはな」

「へーえ。言ってくれるじゃん」

　桜井は不敵な笑みを口元に浮かべた。

「だったらさ、勝負してみる？　実際にデートして。お互い、先に相手にときめいた方の負けっていうルールで」

「ふん。いいだろう。望むところだ」俺も負けじと不敵な笑みを浮かべる。「俺がお前にときめくことなどありえない」

「その余よ裕ゆう、いつまで持つか見み物ものじゃん」

　俺たちはバチバチと視線の火花を散らし合う。

　俺は絶対に桜井には屈くつさない！　絶対に屈さない→んほおおおお！　って即そくオチする女おんな騎き士しのようなフリではなく。

「藍原君を勝手に連れ出すのは困るわね」

　千せん本ぼん木ぎが割って入ってきた。

「彼かれは今日も、私の隣となりでアヘ顔をするという使命があるもの」

「え？　アヘ顔？　何それ」と桜井はきょとん顔。

「いや。こいつが図書室で自習している間、厄やつ介かい払ばらい役やくとしてな。そこだけを切り取ったら意味不明だろうが」

　ネットニュースみたいな情報の切り取り方をするんじゃねえ。字じ面づらだけ見たらとんでもない変態みたく思われるだろ。

「委員長は昨日、藍原といっしょにいたんでしょ？　だったら、今日はあたしが藍原を借りてもよくない？」

「ダメよ。彼の生せい殺さつ与よ奪だつの権は全て、私が握にぎっているもの。三百六十五日、二十四時間、彼は私につき従う義務がある」

「そんなのずるい！　あたしだって藍原と付き合ってるのに！　委員長だけ独どく占せんするのはルール違い反はんじゃん！」

「なら、藍原君に聞いてみましょうか。ねえ。あなたは私と桜井さん、どちらと放課後の時間を共にしたい？」

「一人で家に帰りたい」

「あら。ごめんなさい。聞こえなかったわ」

「いだだだ！　耳を引っ張るのは止めろ！」俺は悲鳴を上げながら、どちらを選んでも角かどが立つことを悟さとった。千本木を選べば桜井が、桜井を選べば千本木が、それぞれ機き嫌げんを損ねて報復行動に乗り出すだろう。

　まさに前ぜん門もんの虎とら、後こう門もんの狼おおかみ。この絶望的な状じよう況きようを前にして、うんうんと唸うなって打開策を練っている時だった。

「あ。あのっ！」見かねたほたるが割って入ってきた。「それなら、くじ引きで決めたらどうかな？」

「「くじ引き？」」

　ほたるはこくりと頷うなずいた。

「放課後、誰だれがユウくんといっしょに過ごせるか。その日ごとにくじ引きをして決めれば公平かなって思って」

「ほたるん。ナイスアイデア！」

「なるほど。私もそれで構わないわ。早速、始めましょう。藍原君、ノートにあみだを書いてくれるかしら」

「いや。俺はまだ賛同してないんだが」

「早くしなさい」

「…………」

　俺は言われるがまま、ノートにあみだくじを作り始めた。ゴールを桜井と千本木の二本分だけ記入しようとすると──。

「あ、ユウくん。私の分もお願い」

「ほたる。お前も参加するのか？」

「うん。私もユウくんの恋人さんだし。それに、私が勝ったらユウくんに何もさせないっていう選せん択たく肢しも取れるから」

「ほたる。お前……何て優しい奴なんだ」

　私利私欲のためではなく、俺のことを第一に考えてくれている……！　他の鬼き畜ちく二人とは人間としての器が違う！　天使かな？

「是ぜが非でも、当たりを引き当ててくれ！」

　俺はほたるの両りよう肩かたに手を置いて、熱いエールを送った。

　そして──。

「決めた。あたしはここにする」

「私はここね」

「私は残ったのでいいよ」

　偽彼女たちが各おの々おの、あみだを選んだ。

　俺は当たりのくじの位置を知っているので、表情仕草で見み抜ぬかれてはいけないという配はい慮りよから後ろを向かされていた。

「やった！　あたしの勝ちー♪」

　歓かん声せいが上がった。

　どうやら、当たりを引いたのは桜井らしかった。はしゃいでいる桜井の周りで、千本木とほたるは落らく胆たんしていた。

「ごめんね。ユウくん。当たり引けなくて」

「気にするな。その気持ちだけで十分だ」

「今日のところは勘かん弁べんしておいてあげるわ。精せい々ぜい、デート中もアヘ顔をして次の自習の機会に備えておきなさい」

「しねーよ。絶対に」

　ともあれ──。

　今日の放課後は桜井と過ごすことになったわけだ。つまり、当初の予定通りデートが決行されることに。




　デート。

　それは男女が共に遊びに出かけることを言う……らしい。伝聞調なのは、俺にはとんと縁えんのないことだったからだ。

　だが──。

　今日、初めて、俺はデートに繰くり出だす。

　ただ、これはきゃっきゃうふふと笑顔が弾はじけるようなものではない。

　血で血を洗う聖戦だ。

　相手にときめいた方の負け。

　どちらがより異性に対する耐たい性せいが低いか。決着をつけねばなるまい。

　俺と桜井は校舎を出ると、校門へ続く並木道を共に歩く。道中、先に仕し掛かけてきたのは桜井の方だった。

「せっかくのデートなんだし、腕うで組くんじゃおっか♪」

　桜井はそう言うと、俺の腕に自分の腕を絡からませてきた。

　ぐい、と身を寄せてくる。

「──ぬおっ!?」

　俺は思わず怯ひるんだ。

　髪かみから立ちのぼる、シャンプーの香かおり。女子特有の甘あまい匂におい。

　そして何より──俺の腕に胸が押おし当あてられていた。

　ちらりと隣の桜井を見やる。カッターシャツの胸元は大きく開かれ、双そう丘きゆうの間からは深い谷間が窺うかがえた。シャツを内側から押し上げるほどのそれはしかし、俺の腕に押し当てられたことでむぎゅりと変形していた。

　や。柔やわらかくて温かい……！　な。なんだこの感かん触しよくは……！

　女子高生のおっぱい、恐おそるべし！

「どうしたの？　黙だまっちゃって？」

　桜井はそこで得心したように笑みを浮かべた。

「あ。もしかしてもうときめいちゃったとか？　顔、赤くなってるもんね。あたしの魅み力りよくにやられちゃったかー」

「ば。バカ言うな！　そんなわけないだろうが！　顔が赤いのは……そう！　夕陽が頰ほおに差しているからだ！」

　何かの歌詞みたいな言い訳をまくし立てる。我ながら苦しい。

「ふーん。そうなんだ」桜井はニヤニヤとした笑みを深めると、「じゃあ、もっとガンガン攻せめていっちゃおっと」

「──なにっ!?」

　更さらにぐいぐいと身を寄せてくる。

　桜井は俺の右みぎ腕うでに両りよう腕うでを絡めると、頭をそっと俺の肩かたに乗せてきた。がっちりホールドされたことで体温が伝わってくる。

　……ぐあああ!?　さ、さっきよりも胸が当たって……！　こ。こいつ……無意識かつ無防備に胸を押し当てて来やがる……！　つーか、知らなかった。女子の身体からだってこんなにも柔らかいものだったのか……！

　今まで女子に対する免めん疫えきがなかった俺にとって、いきなりこれだけの肉体的接せつ触しよくは余りにも刺し激げきが強すぎた。

「ぐはっ！　はあ。はあ」

　うっかりときめきそうになるのを、寸前のところで抑おさえる。ほんの僅わずかでも油断すると即そく座ざにやられてしまう！

「ふっふっふ。これはもう、時間の問題かもね」

　桜井は、勝利を確信した余裕の笑みを浮かべていた。

　……まずい。桜井の言う通りだ。このまま肉体的接触を続けていたら、そう遠くない内に俺は陥かん落らくしてしまうだろう。

　何か、何か打開策を見いださなければ──。

　俺たちは並んだまま校門を抜ぬけると、歩道を進んでいく。右手の道路には多くの車が忙せわしなく走っていた。

　そうだ！　これだ！

　俺は「すまん。靴くつ紐ひもがほどけた」と言ってその場でしゃがみこむことで、桜井の魅み惑わくのホールドから逃のがれることに成功。適当なタイミングを見計らって立ち上がると、さりげなく今までとは逆の側に立った。

「え？　これって……」と桜井が言った。

「女子のお前に車道側を歩かせるわけにはいかないからな。──安心しろ。お前のことは俺が絶対に守ってやる」

「──はうぁっ!?」

　桜井は不意を突つかれたのか、自分の左胸を押さえた。

　完全に自分が優勢だと思って油断していたところ、がら空きになった脇わきにぶち込こまれたボディブローは相当効いたらしい。

　トゥンク……！　と女子っぽい表情を一いつ瞬しゆん外に漏もらしてしまっていた。

「やばっ！　今、ちょっとときめきそうになっちゃったし……！　バカバカっ！　それだと藍原の思うツボじゃん！」

　桜井は邪じや念ねんを振ふり払はらうように首を横にぶるぶると振る。その姿はさながら、水すい滴てきを払う子犬のようだった。

　よし、一いつ矢し報むくいてやったぞ──と内心ほくそ笑んだ俺だったが、歯の浮くような台詞せりふを口走ったことによる精神的ダメージは大きかった。こんな臭くさい台詞を日常的に吐はける少女マンガの登場キャラ連中は頭がどうかしているぜ。

　だが──。

　ここで攻こう撃げきの手を緩ゆるめるわけにはいかない。一気に畳たたみかけることによって、ときめきの海で溺れさせてやる！

「今のはちっとも効いてない……！　今のはちっとも効いてない……！　今のはちっとも効いてない……。よしっ！」

　そう自分に言い聞かせるようにして沈ちん静せい化かを図ろうとしていた桜井に、俺は追つい撃げきの一言をぶち込んでやった。

「桜井。鞄かばん、重いだろ。俺が持ってやるよ」

「──はひっ!?」

　爽さわやかな笑みと共に向けられた俺の紳しん士し的てき優しさを前にして、男慣れしていない桜井は戸と惑まどいの表情を浮かべていた。戸惑ったようなそぶりを見せながらもその実、優しくされたことによる喜びが透すけて見えていた。

　もちろん、桜井はこれが俺の戦略だと理解しているだろう。

　しかし──。

　今まで彼氏どころか男と接した経験がほとんどない桜井は、演技と分かっていても男に優しくされると嬉うれしくなってしまう。

　その気持ちはよく分かる。俺も同じだからだ。

　さっき、桜井に腕を組まれた時は天にも昇のぼるような心地だった。

「別にいいって。これくらい自分で持てるし……！」

「遠えん慮りよするなって」俺は爽やかな笑みをキープしたまま言う。「可愛かわいい女子に重いものを持たせるのは、俺の信条が許さないんだ」

　俺は知っている。桜井の通学鞄は重くも何ともないことを。

　こいつは俺と同じく、教科書類を全て学校の机に置き弁している。なので通学鞄は羽毛のようにふわりと軽いはずだ。

　労せずして、好感度を稼かせぐことが出来る。まさに悪あく魔まの一手。

「そ。そこまで言うんだったら……」

　桜井は押しに負けたのか、おずおずと通学鞄を差し出してきた。

　俺は策が上手くいったことにほくそ笑みながら、それを受け取る。

　だが、次の瞬間──。

「重っ！」

　ズンッ！

　想像していた重量を遙はるかに上回っていて、通学鞄の底が地面についた。余りの重みに腕を持っていかれてしまった。

「な、何でだよ……。お前、普ふ段だんは置き弁してたろ……！」

「まーね。けど、今日、生活指導の先生に見つかっちゃって。置いてた教科書、全部持って帰らされたんだよねー」

　話が違うぞ！

「けど、ありがとね。鞄、持ってくれて。助かっちゃった。対決中とは言え、ちゃんと気を遣つかってくれるとか。やるじゃん♪」

　桜井は嬉しそうにそう言ってきた。

　どうやら、好感度は稼ぐことができたらしい。

　……けど、この鞄、かなりの重量がある。やべえ。デート中ずっと提げてたら、俺の肩が確実に破は壊かいされる。

　早いところ、どこか荷物を置ける場所を探さなければ。




　俺たちは駅前へとやってきた。

　そこは学校から徒歩で十分も掛かからない距きよ離り。映画館、喫きつ茶さ店てん、ショッピングモールやボーリング場など遊ぶ場所は一通り揃そろっていた。

「で、どこに行くんだ？」

「んー。とりあえずカラオケかな」

「一応、理由を訊きいてもいいか」

「決まってるじゃん。あたしが今、すっごい歌いたい気分だから！」

　なるほど。これ以上ないくらい単純明快だ。……まあ、カラオケはボーリングに比べると料金が手て頃ごろだしな。それに喫茶店とかウィンドウショッピングと違い、会話がなくなる気まずさみたいなものとも無む縁えんだ。場に沈ちん黙もくが降りてきたら、取りあえずマイクを片手にシャウトすれば間が持つのだから。……懸け念ねんがないわけではなかったが、これは俺の意志で回かい避ひできるものだ。気にする必要はないだろう。

「よし。じゃあ、そうするか」

　俺たちは駅前のカラオケ店に行くことにした。

　地下へ続く階段を下りていく。自じ動どう扉とびらが開くと、受付があった。若い女の店員が俺たちを見て微笑ほほえみを浮かべる。

「いらっしゃいませ。二名様でしょうか」

　桜井がてきぱきと応対をしていく。

「取りあえず二時間でいい？」

「ああ」

「機種のこだわりとかある？」

「いや、別にないぞ。何でもいい」

　ここで下手にあるとでも答えようものなら、機種にこだわりのあるお前の歌唱力や如い何かにと思われるかもしれない。さぞかしお歌がお上手なんでしょうねえ？　とか思われたらとてもじゃないが声なんて出ない。

「おまたせー♪」

　桜井は受付を終え、俺の元へと戻もどってきた。

　手には部屋番号の書かれた伝票。該がい当とうする部屋を目指して廊ろう下かを歩く。

　その道中──。

「あ。ほら、藍原見て。ここの部屋の人たちもカップルで来てるみたい。やっぱデートの場所としては定番だもんね」

「おい。あんまり中を覗のぞくなよ……」

　血気盛んな連中だったらどうするんだ？　守ってやれる自信はないぞ。

　俺が他の部屋の扉の前でこっそり中を覗いている桜井を引ひき離はなそうと、同じ目線になったその瞬間だった。

　扉の向こう──ソファに並んで座っていた高校生のカップルが、突とつ然ぜん抱だき合あい、ディープキスをし始めた。

「「──ええええ!?」」

　これには俺も桜井も驚きよう愕がくを禁じ得なかった。

　カップルたちはお互いの唇くちびるを求め合うだけでは飽あき足たらず、身体までまさぐりだしたのだからこれはもう始末に負えない。そして見るに堪たえない。俺も桜井も示し合わせたかのように扉からさっと目を離した。

「あはは……。カラオケにも色いろんな楽しみ方があるんだねー……」

「そ。そうだな。普通にマイクを握って歌うだけじゃ飽き足らず、彼氏の下のマイクまで握ろうとするとは……」

「「…………」」

　俺は下ネタで茶化してその場の空気を和なごませようとするが、上手くいかない。二人の間にはぎこちない空気が漂う。

　俺たちは童貞と処女である。割と過激な性的光景を目の当たりにして、ＯＨ……という気持ちになっていた。あるあるーと笑い合うほど経験値はないし、今のヤバイよねと共感するような余裕もなかった。ただただ、ショックを受けた。軽い気持ちでつついた藪やぶから大だい蛇じやが出てきて頭から呑まれたかのような心地だった。

　その内、部屋に辿たどり着ついた。扉を開ける。スイッチを押して明かりを付けると、革のソファに腰こしを下ろした。

「「…………」」

　会話はない。他の部屋の歌声が聞こえてくる。

「あ、あたし。飲み物取ってくるね！」

　沈黙に耐たえかねたかのように、桜井がすっくと立ち上がった。そして逃にげ出だすように部屋から出ていった。

　さっき見た、ふしだらカップルの光景が尾おを引いているのだろう。

　しばらくして、桜井が戻ってきた。二人分のジュースを手に持っている。片方を俺に差し出してきた。

「はい。こっちが藍原の分」

「おお。悪いな」

　透とう明めいのコップには、緑色の液体がなみなみと注がれていた。

　メロンソーダか。

　俺は結構こいつが好きだった。スーパーじゃ売ってないからね。

「んじゃ。飲ませて貰もらうわ」

　コップを傾かたむけ、液体が喉のどを流れた瞬間──。

「ごほっ!?　──なんだこの飲み物!?」

　思っていた味と違ったので、思わず咳せき込こんだ。甘みと苦みが調和し、何とも言えない微び妙みような味わいだった。

「メーロン茶だけど？」

「なんだそれ？　聞いたことないぞ。あれか。スムージーみたいな奴か。おしゃれな女子が飲んでＳＮＳに上げるような」

「いや。メロンソーダと烏龍ウーロン茶ちやを混ぜて作ったあたしオリジナルドリンク。どう？　絶ぜつ妙みようにまずかったでしょ？」

　桜井がいたずらっぽくにぃっと笑った。

「お、お前なあ……！」

　俺は怒おこったふうに言いながらも、特に怒りはなかった。

　桜井の子供のいたずらのような所業に呆あきれたというのもある。

　だが、それ以上に空気が変わったのを肌はだで感じたからだ。

　さっきまでのぎこちなさが消えて、一気に和なごやかな雰囲気になった。

　やはりこいつは腐くさっても上位カースト。リア充じゆうグループの一員。その場の空気を明るく一変させられる力を持っている。

「それじゃ、早速歌っちゃおーっと♪」

　桜井は機械を弄いじると、曲を入れた。イントロが流れる。それは人気のアイドルグループのものだった。

「いえーい！　皆、盛り上がってるー？」

　マイクを俺に差し向け、コール＆レスポンスを求めてくる。

　あれ？　ここライブ会場だっけと思うほどノリノリだ。

　曲が始まると、桜井は身み振ぶり手て振ぶりを交まじえながら、伸のび伸のびと歌い出した。思っていた以上に上手かった。そしてとても生き生きしていた。この時間、この瞬間を全力で楽しむその姿はキラキラと輝かがやいて見えた。眩まぶしかった。

　気づくと、桜井は一曲目を歌い終えていた。

「はい！　次は藍原の番ね♪」

「俺は遠慮しとく。歌うのは苦手なんだ」

　それとなく機械を押し返す。

　俺は歌が得意ではない。というかぶっちゃけ下手だった。

　中学の頃ころ、林間学校に向かうバスの中でクラスのリア充に「おい藍原。お前の歌唱力を見せてくれよ」と無理矢理歌わされた。奴らは俺の歌唱力のなさを知っていて、からかうために指図してきたのだ。断り切れずに渋しぶ々しぶ歌うと、俺の微妙な歌声にバスの中のクラスメイトたちからは失笑が漏れた。四分間滑すべり続つづけた。

　それ以来、人前で歌うのは避さけている。

　今日、桜井がカラオケに行きたいと言った時にも、俺は端はなからドリンクバーオンリーで、歌うつもりはさらさらなかった。

「えー！　せっかく来たのに勿もつ体たいない」

　桜井はそこで閃ひらめいたように言った。

「あ。だったらデュエットしよっか♪」

「デュエット？」

「うん。二人いっしょなら、自信なくても歌えるでしょ。──ほら、このアニソンとか有名だし歌いやすいんじゃない？」

　桜井はそう言いながら、勝手に機械を操作する。何も言っていないのに、勝手に二人で歌うことになっていた。

「知らねえぞ。とんでもない点数が出ても」

「それはそれで面白いじゃん。ネタになるし」

　桜井はにこりと笑った。

「ていうか、得意とか下手とか、そんなのどーでもいいことじゃん。大事なのは、自分が楽しいかどうかでしょ！」

　はい、とマイクを手て渡わたされた。

　曲のイントロが流れ始める。

　ほら、立って立って、と桜井に促うながされて、俺は半ば強制的に立たされた。

「ったく……。しょうがねえな」

　傍ぼう観かん者しやから、当事者へ。

　俺が不安に駆かられながら恐る恐る声を発すると、まるで添そえ木ぎをするように、桜井の澄すんだ声が重なってきた。

　たぶん。いや、間ま違ちがいなく、俺の歌は下手だった。

　ちらりと隣を見ると、桜井と目が合う。ぱちりとウインクしてきた。

　大だい丈じよう夫ぶ。楽しんだもん勝ちだって！

　そう言っているような気がした。

　俺は肩の力が自然と抜けて、気づくと、最初おずおずと頼たよりなく強ばっていた声も伸びやかになっていた。メロディに言葉を乗せていくと、胸の中に溜たまっていた澱おりが浄じよう化かされていくようで爽そう快かいだった。

　俺はその後も、桜井に合わせて歌い続けた。

　楽しいし、気持ちいい。

　歌っていてそう感じるのは本当に久しぶりのことだった。




「あー。歌った歌ったー」

　カラオケ店を出た後、俺たちは最も寄よりの喫茶店へと移動した。窓際の丸いテーブルを挟はさんで向かい合う。

「おかげで溜まってたストレス、全部吐き出せたかも」

「へえ。桜井にもストレスなんてあるのか」

「あるある。あるに決まってんじゃん。学校とバイト先と家、全部の場所で人間関係が上手く回ることなんてないし」

「桜井の場合、属するコミュニティも多そうだしな」

　一方、俺は少ない。精々が家と学校くらいだ。それも友達が少ないから人間関係がこじれることもそうない。

「友達が多いのは楽しいけど、その分、色いろ々いろと大変なんだよね。皆が楽しめるように気も遣わないといけないし」

　桜井はストローでオレンジジュースを飲むと、

「カラオケに行っても、自分の好きな曲とかあんまり歌えないしね。皆で盛り上がれそうな曲が優先になるから」

「マジで？」

「だって、バラードで盛り上がれないじゃん。あたしが歌ってる間、他の子たちは聞くことくらいしか出来ないし」

「でもお前、さっきバラード歌ってたろ」

　女性歌手のバラードを、情感たっぷりに歌い上げていた。

　思わず聞き入ってしまったほどだ。

「そりゃ、藍原には気ぃ遣わなくていいからねー」

　桜井はストローを咥くわえたまま、にいっと笑った。

「おかげで歌いたい曲を、好きなだけ歌うことができたし。それに藍原、ちゃんと聞いてくれてたから気持ちよかった」

「人が歌ってる時は、普通、聞くだろ」

「そーでもないって。待ってる間、スマホとか弄る子結構いるし。他人に興味ない子って意外と多いからねー」

「へえ」と俺は相づちを打ってから気づいた。「いや。その言い方だと、俺がお前に興味あるみたいじゃないか？」

「あははっ。違った？」

「一応、今は勝負の最中だからな。肯こう定ていは出来ない」

「あー。そういえばそうだっけ」

　桜井は今まで勝負のことを忘れていたかのようにそう呟つぶやくと、近くにいたカップルたちのテーブルへと目を向けた。

「ねえねえ。藍原、あれ見てよ」

「──ん？　うおっ」

　俺は桜井の視線の先を追う。

　近くの席に座っていたカップルたちは一つの飲み物をハート型のストローを使って二人で仲睦むつまじげに飲んでいた。

「すっごいおしゃれじゃない？　ＳＮＳ映えもしそうだし。あたしたちも同じようにやってみよーよ」

　おいおい。マジで言ってるのか？

　俺は割と抵てい抗こうがあったのだが、それを口にしようものなら、『あ。もしかして間接キスとか意識しちゃってる？　うわー。童貞にも程があるでしょ。マジウケる』とバカにされまくるのは必ひつ定じよう。引くわけにはいかない。

　──で。結局、飲むことになった。

　おしゃれな感じのグレープフルーツジュースに、二人同時に吸わないと飲めないハート型のストローがついていた。

「やばっ。ちょーおしゃれじゃん」

　桜井はスマホを取り出すと、ぱしゃぱしゃと写真を撮とり始はじめた。ＳＮＳに上げて友達と共有して楽しむのだろう。

「藍原は撮らなくていいわけ？」

「俺はＳＮＳなんて軟なん弱じやくなものはしない。写真も必要ない。本当に大事なものは心のアルバムにしまっておくものだ」

「いや、単に友達いないだけでしょ」

「……止めろ。その言葉は俺に効く」

　俺たちは同時にストローを咥えると、目を見合わせた後、吸った。グレープフルーツの甘あま酸ずっぱさが喉に流れ込んでくる。

「あー。おいしー」

　桜井はストローから唇を離すと、

「今のあたしたち、すごい恋人っぽくない？」

「デートの取材的にはバッチリだな」

「ほんとそれ。おかげで明日、友達にちゃんと話せそう。やっぱ一度は経験しておかないとリアリティが出ないもんね」
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　……これで俺が桜井に壁かべドンをして『俺の女になれ』と言ったとかいうリアリティがゼロのエピソードもなくなるだろう。

「──ちょっ!?　見て、藍原！　さっきのカップル！　今度はソフトクリームを二人で食べてるんだけど！」

　桜井が俺の袖そでを引いてそう言った。

　……うわあ。典型的なバカップルだ。完全に自分たちの世界に入っている。周りの視線なんてまるで気にならないのか。

「すごいカップルっぽい……！」

　連中を見つめる桜井の目は、キラキラと輝いていた。

「あれをしたら、皆にもいい感じで話せるかもしんない！」

「桜井。お前、まさか……」

「藍原！　あたしたちもやろう！」

　やっぱりか！

　こいつ、自分の体験談のためにすげー身体張るなあ!?　将来はいいルポライターになれるんじゃないだろうか。

　バニラ味のソフトクリームが運ばれてくる。

　桜井が手に持ったそれを、俺の方へと向けてくる。互いに顔を近づける。ジュースの時とはまるで距離が違った。

　──ち。近い……！

　キスをするかのような間合い。向こうも表情が強ばっている。さながらチキンレースのように迫せまり合あったところで──。

「──さすがにこれはムリっ！」

　桜井が先に降りた。顔が真っ赤になっていた。

　ジュースは大丈夫でも、さすがにこれは抵抗があったらしい。

　一応、真っ当な感性を持っていたようだ。このミッションを達成するには相当、頭がお花畑じゃないとムリだろう。

　結局、ソフトクリームは桜井が一人で食べた。「コーンの部分いる？」と聞かれたが俺は申し出を辞退した。せめてクリームの部分をくれ。……とは言え、それだと桜井と間接キスになってしまうのだが。

　日が暮れた頃、俺たちは喫茶店を後にした。

　駅前で別れることになり、それぞれ帰路につこうとした時だ。

「藍原。今日は付き合ってくれてありがとね」

　桜井が俺に向かってそう言ってきた。

「俺にときめいたか？」

「それは全然なかったけど」桜井は微笑みを浮かべると、「──でも、いっしょに遊んでてすっごく楽しかった」

「そりゃよかった」

「あのさ、また誘ってもいい？」

「俺が暇な時ならな」

「じゃあ、毎日誘えるじゃん」

「うっせ」

　俺がそう吐き捨てると、桜井は「あははっ」と無む邪じや気きに笑った。「ばーか」と楽しげに呟くと踵きびすを返して走り出す。

　染めた髪をなびかせながら、桜井は夕焼けの方へと走っていく。

　俺はその後ろ姿が見えなくなるまで、駅前に立たち尽つくして眺ながめていた。胸の中に一いち抹まつの寂さびしさが広がっていく。

　何だかんだで、結構楽しかったな……。
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　その日のホームルームの時間はクラス中が沸わいていた。

　なぜか？　来週に控ひかえた二年生になってから初めての遠足。山の中で行われるキャンプの班決めをするからだ。

「みんなーっ。ちょっと静かにしてーっ」

　担任の楠くすの木き先生が声を張り上げる。

　彼かの女じよは今年からの新任教師で、赴ふ任にん初日に野球部の男子が冗じよう談だんで教室の扉とびらに挟はさんだ黒板消しに引っかかったというドジッ子だ。

　童顔でおっぱいが大きいので、男子の支持を得ている。そして親しみやすく何でも相談できるという点で女子の支持も得ている。

　要するに男女問わず人気なのだ。

「今から、遠足の班を決めようと思うんだけど……。くじ引きにするか、好きな人同士で組むか、皆みんなはどっちがいい？」

「好きな人とがいいー」

　バカ！　余計なことを言うんじゃない。

「だよな。くじはちょっとなー」

「せっかくの遠足だもん。仲のいい友達同士で組んだ方が絶対楽しいよねー」

「そっか。それもそうだよね」

　楠木先生はぱん、と手を合わせて言った。

「じゃあ、好きな人同士で四人班を作ってね。今から時間を設けるから。決まったら黒板に班のメンバーを書きに来て」

　ああ。世論が完全に好きな者同士に傾かたむいた……。

　貴様ら人間関係富ふ裕ゆう層そうは何も分かっちゃいない。仲のいい友達、という存在は誰だれにでも存在しているわけじゃない。

　四人班を作ってね──と言われても、自分以外の三人の見通しがまるでつかない人間というのが世の中にはいるのだ。俺おれのことだ。

　以前までならこんな事態には陥おちいらなかった。

　俺にも友達がいた。

　冴さえない者は冴えない者同士、せめて身を寄せ合って生きていこう──と童どう貞てい同士でスクラムを組むこともできた。

　だが──。

　今の俺は完全なる孤こ立りつ無む援えん。

　周りの生徒たちが次つぎ々つぎと班を決めて黒板に向かう中、俺一人窓際の席で動かざること山のごとしだった。

　……まあ。このままずっと座っていたら、俺と同じく友達のいないクラスメイトの誰かと自動マッチングされることになるだろう。

　そうすれば、ぼっちアベンジャースの結成だ。……うわあ。すげー弱そう。少なくとも協調性には欠けていること必至だ。

　──とか何とか考えていた時だった。

「ユウくん。もう班決まった？」

　ほたるが声を掛かけてきた。

「見ての通りだ。閑かん古こ鳥どりが鳴いてらあ」

「そっか。じゃあ、私をユウくんの班に入れて欲しいな♪」

「──えっ？」

「ダメかな？」

「いや。それは全然構わないが」と俺は言った。「ほたる、友達はいいのか？　いつもの四人で組むんじゃ……」

　ほたるは普ふ段だん、何かの授業や課外活動で班を組むことになった時、仲のいい女子三人と組むことが多いのだ。

「ユウくんのこと、放っておけないから。それに他の皆も、ユウくんと組んだ方がいいって送り出してくれたし」

　振ふり返かえると、ほたるの仲の良い友達たちは『グッドラック！』とばかりにグーサインを掲かかげてくれていた。

　なんだよ、こいつら、すげー良い奴やつらじゃん……。

　類は友を呼ぶとはこのことだ。

　とにかく、これでぼっちの危機は回かい避ひできた。

「となると、残りの二人をどう集めるかだが……」

「後一人の間ま違ちがいでしょ♪」

　桜さくら井いが後ろから馴なれ馴なれしく俺の肩かたに手を回してきた。

「あたしも入れてよ。この班に」

「──いいのか!?」

「そりゃね。ほたるんが藍あい原はらといっしょの班になるんだもん。彼女役のあたしが同じ班にならないのも変でしょ」

　桜井はそう言うと、

「それに、いつも同じメンバーといるより、たまには違ちがうメンバーと行動した方が新しん鮮せん味みもあって楽しそうだしね♪」

　さすがリア充じゆう。

　保守的な考えとは程遠い。

「ともかく、助かった。桜井が入ってくれたら残りは一人だ。誰か適当にあぶれてる奴を引ひき込こめば班が完成する……！」

　そうすれば、黒板に名前を書きに行くことが出来る。

　絶対に辿たどり着つくことが出来ないと思っていた黒板（エルドラド）に到とう達たつする道が見えたことで俺のモチベーションは上がった。

「後はそれを誰にするかだが……」

「ねえ。ユウくん。千せん本ぼん木ぎさんはどうかな？」とほたるが言った。「見た感じ、まだ班が決まってなさそうだけど」

「あー。そういえばさっき、男子たちが熱心に委員長を勧かん誘ゆうしてたけど、全部ばっさり撥はねのけてたもんねー」

「マジか」

　俺は千本木の席を見やる。

　千本木の周りには誰の姿もなかった。遠足の熱に浮うかされる教室の中、一人どこふく風という感じで文庫本を読んでいる。

「千本木。お前、まだ班決まってないんだってな。なら俺たちの班に入れよ。ちょうど後一人分、枠わくが空いてるんだ」

「……全く。声を掛けに来るのが遅おそいわ。偽にせとは言えあなたは私の恋こい人びとなのだから、いの一番に私の元に駆かけつけるのが筋というものでしょう？　あなたが私に声を掛けに来るまでの間、他の男子の誘さそいを断るので時間を無む駄だにしてしまったわ」

「おお。何かすまん」と俺は謝った。

　千本木は群がる男子どもを厄やつ介かい払ばらいをするために俺と恋人関係を結んだのだ。俺が班に引き入れるのもそのための行動なんだろう。

「じゃあ、班に入ってくれるってことでいいな」

「ええ。元よりそのつもりよ」

「これで四人揃そろったな」

　そして──。

　俺たちは無事、遠足のキャンプのための四人班を結成することができた。周りからはハーレム班だと揶や揄ゆされたが。




　あれよあれよという間に時は過ぎ、遠足当日。

　遠足の神様が微笑ほほえんだのか、その日は雲一つない快晴だった。

「いやあ。いい天気だ」

　俺が自室の窓ガラスから外を眺ながめていると──。

「兄さん、話があります」

　心ここ音ねが声を掛けてきた。

「どうしたんだ？」

「まだるっこい言い回しは嫌きらいなので率直に言います。──私は、兄さんと彼女さんたちの関係を疑っています」

「──は？」

　唐とう突とつに突き刺された言葉のナイフ。

　外のうららかな陽気に反して、背筋がすうっと冷たくなっていく。動どう揺ようを見せないよう平静を保ちながら尋たずねた。

「な、なんで急にそう思ったんだよ」

「私のクラスにカップルの人たちがいます。彼かれらは休み時間も放課後も四六時中イチャイチャと乳ちち繰くりあっています。友達のサエちゃんに訊きくと、付き合いたての男女というものは否応なしにそうなるのだそうです。熱に浮かされ周りが見えなくなり、自分たちだけの世界に没入してしまうのだと」

「……ありがちだな。それで？」

「兄さんたちはまだ付き合って日が経っていませんよね？　なのにどうしてそんなに落ち着いていられるんですか？」

「……俺たち、そんなに落ち着いてるか？」

「はい。私は学校にいる時、こっそり兄さんたちの姿を覗のぞいていましたが、皆さんとても淡たん泊ぱくな関係でした。休み時間になっても、お互たがいの席に行くこともない。それどころかろくに関心を示すこともない。……普ふ通つう、カップルなら、休み時間になると同時に会いにいくものではありませんか？　兄さんと彼女さんたちの距きよ離り感かんは、とても付き合っている人のそれとは思えませんでした」

「…………」

　こいつ、覗き見していたのか……！

　まあ、心音の普段の言動を考えると、全然おかしなことではない。むしろそこに今まで思い至らなかったのが不思議なくらいだ。

　確かに普段の学校生活には留意していなかった。

　俺たちは元もと々もと、互いに好きでも何でもない関係だ。学校にいる間の全時間、カップル然としているのは難しい。

　というか、ムリだ。

「それらを見た上で私の出した仮説はこうです。もしかすると兄さんは私に対して、噓うそを吐ついているのではないか。ほたるさんたちとの恋人関係は、私の求きゆう婚こんを遠ざけるためだけに構築した偽の関係ではないか、と」

「…………」

　おい！　ずばり正解を言い当てちゃってるじゃねーか！　ニアピンどころかホールインワンをかましてきやがった！

　だが──。

　俺はそれを認めるわけにはいかない。

「心音、言いがかりは止めろ！　俺たちは歴れつきとした恋人同士だ。普段の学校生活を垣かい間ま見みたくらいで決めつけるな」

「…………」

「まあ、確かに学校では淡泊だったかもしれない。だがその分、今日の遠足では存分にいちゃつく予定だ」

「なるほど。普段は素そっ気けなくても、イベントになるとカップルらしくなると。兄さんはそう言いたいわけですか」

「いかにもだ」

　疑念を抱いだかせないためにも、ここは強く言い切っておく。

　もちろん、そんな予定は全くない。

「そういうことなら、分かりました」

「分かってくれたか！」

「はい。私も同行してその様を見届けます」

「そうかそうか。──はい？」

　聞き間違いかな？

「心音、お前、今、何て言った？」

「だから、私も兄さんたちのキャンプに同行して、そこでの兄さんたちの姿を見て本当の恋人同士かどうかの判断を下します」

「ば、バカを言うな！　今日のキャンプは二年限定の行事だ。まだ尻しりの青い一年のお前は同行できないぞ！」

「大だい丈じよう夫ぶです。策は考えてあります」

　心音が引っ張り出してきたのは大きめのボストンバッグ。

「私はこの中に隠かくれます。なので、兄さんはこれを荷物として運んでください。それならキャンプ場に同行できますから」

「なるほど。考えたな──ってなるか！　お前はバカか！」

「私は背が小さく、身体からだも細いので、問題なく隠れることができます。それはすでに予行練習をして確認済みです」

「いやいやいや……」

　ボストンバッグのチャックを開け、膝ひざを曲げて入る心音。確かに持っていくこと自体は可能かもしれないが……。

「そんなのムリだ！　俺は承しよう諾だくできないぞ！」

「なぜそこまで拒きよ絶ぜつするのですか？　私には、兄さんが彼女さんたちとの関係を隠そうとしているようにしか見えません」

「違う！　そうじゃない！　荷物に紛まぎれて同行するなら、他の生徒の荷物といっしょにバスの下にぶち込まれることになるだろ。危ないじゃないか。もし万が一、高速道路に投げ出されるようなことがあったら……」

「心配ありません。そのために命いのち綱づなも持参しています。他の荷物が投げ出されても、私はキャンプ場に辿り着きます」

「そりゃあ用意がいいことで！」

「これで問題ありませんね？　大丈夫です。万が一見つかった時は、私の独断だったということにしますから」

「…………」

　俺は返す言葉を持たなかった。

　普通なら反論した方が良かったのだろうが、これ以上拒絶すれば、むしろ疑いが色いろ濃こくなってしまいそうだった。

　結局、要望を受け入れるしかなかった。




　そして──。

　俺はリュックの他に、心音を入れたボストンバッグを手に提げて家を出た。ずっしりとした重みが両手に掛かっている。

「ユウくん。おはよう。今日は良い天気になってよかったね」

　廊ろう下かに出たところで、体操服姿のほたるに声を掛けられた。

「お、おう」

「どうしたの？　そのボストンバッグ、すごく重そうだけど……。そんなに持っていくものなんてあったっけ？」

「いや、これは……」

「それに今、もぞって動いたように見えたけど……」

「気のせいだって！　気のせい！」

　俺は「ははは！」と乾かわいた笑みを浮かべる。……まさかこの中に義妹いもうとが入っているのだと明かすわけにはいかない。

「さあ、早く行こうぜ！」

「う、うん……？」

　ほたるの背を押おし、先頭を切って歩き出す。

　今日は遠足なので、学校ではなく、その側の道路に集合だった。そこにはキャンプ地に向かうためのバスが縦にずらりと並んでいる。

　自分のクラスの名札がついたバスを見つける。

　担任の楠木先生が「荷物はここで預けていってねー」と呼びかけていたので、俺は手に持ったボストンバッグをバスの搭とう乗じよう員いんに渡わたした。

「君、この荷物、随ずい分ぶんと重いね」

「は、はあ」

「今、もぞって動いたような……」

「気のせいです！　気のせい！　ははは！」

　何とか上手くやり過ごし、バスに乗り込んだ。

　バスの席も班ごとに分かれている。班のメンバー、桜井や千本木の姿を探そうと辺りを見回していると──。

「あいはらーっ！　こっちこっちー」

　奥おくの席で体操服のジャージを着た桜井が、ひらひらと手を振っているのが見えた。

　桜井の隣となりでは、同じくジャージ姿の千本木が文庫本に目を落としていた。

「遅かったじゃん。もしかして、今日の遠足が楽しみで寝ねられなかったとか？」

「ちげーよ。まあ、色いろ々いろあってな」

「てゆーか。さっき窓から見てたけど、藍原、荷物多すぎでしょ。あんなに大きなボストンバッグなんて必要ある？」

「あなただけ泊とまりで行くつもりかと思ったわ」

「ははは……」

　そこでふと、思い至った。

　今、心音を内包したボストンバッグはバスの下に収納されている。つまりここでの会話は聞かれる心配はない。

　だったら──。

　心音が同行していることをこいつらに明かすべきでは？

　そうすれば、偽の彼女であることを迂う闊かつに漏もらす危険はなくなるし、恋人っぽい演技をして貰もらうこともできる。

　名案だ！　これで心音の疑いを晴らせる！　そして心置きなくキャンプを楽しむことができるぞ！

　……いや、ダメだ。

　ほたると桜井が演技できるとは思えない。どう考えても不自然になり、心音に違い和わ感かんを抱いだかせることになるだろう。

　……下手にリスクを増やすくらいなら、何もしない方がいいか。

　最終的にそう結論づけた。

　……全く、先が思いやられるキャンプになったもんだ。




　昼前に山やま奥おくのキャンプ場に辿り着いた。

　駐ちゆう車しや場じように停まったバスを降りると、荷物を手に持ち、山の中へと入っていく。

　心音の入ったボストンバッグを持っての移動はキツかった──が、中身を疑われるわけにはいけないので、平気なフリをして必死に運んだ。

　周囲を緑に囲まれ、清らかな川の流れる場所にキャンプ場はあった。

　俺たちは班ごとに指定されたスペースにシートを敷しくと、その上に各自のリュックや自じ炊すいに使う食材を置いた。

「ほたるん、材料の買い出し行ってくれてありがとね。あたし、どーしても昨日はバイト抜ぬけられなくてさー」

「私も委員会の仕事が終わり次第、合流しようと思っていたのだけど。間に合わせることができなくてごめんなさい」

「ううん。全然いいよ。私はただ、食材を選んだだけだもん。荷物は全部、ユウくんが家まで運んでくれたし」

「へー。藍原。やるじゃん」

「あなたも買かい物もの袋ぶくろくらいは持てるのね」

「お前らの中で俺はどんなイメージだよ」

「じゃあ、各班ごとに、自炊を始めてくださーい。コンロなんかの機材は炊すい事じ場ばにあるから、二人くらいで協力して運んできてね」

　担任の楠くすの木き先生が声を張ってそう呼びかける。

「ごめん。ユウくん、お願いしてもいい？」

「え？　俺？」

「うん。待ってる間、野菜を切っておきたいから」

「まあ、俺は料理できないし、ここにいても役には立たないだろうけどよ……。荷物の傍そばを離はなれるのはなあ……」

　ちらりとボストンバッグの方を見やる。

　心音の動向が気になる。

　できれば、ここを離れたくない。

「いいじゃん。藍原、あたしと機材取りにいこーよ」

　桜井が親しげに肩を組んで誘ってきた。

「お前がいっしょに来るのか？」

「キャンプ場の景色、見て回りたいし。それに藍原は男子で力あるだろうし、コンロ運ぶって言っても楽そうだしね」

「おい。なんでこっちに負担押しつける前提だよ」

「なら、機材運びはユウくんと桜井さんにお願いするね。私と千本木さんはその間、野菜を切っておくから」

「……分かったよ」

　仕方ない。ここは折れるしかないか。

「まあ、機材は重いだろうが、他でもない『彼女』の頼たのみだからな。いやー『彼女』の頼みは断れないなあ！」

「ユウくん、いきなりどうしたの？」

「やけに説明口調ね」

「誰に対しての？」

　それはね、ボストンバッグに対してだよ。

　心音、今の俺のアピールは聞いたか。

　俺たちは正しよう真しん正しよう銘めいの恋人関係なんだ（噓）。

　俺と桜井は並んで歩き出す。

　キャンプ場の川辺や木こ陰かげでは、同じクラスの他の班の連中が、それぞれ賑にぎやかに自炊の準備に取りかかっていた。男子の中には調理そっちのけで川に入り、ぎゃーぎゃーとわめいて遊んでいる奴らもいた。笑い声と共に水しぶきが上がる。体操服はびしょびしょに濡ぬれて肌はだに張り付いていた。

「うーわー……。男子って、ほんとバカだよね」

「一ひと括くくりにするなよ。俺はあんなことはしない」

「え？　でも藍原、バカじゃん。勉強できないし」

「それならお前もそうじゃねーか！　俺と大して点数変わらないんだし。それ、とんだブーメラン発言だからな」

「……この話。もうやめよっか？」

「そうだな。それが賢けん明めいだ」

　これ以上は双そう方ほうともに余計な傷を増やすだけだ。

　奥にある炊事場へと辿り着く。そこには年期の入ったコンロが並んでいた。

　コンロの上に置く鉄板を手に取る。

　辺りでは同じくコンロを取りに来た他の班の連中が、別の班にいる友達と雑談して盛り上がったりしていた。

　──だが、俺はそんな機会には恵めぐまれなかった。

　なぜか？　考えるまでもなく、友達がいないからである。

　その時だった。

「藍原！」と後ろから爽さわやかに声を掛けられた。

　ま、まさか。

　俺にも話しかけてくれる奴がいたのか!?　振り返ると、一年の時にクラスがいっしょだった男子がいた。

「久しぶりだな！」

「お、おう」

「聞いたぜ。お前、今、三人も彼女がいるんだってな。真ま白しろに桜井、千本木──学年随ずい一いちの美少女ばかりだって？」

「え？　ああ」

「炊すい事じの後の自由時間、お前に話があるんだ。他のクラスの連中も連れて、お前のところに遊びにいくからな」

「ちなみにその遊びっていうのは……水遊びとか？」

「水は水でも、水責めだ。川面かわもにお前の顔を沈しずめて互いの交流を深める」

「そんなので交流が深まるか！　殺す気じゃねーか！」

　そいつは「絶対逃にげるなヨ」と有う無むを言わさぬ黒い口調で告げると、「じゃあな♪」と手を振りながら去っていった。

「なーんだ。藍原。ちゃんと友達いるんじゃん。しかも、炊事が終わった後、皆で遊びに来てくれるみたいだし。よかったね♪」

「全然よくねーよ！」

　奴ら、俺に嫉しつ妬との念をぶつける気満まん々まんじゃねーか。

　──と。その時だった。

　新たに炊事場に歩いてくる連中が。

　あれは確か……。桜井の女友達の真ま先さきと山やま下しただ。

　このままだと、桜井とぺちゃくちゃ話し出すだろうな。そうなればほたるたちの元に戻もどるのが遅くなる。

　若干げんなりしながらそう思っていると──。

「ね、ねえ、藍原。早く運んじゃおーよ」

　桜井が焦あせったようにそう口走った。

「……ん？　お、おう」

　俺は予想だにしなかった反応に、戸と惑まどいを覚えた。

「桜井、あいつらと話さなくていいのか？」

「へっ？　あー、まあ、うん。今のところは」

　今のところは？　……何だか不自然な反応だな。

「まあいいや。よし。同時に持ち上げるぞ」

「おっけー」

「「せーのっ！」」

　俺と桜井は左右に分かれて、コンロを一いつ気き呵か成せいに持ち上げた。

　お、重っ……！　腰こしがやられてしまいそうだ。

　だが、心音の入ったボストンバッグよりはマシか……。

　炊事場を後にすると、川辺へ向かって歩き出す。その道中、ちょうど真先や山下とすれ違うような形になった。

　その瞬しゆん間かん──。

「…………」

　桜井はなぜかさっと顔を伏ふせてしまった。二人と目を合わさないよう俯うつむき、萎い縮しゆくした様子で足取りを早めた。

「でさー」「ほんと？　うけるー」

　真先と山下もまた、桜井を一いち瞥べつしたものの、声は掛けなかった。二人だけで楽しそうに話しながら通り過ぎていく。

「……？」

　なんだ？　どうしたんだ？

　桜井たちの様子を見て、俺は違和感を覚えた。普通、友達とすれ違ったら一声くらい掛けるものじゃないか？




　俺たちはコンロを持ったまま、ほたるたちの元へと戻った。

　道中、桜井にさっきのことは訊かなかった。

　何となく、訊きづらかったのだ。

　……あいつら、普段の学校生活では、移動教室の時だったり、トイレに行く時だったりに群れに群れてたのにな。

「ユウくん。桜井さん。おつかれさま」

　ほたるが労ねぎらいの声をくれた。

「コンロ、ここに置いておくぞ」

「うん。ありがとう」

「どうだ。そっちの調子は」

「今、ちょうど野菜を切ってるところ。焼きそばの分は終わったから、後はお好み焼きのキャベツとか山やま芋いもかな」

「そうか」と俺は言った。「千本木は？」

「千本木さんなら、そこの洗い場にいるよ。野菜を切ってくれてるの。……でもかなり時間が掛かってるような」

　ほたるはそう言うと、

「ユウくん。ちょっと様子を見てきてくれる？」

「任せろ」

　俺は了りよう承しようすると、洗い場へと向かった。

　千本木は包丁を手に、洗い場のまな板の前に立っていた。覗いてみると、何やら深刻な面持ちをしていた。

「どうかしたのか」

「──っ」

　声を掛けると、華きや奢しやな肩が跳はねた。すると同時に、千本木の身体に隠されていたまな板の状態が露あらわになった。

「こ。これは……」

　そこにあったのは、惨さん状じようだった。

　焼きそばの材料として使う野菜──ニンジン、タマネギ、キャベツ──が酷ひどく不格好な形に切られていた。

[image: ]

　ほたるが切ったものとは雲うん泥でいの差だ。

　普段、全く包丁を握にぎっていないのが一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「千本木。お前、料理できなかったんだな」

「女のくせに、とでも言うつもりかしら。だとすれば時じ代だい錯さく誤ごね。うっかりＳＮＳに書き込もうものなら即そく座ざに炎えん上じようすること請うけ合あいよ」

「そうじゃねーよ。ただ意外だって思っただけだ。俺の中で、何となくお前は全部万能にこなせるようなイメージだったから」

「必要のないスキルは磨みがき上あげないわ。自炊をするのは時間の無駄よ。外食とスーパーの総菜があれば事足りるもの」

「なるほどな」

　ある意味、千本木らしい考え方かもしれない。

「けど、それならほたるに頼まれた時に断ればよかったのに。料理できないって」

「……その時点では、まだ確定していなかったもの」

「ははあ。で、実際にやってみたら出来なかったと。でも、出来ないと思われるのが嫌いやでほたるに助けも求められなかったわけだ」

「だったら何か？」

　切れ気味に返された。

　どうやら図星だったようだ。

「お前はあれだな。人に弱みを見せるのが下手なタイプだな。言いい換かえれば、プライドが高い女ってわけだ」

「……藍原君。あなたって、本当にデリカシーがないのね。だから十七年間、一度も異性からの愛を受けられなかったのよ」

「うるせーな。お前だってそうだろうが」

「私には愛など必要ないわ」

「聖せい帝ていみたいなこと言ってんじゃねーよ」ちなみにその感じでいくと後のち々のち、愛に包まれて息絶えることになるからな。

「私は作業に戻るから。どいてくれる？」

「まだやるのか？」

「ええ。与あたえられた仕事は投げ出さずに全まつとうする。当然のことでしょう？　今さら泣き言を言うつもりはないわ」

　千本木は包丁を持つと、再びキャベツを切ろうとした。

「おい。それじゃ危ないって」

　俺は千本木の手を取った。

「……何をするの？」

「野菜を切る時は、左手の指を丸めて猫ねこの手にしておかないと。そうじゃないと、包丁で手を切っちまうかもしれない」

「私はそんなヘマをしたりしないわ」

「怪け我がする奴は皆、そう言うんだよ」

　俺は「ほれ」と包丁の柄えの方を向けて手渡す。

　千本木はそれを受け取ると、再びまな板の前に立った。俺の教えた通り、左手を猫の手にして野菜を切り始めた。

　トン。トン。トン……。

　たどたどしい手つきだし、切った野菜のサイズはまちまちだが、少なくとも危なっかしさはさっきよりマシになった。

「ふう。一応、これで任された分は終えたわね」

　……まあ、サイズはバラバラだけど、焼きそばに使うものだし、よく炒いためさえすれば別に問題はないだろう。

「あ。千本木さん。ユウくん。野菜切りお疲つかれさま。待ってる間に、桜井さんとコンロの準備しておいたから」

　見ると、コンロはすでに点火していた。鉄板が熱されている。その下には火種となる炭や新聞紙があった。

「炭触さわってたら、手ぇ汚よごれちゃった。洗ってこないと。──けど、拭ふくためのものを何も持ってきてないんだよね」

　桜井はそう言うと、

「ねえ。藍原、ハンカチとか持って来てない？　っていうかその大きいボストンバッグの中に入ってるでしょ？」

　と、ボストンバッグを開けようとした。

「止めろおおおおおおおお！！！」

　全力で叫さけんでいた。

「うわ。びっくりした。なに？　どったの？」

「勝手に人の持ち物を漁あさろうとするんじゃねえ！　ぶっ飛ばすぞ！」

「ご。ごめん……。確かに無神経だったかも」桜井はしゅんとすると、「でも、ちょっと怒おこりすぎじゃない？　人格変わってるじゃん」

「そうね。鬼おにの形ぎよう相そうだったわ」

「何か見られたらマズいものでも入ってたりして」

「バババ、バカ言うな！　そんなわけないだろ！　第一、なんでキャンプにそんな疚やましいものを持ってくるんだよ！」

「ちょー目が泳いでるんだけど。怪あやしい……」

　桜井は俺をジト目で見つめてくる。そして──。

「今だ！　隙すきあり！　あけちゃおーっと♪」

「あ。バカ！　止めろ！」

　桜井が俺の隙をついてボストンバッグの口を開けた。

「え──っ!?」

　しまった！　見つかったか！

　何でボストンバッグに妹を忍しのばせてるの!?　という数秒後に飛んでくるであろう皆からの罵ば声せいを想像して俺は項垂うなだれた。

　終わった……。

「中身、何も入ってないじゃん！」

「……はい？」

　俺は慌あわててボストンバッグを見た。

　開いたチャック。中はからっぽになっていた。

　さっきまで入っていたはずの心音の姿はそこになかった。

「どういうことだ……？」

　心音の奴、抜け出したのか？

「いや、それはこっちの台詞なんですけど……。藍原、どうして中身空からのボストンバッグなんて持って来たわけ？」

「ここに来るまで、随分と重そうにしていたけれど。あれは演技だったのかしら。意図がまるで読めないわね」

「ユウくん、凄すごく疲れてるんじゃ……」

　ほたるが、ぴとり、と俺の額に手を当てて熱の有無を確かめてくる。

　頭の心配をしてくれてありがとう。

　でも、安心してくれ。俺は今のところ正常な人間のはずだ。

　……しかし。心音の奴、いったいどこに行ったんだ？

　ボストンバッグの中にいると聴ちよう覚かくしか使えないからと、抜け出してどこかでこの様子をのぞき見ているのだろうか。




　何はともあれ、お好み焼きと焼きそばを作った。

　途と中ちゆう、俺が油を持ってくるのを忘れたことが発覚したのだが、ほたるが豚ぶた肉にくを焼いてその脂あぶらで作ればいいと対処法を出した。

　さすが、料理上手。

　俺たちには出せないアイデアを平然と出してのける。

　ほたるの機転のおかげで、調理はつつがなく進んだ。

　出来上がったお好み焼きと焼きそばを、紙皿に取り分ける。

　自然の中で食べる料理は格別な味がした。

　まあ。ほたるの料理はどこで食っても美味いんだけどな。

　あっという間に鉄板の上は空になった。

　さて、後片付けに取りかかるか──と思った時だった。

「ほたるー。助けてー！」

　ほたるの女友達たちが泣きつくようにやってきた。四人とも、まるで駆け込み寺にでもやってきたかのような様相だ。

「ど、どうしたの？」

「全然上手く料理できないの！　このままじゃ何も食べられないよー。ほたる、お願いだから私たちを助けてー！」

　四人はほたるを拝まんばかりだ。教会で女神像に祈いのるかのように。

「うん。分かった」ほたるはそう気軽に引き受けると、「ごめん。ユウくん。ちょっと皆のお手伝いしてくるね」

「ああ。後片付けはこっちでやっておくから」

「ありがとう♪」

　ほたるはそう言うと、友達連中を引きつれて歩いていった。
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　高名な僧そう侶りよと弟子みたいな絵え面づらだな。

　しかし──。

　ほたるがこの班にいなかったら、今いま頃ごろ泣きついていたのは俺たちだろう。

　何しろ、班のメンバーは俺と千本木と桜井なのだ。この三人では、まともに食べられるものを作るのは難しいに違いない。

　ほたるを除いた俺たちは、後片付けに取りかかる。

　千本木と桜井に使った紙皿や紙コップ、野菜の生ゴミの処理を任せ、俺は鉄板の汚れを落とすために洗い場に向かった。

　他の班の連中に混ざり、冷たい水で鉄板を洗う。

　スポンジを使い、表面についた頑がん固こな汚れを必死に擦こすりまくる。

　こいつは中なか々なか、手て強ごわいぜ……。だが、抵てい抗こうしても無駄だ。必ず落としてやるぜ──と心の中で唱えていると。

「よう！　調子はどうよ」

　背後で快活な声がした。

　横よこ田ただった。

　さらさら茶ちや髪ぱつの爽やかイケメン。バスケ部。

　クラスの中心で所謂いわゆるリア充という科目に属する存在。

　もしや、俺が話しかけられてるのか──？　三さん股またのせいでクラスで絶賛嫌われ中の俺にも気さくに声を掛けてくれるとは、すげー良い奴じゃねーか──と振り返ると、横田の視線はこっちに向いていなかった。

　俺の背後にいた真先と山下にだった。

　俺は慌てて前へと向き直った。耳がかあっと赤くなる。

　……で、ですよねー。冷静に考えて、リア充の権ごん化げみたいな奴が、冴えない俺に話しかけるような用件なんてないですよね。

　自じ意い識しき過か剰じようだった。すげー恥はずかしい……。

「自炊とかする意味ある？　って感じ。面めん倒どうくさいし。蚊かには刺さされるし。駅前のお店で焼き肉食べた方がコスパいいでしょ」

「ははは！　確かにな！」

　横田は嫌みのない笑い声を上げると、

「ま。でもこの後はお待ちかねの自由時間だからな。お前らどうせ暇ひまだろうし、俺たちの班といっしょに遊ばないか？」

「暇かどうか決めつけないでくれる？　……まあ、暇だけど」

「よっしゃ！　決まりな！」

「川で水遊びでもするつもり？」

「もうそれはやった」

「うわー。翔しよう太た。びしょびしょじゃん」

「これでも乾いて来た方だって。バーベキューする前にずぶ濡れになって、コンロの火で乾かしたんだよ」

　あ。こいつ。さっき川遊びしてた男連中の一派か。

　すげーな。若さ爆ばく発はつじゃん。

「キャンプ場の奥にでっかい滝たきがあるんだってよ。御ご利り益やくがあるとか何とか。皆で片付け終わった後にいこーぜ」

「まあ別にいいけど。することもないし」

「ねー」

「せっかくだし、沙さ希きも誘おうぜ。別の班だけど」

　横田がそう言うと、

「いや、沙希は誘わなくていいから」

　真先がぴしゃりと遮さえぎった。

　それは空気の流れを止める冷たい一言だった。

　横田はきょとんとした表情になる。

「……ん？　何でだ？　──あ。もしかして気ぃ遣つかってんのか？　彼かれ氏しといっしょに自由時間を過ごさせてあげたいとか。お前らやるなあ」

「そんなのじゃなくて」真先は強い口調で言った。「あの子とあたしら、今ちょっと距きよ離りを置いてるから」

「……喧けん嘩かでもしてんのか？　珍めずらしいな。三人いつもいっしょだったのに」

「喧嘩とか、そういうんじゃないけど」

「むしろそれ未満って感じ」

「……？」

　横田は事情を飲み込めてないようだったが、

「──ま、いいや。とにかく片付け終わったら呼びに行くから」

　そう言い残すと、洗い場から去っていった。

　真先と山下の間にはしばし気まずい沈ちん黙もくの残のこり香ががあったが、すぐに何事もなかったかのように言葉を交わして談笑し始めた。

　……なるほどな。さっきコンロを取りに来た時、真先たちとすれ違って桜井が気まずげにしてたのはそういうわけか。

　思い返してみれば、桜井が俺の班に来た時だって、いつも同じメンバーといるよりたまには違うメンバーといる方が新しん鮮せんだーとか何とか言っていたが、なるほど、いつもの連中とはいっしょにいられなかったというわけだ。

　しかし、喧嘩ねぇ……。

　争う相手のいない者には縁えんのない話だな、と自じ嘲ちよう的てきに呟つぶやきつつ、洗い終えた鉄板を返へん却きやくしてから班の所へと戻る。

　すると──。

「あ。来た来た」

　桜井が俺のことを待っていた。

「ねえ、藍原。この後、自由時間だけどさ。予定ある？」

「別にないが」

「そっか。じゃあさ、あたしといっしょに過ごさない？　ほら、あたしたちは一応恋人関係なわけだし。形だけでもね」

　そう繕つくろっているが、事情を知ってしまった俺には分かる。

　こいつは他に自由時間を共に過ごす相手がいないのだ。きっと。

　千本木は木陰の下で静かに読書に勤いそしみ、ほたるは未だ、他の班の手伝いに行ったまま戻ってくる気配がない。優しいほたるのことだ。きっと調理だけでなく、洗い物まで手伝っているに違いない。

　と、なればだ。

　俺も同じく過ごす相手がいないわけで──。

　心音の行方は気になるが、あいつの目的が俺の監かん視しである以上、桜井と共に過ごすのは間違いではないだろう。

「分かった」

　桜井と自由時間を過ごすことにした。




　俺と桜井は当あてもなく歩き出した。

　川に沿って進む。

「お好み焼きと焼きそば、おいしかったねー」

「ああ」

「ほんと、ほたるんがいてくれてよかったー。あたしたちだけじゃ、あんなに上手に作れなかっただろうし」

「全くだ」

　他愛のない会話をしていた時だった。

「あ……」

　桜井は隣で、か細い声を漏らした。表情が歪ゆがむ。

「どうした？」

「ううん！　何でもない！　……藍原、いこっか」

　桜井は笑みを繕つくろうと、足早に歩き出す。

　俺はさっきまで桜井が見ていた方に目をやった。

　そこで目にした光景──。山奥にある滝へと続く小さな赤い橋。その上を横田や真先や山下が連れ立って歩いていた。

　……なるほど。そういうわけか。

　連中と会ったら、気まずい思いをすることになる。自分が仲間外れにされているという事実を突きつけられる。

　だから、気づかないふりをして、避さけているわけか。

　桜井の足は、滝とは逆方向へ向いていた。

　次第に喧けん噪そうが遠ざかり、川のせせらぎが聞こえてくる。

　その時だった。ちゃぽん。魚が跳ねる音がした。

「お。ここ、魚がいるな」

　俺は水面を覗き込んで言った。

「手づかみして持って帰ったら、コンロで焼いて食えるんじゃないか」

「──え？　あ、そだね」

　一いつ拍ぱく遅おくれて返事が返ってきた。

「藍原、今、なんて言った？」

「いや。そこに魚がいるって」

　俺は水面の一角を指さす。ごつごつした岩と岩の間。川の流れに逆らって、黒い魚ぎよ影えいがゆらゆらとたゆたっていた。

「……あ、ほんとだ。かわいー」

　桜井はその場に膝を抱かかえてしゃがみこむ。水中にたゆたう魚を眺めながら、ぽつりと小さな声で呟つぶやいた。

「……いいなー。魚は悩なやみとか何にもなさそうで」

　心の声がつい漏れたようだった。

　桜井の視線は、ぼんやりと水面に投げかけられていた。魚を見ているというよりは自分の内面を見つめているように見えた。

「そういえば、真先たちと喧嘩したんだってな」

「──えっ？」

　桜井はその一言で、現実へと引き戻された。

「なんで藍原がそれを……」

「洗い場で鉄板を洗ってる時に、小耳に挟んだんだ。それにさっき、滝に行こうとするあいつらを見て進路を変えただろ」

「あー……。バレてたんだ」

　桜井はバツの悪そうな表情を浮かべる。

「藍原って、意外と人のこと見てるんだね」

「まあな。しかし、珍しいな。お前が誰かと喧嘩するなんて。誰とでも上手くやってるから争いごとには縁がないのかと」

「別に喧嘩したわけじゃないし」

　桜井は言った。

「あたしが二人の機き嫌げんを損そこねて、嫌われちゃったってだけ」

「何か逆げき鱗りんに触ふれるようなことでも言ったのか？　お前ら、化け粧しようで誤ご魔ま化かしてるだけで水に濡らしたら別に可愛かわいくないぞとか」

「……えっ。藍原、そんなこと思ってたの？」

「あくまでも例たとえば、だよ。例えば」

「その割には、やけに具体的だったような……」桜井はジト目になると、「ま、言げん及きゆうはしないでおいてあげるけど」

「それで？　何を言ったんだよ」

「何も言ってない」と桜井は言った。「だから嫌われたの」

「──え？」

　どういうことだ？

「元々、遠足前にあの二人が喧嘩しててね。険悪な関係になってたの。それであたしが仲裁に入ろうとしたわけ」

「そうだったのか」

「うん。で、二人に別べつ々べつに話を訊いてみたら、どっちも自分は悪くない、悪いのは向こうだって主張してて。一応、その場では両方に同調するじゃん？　そしたら二人がそのことを知ったみたいでさ。沙希は結局、どっちの味方なのって問とい詰つめてきて。答えられないで曖あい昧まいに誤魔化してたら二人が怒り出して、沙希は私たちなんてどうでもいいと思ってるんでしょ、信用できない！　って言い出しちゃって。気づいたら、二人が結けつ託たくしてあたしをハブる感じになっちゃった」

「なるほど。共通の敵を得たことで、二人は仲直りしたわけだ」

「……まあ、そーゆーこと」

　桜井は自嘲するように笑った。

「二人を仲直りさせるって目的は達成できたけど、その代わり、あたしが仲間外れにされることになったみたいな」

「そりゃ災難だったな」

「うん……」

　桜井は、はあ、と溜ため息いきをついた。

「ほんと、ちょーショック……」

「女子の友達づきあいってのは色々面倒くさいんだな。……それで結局、桜井はどっちが悪いと思ってたんだ？」

「どう考えても絵え美みが悪いと思う！　だって、自分の彼氏がほのかと少し喋しやべったくらいで怒りすぎっていうか。あたしの彼氏を取ろうとしてたでしょ!?　って詰め寄るのはいくらなんでもやりすぎだし！」

「えーっと……」と俺は言った。「それはどっちがどっちだ？」

「真先絵美。山下ほのか。……えっ。てゆーか藍原、もう五月なのにクラスメイトの名前覚えてなかったわけ？」

「そんなの覚えてるわけないだろ。ろくに喋ったこともないのに。むしろ名みよう字じすら覚えてない奴もざらにいるぞ」

「えー。あたしなんて全員、四月中に覚えたのに」

「早すぎるだろ」

「だって、名前覚えてないって知ったら相手は嫌な思いするじゃん。それを防ぐためにも名前はちゃんと覚えておかないと」

「じゃあ俺の名前も？」

「藍原優ゆう斗とでしょ。もちろん覚えてるってば」

「すげーな。お前」

　クラスでもかなり陰かげが薄うすい存在である俺の名前を即そく答とうするとは……。いやまあ、一応は彼氏なんだから当然か。

「つーか、どっちが悪いかって自分の中で結論が出てたのなら、それをそのまま伝えればよかったんじゃないか？」

「それが出来たら苦労しないって。言ったら絶対、絵美と喧嘩になるじゃん」

「まあ、なるだろうな。真先の奴、見るからに気が強そうだし」

　うちのクラスで気が強い二大巨きよ頭とうは、千本木と真先だろう。どちらも迂う闊かつに近づくと大おお火傷やけどする羽目になる。

「……誰かと言い争うとか、喧嘩するとか。あたし慣れてないし。だったら何も言わない方がいいのかなって」

「他人と衝しよう突とつするのが嫌なのか？」

「そんなの誰だって嫌じゃん。喧嘩するなんてさ。ずーっと仲良く皆で笑ってる方が楽しいに決まってるし」

「なるほどな」

　俺は頷うなずいた。

「だから桜井は合わせてるわけだ。自分の言いたいことや気持ちを押し殺してでも、他人に同調してる」

「……まあね」

「でもそれ、ほんとに楽しいのか？」

「……え？」

「桜井、この前、言ってただろ。友達とカラオケに行くときは、自分の歌いたい歌よりも盛り上がる歌を優先するって。自分の本音を押し殺してまで他人に同調して、他人の価値観に染まりきって、いつも他人の顔色を窺うかがって神経をすり減らして──そんなので本当に心の底から楽しいって思えるのか？」

「……どうだろ。分かんない」

　桜井は自嘲的に口元を緩ゆるめると、

「……でもさ、この前、藍原とデートしに行ったじゃん？　あの時は本当に心の底から楽しいって思えたかも。何の気も遣わなくていいし、思ったことがあったら何でも遠えん慮りよせずにずけずけ言い合える感じだったし」

「だったら、あいつらの前でもそのスタンスでいけばいい」

「……そう出来れば苦労はしないって」

　桜井は苦笑しながら首を力なく振った。

「っていうか、藍原は割と誰にでもずけずけ物を言えちゃうところあるよね。委員長にも真っ向から刃は向むかったりするし」

「そういえばそうかもな」

「他人とぶつかるの怖こわいとか思わない？」

「あんまりないな」

「藍原って、意外と強いね。……あたしはムリかな」

　桜井は弱よわ々よわしく笑った。

「やっぱりさ、嫌われるのって怖いよ。嫌われて、傷つきたくないから、いつも他人に期待される自分を演じちゃう。カラオケ行ったら自分の好きなちょっとマイナーな歌を歌って白けるのが嫌で、誰でも知ってる盛り上がる歌ばっかり歌ってみたり。沙希は彼氏いるでしょって訊かれたら、いないって正直に答えて幻げん滅めつされたりバカにされるのが嫌で、いるって見栄を張って答えてみたり。すっぴんの自分だと誰からも好かれないんじゃないかと思って、他人好みの化粧をしてる。本当は、それじゃダメだって自分でも分かってるくせにね。……でも、今さらもう止められないっていうか。ずっと化粧したまま生きてきたから、化粧の落とし方忘れちゃった」

　寂さびしげにそう笑った桜井の横顔。

　他人に合わせて摩ま耗もうしすぎて、本当の自分に自信を失っている。

　そんな表情をしていた。

　だけど、俺は知っている。

　桜井と放課後にデートをした日──あの時の桜井は、紛れもなく本来の自分らしさを全面に出していた。

　遠慮なくずけずけとモノを言ってきて、軽口も叩たたいて、でも決して人を傷つけるようなことは言わない。ずっと陽だまりみたいに明るくて、場の空気が悪くなったと見るやメーロン茶なんてオリジナルドリンクを作って和ませて。俺のへたくそな歌を聞いてもバカにしたりせず、楽しそうにデュエットしてくれる。

　デートの帰り道、桜井と駅前で別れた時、俺は寂しかった。

　この時間がもっと続けばと思ってしまった。

　それはきっと、桜井と過ごす時間が楽しかったからだ。

　桜井が魅み力りよく的てきな人間で、いっしょにいるとその空間が輝かがやいていたから。

　だから──。

　桜井が自分に自信が持てないというのなら。俺は桜井が自信を取り戻せるよう、背中を押してやりたいと思った。

「分かった」

　俺は言っていた。

「だったら、俺が桜井の化粧を落としてやるよ」

「──えっ？」

　桜井がきょとんとした表情を浮かべる。

「化粧を落とすって、どうやって？」

「それはな──こうやってだよ！」

　ドンッ。

　俺は川辺にいた桜井の背中を押した。

「────へ？」

　押されたことに向こうが気づいた時には、遅かった。

　ばしゃーん！

　桜井は顔から勢いよく川の中へと突っ込んだ。

　水みず飛沫しぶきが派手に飛び散る。

　桜井は起き上がると、驚きよう愕がくと怒いかりをない交まぜにしながら叫ぶ。

「──ちょっ!?　はああ!?　いきなりなにすんの!?」

「いや、お前が化粧の落とし方が分からないっていうから。思いっきり水に濡らしたら落ちるんじゃないかと思ってな」

「あれは比ひ喩ゆだから！　喩たとえの話だから！」

　桜井はそう言うと、

「あーもう、最悪！　藍原のバカ！　アホ！　鬼き畜ちく外げ道どう！」

　と怒りに任せて叫んだ。

　髪かみの先から水すい滴てきが滴したたり落おちる。たっぷりと水を吸い込んだ体操服は、桜井の肌に張り付いて下着の形を浮かび上がらせる。

　水に突っ込んだことで、施ほどこされた化粧も落ちていた。けれど、その下から現れた素顔は変わらず端たん整せいなままだった。

「別に嫌われたっていいだろ」

　俺はその顔を見て、思わず言っていた。

「……え？」

「お前が自分の気持ちを正直にぶつけて、喧嘩して、その結果、全員に嫌われることになってもいいじゃねえか」

「……そしたらあたし、ぼっちになっちゃうじゃん」

「かもしれないな」

　俺は言った。

「まあ、一応、俺はお前の彼氏ってことになってるからな。どんなに嫌われても、俺はお前の側そばにいてやるよ」

　それに──と続けた。

「お前は別に、化粧なんてしてなくても綺き麗れいだよ。すっぴんをさらけ出しても、十じゆう分ぶん皆に好かれるような人間だと思う。俺が保証する」

「……藍原」

　桜井は目を見開いた。ほんのりと頰ほおが染まる。

　言葉に詰まっていた。

　もしかすると、俺の言葉が響ひびいたのかもしれない。

　うっかり感極まったかな？

　そう思っていたら、桜井は水を掻かき分わけながらずんずんと近づいてきて、俺の胸ぐらをむんずと摑つかむと共に叫んだ。

「くらえ───っ！」

「げふう!?」

　見事な払はらい腰ごし──。

　ばしゃーん！

　俺は思い切り、川面へと叩きつけられた。

　飛沫しぶきが上がり、全身、びしょ濡れになる。

「な、何しやがる!?」

「ばーか！　さっきのお返しに決まってんじゃん！　あたしだけびしょ濡れになるなんてそんなの許せないし！」

　桜井は威い勢せいの良い声でそう叫ぶと、

「てゆーか、何さっきの？　俺だけはお前の側にいてやるって。格好つけんな！　イケメンでもないくせに！　ばーかばーか！」

「い、言わせておけば……！」

　俺は立ち上がると、

「喰くらえ！」

　桜井に向けて、足元の水を蹴けり上あげた。

「やったな！」

　桜井は両手で水をすくい、すぐさま応戦してくる。

　しばらく水を掛け合う。

　体操服をびしょびしょに濡らしながら、桜井はケタケタ笑っていた。それは、何の衒てらいもない眩まぶしい表情だった。

　遠慮することも、繕うこともない──。

「ねえ、藍原」

「なんだ？」

「あたしもさ、藍原みたいになれるかな？　自分の気持ちを、言わないといけないことをちゃんと言える人に」

「なれるよ。だって、お前は俺と同じくらいバカだからな」

「あははっ。そっか。そうだったね」

　桜井はにかりと眩しげに笑った。

「お。あれ、桜井じゃね？」

　その時だった。

　背後で声が聞こえたのは。

　俺たちは振り返り、愕がく然ぜんとした。そこには──滝に向かったはずの横田や真先、山下のグループがいたからだ。




　横田は俺たちの姿を見つけると、こっちに近づいてきた。後を追うように、真先や山下も川岸へとやってくる。

「おお。やっぱり桜井だ。隣にいるのは三股彼氏か」

　横田の視線が俺の方に向いた。

「お前ら、二人きりで楽しそうに遊んでたみたいだけど。いいのか？　他の二人の彼女に構ってやらなくても」

「こっちの事情だ。放っておいてくれ」

「はは。それもそうだ」横田は嫌みのない笑みを浮かべた。「なあ。俺たちも、お前らの水遊びに混ぜてくれないか」

「──はい？」

「いや。俺たちは元々滝を見に行く予定だったんだけどさ、途中、猪いのししが出るかもしれないってことで先生に止められたんだよ。それですることがなくなった。だから、俺たちもお前らといっしょに遊ばせてくれよ」

　横田が爽やかな笑みと共にそう言った時だった。

「翔太。止めてってば」

　真先が鋭するどい声を上げた。

「気を回して、あたしらを仲直りさせようとしてるんでしょ。そういうのいいから。余計なお世話だから」

「バレたか」

　横田が苦笑した。

「けど、良い機会だろ。もう一回、ちゃんと話し合えよ」

「別に話すことなんてない」

　真先が険のある声で言う。

「沙希のことは信用できない。誰にでもいい顔をして。クラスの冴えない連中にも普通に話しかけたりするし。前から思ってたけど、あれ、気持ち悪いんだよね。あたしって誰にでも分わけ隔へだてないでしょアピールが鼻につくっていうか」

「だよねー。わかる」と山下が追つい随ずいする。

「それにあたしらの前でも基本、本音とか出さないし。悪口で盛り上がっててもへらへら合わせて笑ってるだけで、自分からは言い出さないし。そういう良い子ちゃんぶるところとかも気に入らなかった」

「あー。それあるよねー」

「…………」

　桜井は俯き、黙だまっていた。

　表情から、さっきまでの笑みは消えていた。

「お前ら、ちょっと言い過ぎだ」

　さすがに見かねたのか、横田が宥なだめようとする。

「だって、ほんとに思ってることだし」

「仕方ないよね」

「それより翔太。もう戻ろうよ」

　真先が桜井から視線を切って歩き出す。

　山下もそれに従った。

「おい！　二人とも、待てって！」

　横田は俺たちの方を一瞥すると、悪いな、とでも言うように両手で拝むようなポーズを取ってから踵きびすを返した。

　連中の後ろ姿が遠ざかっていく。

　桜井は俯いたままだった。

　俺はその横顔を覗き込む。

「いいのか？」と尋ねた。

　しばらく沈黙が続いた後、声が返ってきた。

「……よくない」

　桜井はそう呟くと、意を決して顔を上げた。

　遠ざかる真先たちの背中を、目を逸そらさずに見み据すえる。

　頭上を覆おおっていた雲の切れ間から、太陽の光が差した。それは川を目ま映ばゆく照らし、桜井の目が瑞みず々みずしい輝きを取り戻した。

　大きく息を吸うと、吹ふっ切きれたように大声を張り上げる。

「──ちょっと待ってよ！」

　その声は緊きん張ちようのせいか、ほとんど裏返っていた。

　真先たちの足が止まった。

「さっきからずっと、好き勝手なこと言ってるけどさ！　こっちだってむかついてることの一つや二つあるっての！」

「……はあ？」

　振り返った真先の表情は、困こん惑わくで縁ふち取どられていた。まさか、言い返してくるとは思ってなかったのだろう。

「あたしは別に、分け隔てない自分をアピールしてるわけじゃなくて！　自分の話したい人と話してるだけだから！　誰が上とか下とか、そんなのどーでもいいし！　クラスメイトと仲良くするのは当たり前のことじゃん！」

　桜井は息いき継つぎをすると、そのまま叫ぶ。

「それに悪口だって！　あたしが自分から言い出さないっていうけど、悪口言うような相手がいないから言わないだけだし！　それを良い子ちゃんぶってるって……単に絵美たちが性格悪いだけでしょ!?」

「……はあ？」

　真先の表情が不快そうに歪む。

「てゆーか！　二人が揉もめてたのも、あれ悪いのは絵美の方だからね!?　自分の彼氏とほのかがちょっと話してたくらいで、取ろうとしたって突っかかるとか……。自分に自信がないからって他人にあたるのは違うでしょ！」

「……沙希。あんた、自分が何言ってるのか分かってんの？」

「当たり前じゃん」

　桜井は不敵な笑みを浮かべて言った。

「あたしはただ、思ってることを言ってるだけだし」

　それは覚かく悟ごを決めた表情だった。

「……いい度胸してるじゃない」

　真先は川岸に近づくと、躊ちゆう躇ちよなく川の中へ入っていった。水を踏ふみ分わけ、桜井と真っ向から睨にらみを利かせ合う。

　次の瞬間だった──。

　パァン！

　真先は桜井の頰を平手で張った。乾いた音が鳴り響く。

「──っ!?」

　俺たちは驚愕の声を漏らした。

　すると──。

「──このっ！」

　桜井も負けじと相手の頰を張った。

　パァン！

「……っ！」

　まさか、やり返されるとは思っていなかったのだろう。

　今の一いち撃げきで、真先の怒りに完全に火がついたようだ。

　取っ組み合いになる。

　真先は桜井を川の浅あさ瀬せに引き倒すと、馬乗りになった。手を上げる。

「やったな！」

　だが、桜井は一方的になる前に体勢をひっくり返した。馬乗りになる。そして仕返しとばかりに顔面を張った。

　壮そう絶ぜつなキャットファイトが展開される。

「おい、お前ら。止めろって──！」

　仲裁に入ろうとした横田を、俺は手で制する。

「待て。好きにやらせてやれよ」

「はあ？　だって、お前……」

「取っ組み合いの喧嘩だし、大事には至らないだろ。それより、お互いに抱えてたものを吐き出す方がずっと大事だ」

　俺は殴なぐり合あいに興じる二人を見やる。

　真先も、桜井も、剝むき出だしの感情をぶつけ合っていた。

　怒りを、不満を、自らの手足に乗せて。訴うつたえるように、響かせるように相手の肉体に叩き込む。化粧は水に濡れて落ち、皺しわになった体操服が肌に張り付き、水底の細かい砂じや利りで擦ったせいか肌にはいくつも擦すり傷きずがある。

　二人ともボロボロだった。

　ただ、そこに虚きよ飾しよくは一切なかった。

　決着は思いのほか、早くついた。

　真先が桜井の上に馬乗りになり、桜井はすでに抵抗する気力を失っていた。

　しかし──。

　真先はなおも桜井に手を上げようとした。

　俺はその前に、真先の振り上げた腕うでを摑んで止めた。

「もう決着はついただろ。これ以上は止めとけよ」

「はあ？　藍原、あんた、邪じや魔まするわけ？」

「一応、俺はこいつの彼氏だからな」

「……キモッ」

　真先はそう鋭く呟くと──。

　浅瀬の砂利の上に仰あお向むけになった桜井を見下ろし、ふん、と鼻を鳴らしてから、岸辺へと上がっていった。

「絵美。大丈夫!?」

　山下が慌てて駆け寄ってくる。

「別に。何てことないよ」

　真先は切れた口元に滲にじんだ血を、手の甲こうで拭ぬぐう。

「沙希なんて、相手にならない」

　そう吐き捨てると、川岸から歩み去った。

　山下は桜井の方を心配そうに一度振り返ると、自分の中に生まれた罪悪感を振り切るかのように真先の後を追っていった。

　横田も俺に『すまん。桜井のことはお前に任せる』とアイコンタクトを送ると、真先をフォローするために追っていった。

　俺は浅瀬で仰向けになった桜井を見下ろす。

「派手にやられたな。大丈夫か？」

「あー。もう、最悪。負けちゃった……」

　桜井は悔くやしそうに呟いた。

「人生初の喧嘩は、黒星スタートかあ……」

「ちなみに初めての喧嘩の感想は？」

「まー。あれだよね。ドラマとかで見るより、スマートにいかない。すっごい不格好な感じになっちゃったし」

「そりゃ貴重な経験をしたな」

「その代わり、失ったものも大きいけどね」

「失ったもの？」

「絵美ってクラスのボス的な存在だから。他の女子に根回しされたら、あたしは本格的にハブにされちゃうかも」

「まあ、可能性はゼロじゃないかもな」

「藍原はさ、それでもあたしの側にいてくれる？　あたしといっしょにいたら、同じ目に遭わされるかもしれないけど」

「俺は元々、三股を公言した時点でクラス全員を敵に回してるからな。もうこれ以上嫌われようがない。無敵だ」

「あははっ。そっか。あたしたち、嫌われ者同士だ」

　桜井は楽しそうに笑った。

「ぜーんぶなくなっちゃったかもしれないけど、今、すっごい清すが々すがしい気分。何もかもから解き放たれたみたいな」

「そうか」

　全てを失った──。
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　にもかかわらず、桜井の表情はさっぱりしていた。

　まるで憑つきものが落ちたかのように。

「もしあたしがクラスの女子全員から嫌われちゃったとしても、藍原が側にいてくれるなら楽しそうだし、別にいいかな」

　頭上の澄すみ渡わたる青空から、暖かな陽光が降り注ぐ。

　光の粒りゆう子しがキラキラと輝く小石の上に膝を抱えて座りながらはにかんだ桜井の表情はとても晴れやかで、魅力的で。

　俺はその眩しさに思わず、目を細めた。




　びしょびしょになった桜井を連れて、自分の班の所へ戻った。

「うわっ！　桜井さん、服がびしょびしょ！　どうしたの？」

　俺たちに気づいたほたるが、心配そうに尋ねてきた。

「いやー。ちょっとね」

　桜井は気まずそうに笑みを浮かべた。

「藍原と水遊びをしてたらこうなったっていうか。……ね？」

「あ。ああ。はしゃぎすぎたんだ」

　慌てて口裏を合わせた。

「それにほたるは服がびしょびしょって言ったけど、これでも乾いた方だ。さっきはもっと酷かったんだ」

「ほんと、乾かすの大変だったよね」

「もう。二人とも、子供みたい」

　ほたるは呆あきれながらも、疑念は抱かなかったようだ。

　助かった……。

　俺と桜井は互いに胸をなで下ろした。

「あなたたち、もう自由時間は終わりよ。他の班はすでにバスに向かったわ。私たちも早く合流しましょう」

　千本木が文庫本を閉じ、歩き出そうとする。

「待ってくれ！」

「何かしら？」

「ちょっと忘れ物が……」

　まだボストンバッグの中身の心音を回収していない。このままではあいつをキャンプ場に置き去りにしてしまう──。

「──って。んん？」

　思わず、自分の目を疑った。

　ボストンバッグが元の膨ふくらみを取り戻していた。

　恐おそる恐おそる手に持ってみると……ずっしりと重い。人の体重ほどの重みがある。ということは中に入っているのは……心音だ。

　……いつの間にか戻ってきてたのか。

「忘れ物ってなに？　言ってくれたら、私もいっしょに探すよ？」

「いや、ほたる。もう大丈夫だ。ありがとう」

「？　変なユウくん」

「真白さん。心配には及およばないわ。藍原君は元々、変だもの。私の生足に踏まれて喜ぶような人だから」

「いや、喜んでねえよ！」

　勝手に記き憶おくを書き換えるんじゃねえ！

　ともあれ。

　俺たちの遠足はこうして無事、終わりを告げたのだった。




「ねー。委員長、それ何読んでんの？　ふーん。『蹴り○い背中』っていうんだ。確か賞を取ったやつだっけ？　面白そう！」

「桜井さん。あなた、やけにテンションが高いわね」

「そう？　いつもこんな感じっしょ。あ、かむかむレ○ン食べる？　これ、お菓か子しの中で一番美お味いしいと思うんだよねー」

　帰りのバスの中。

　俺の前の席で、桜井はハイテンションだった。

　吹っ切れたかのように、班のメンバーに話しかけまくっている。

　主に俺と千本木に対してだ。

　ほたるは他の班の手伝いに奔ほん走そうして疲れたのか、寝てしまっていた。俺の肩にもたれるようにして寝ね息いきを立てている。

　俺はともかく、千本木は迷めい惑わくそうにしていた。

「桜井さん、あまり話しかけないでくれる？　今は疲れているの」

「いいじゃん♪　遠足は家に帰るまでが遠足っていうし。それにキャンプ中、委員長と話す機会なかったしね」

　ムリしている、という感じではない。

　むしろ逆だった。

　桜井はとても自然体のように見える。

「はい！　藍原にもこれ、あげる。あたしの大好物」

　気づくと、桜井はこちらを向いて、手の平を差し出していた。

　その上には──か○かむレモンがのせられていた。

「いいのか？」

「まーね。色々と助けて貰ったし」

「助けた？　俺が？」

「ほら。さっき、あたしにアドバイスくれたじゃん。それに、もしハブにされても側にいてくれるとか何とか言ってくれたし」

「ああ。そのことか」

「あれさ。実はけっこー嬉うれしかったんだよね。勇気出たっていうか……。嫌われるのが前より怖くなくなったし」

「そりゃ良かった」

「これからは人の顔色、窺わなくて済むかも」

　桜井はそう言ってはにかむと、

「それでさ、一つ藍原に提案があるんだけど」

「何だ？」

「あたしたちさ、これからはお互い名前で呼び合わない？」

「──え？」

「や。あたしたち、付き合ってるんだもん。それくらい普通でしょ。だから、そっちもちゃんと沙希って呼んでよ」

「…………」

「ちょっ！　黙んないでよ！　せっかく勇気出して言ったのに！」

「悪い悪い。いきなりだったから」

「とにかく、決まりね！　あたしたちは一いち蓮れん托たく生しようの関係だし！　これからも偽の恋人関係を続けないといけないしね」

　桜井はそう言うと、満面の笑みを浮かべた。

「だから、改めてよろしくね。──優斗」

　その飾かざり気けのない表情を見て、俺は思う。

　やっぱり、自然体のこいつは底そこ抜ぬけに明るくて、眩しくて、何より人の心を惹ひきつけるだけの魅力に満ちている。

　すげー可愛いな……。

　素直にそう思った。
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「兄さんに報告があります」

　キャンプから無事に帰った日の夜。

　ボストンバッグから這はい出だした心ここ音ねがそう言った。

　長旅の後にも拘かかわらず、その表情には全く疲つかれが見えない。

「というかお前、キャンプの途と中ちゆう、どこに行ってたんだ」

「ボストンバッグの中では、聴ちよう力りよくしか機能しませんから。五感を使って兄さんたちの関係を調査するために抜け出しました」

　やっぱりそうだったか。

「で、報告ってのは？」

「私はキャンプ中、兄さんたちの行動を逐ちく一いち監かん視ししていました。皆みなさんが本当に恋こい人びと関係にあるのかを見極めるために」

「……結果はどうだったんだ？」

　心音は一息置くと、口を開いた。

「まず、千せん本ぼん木ぎ先せん輩ぱいの兄さんに対する態度ですが、愛する恋人に対するそれには到とう底てい見えませんでした。ですがお二人は元もと々もと隷れい属ぞく関係。一いつ般ぱん的てきなカップルの尺度に当てはめるのは困難と言えます。なので判断を下すのは早計かと」

「なるほど」

「次にほたるさんですが、これも幼おさな馴な染じみとしての情が含ふくまれているので、恋れん愛あい感情との区別がつきにくいです。ほたるさんが兄さんを幼馴染みとして好きなのか、それとも一人の男性として好きなのか……結論を出すのは難しいです」

　まあ。そうかもしれないな。

「最後にビッチさんですが。これに関しては判断することができました。彼かの女じよは兄さんのことを好いていますね」

「──はい？」

「ビッチさんがご友人と揉もめている時の一部始終、私も見ていました。兄さんが男らしく助けに入るところも含めてです。ビッチさんが川辺で兄さんに向けた笑顔──その中には間ま違ちがいなく恋愛感情がありました。あれは雌めすの顔でした」

「…………」

　いや、俺おれには全くそうは見えなかったが。

　心音の目は結構、節穴だったりするのだろうか。──もっとも、誤解してくれる分にはありがたい話なのだが。

「以上の考察を踏ふまえた上で、結論を言います」

　ごくり、と喉のどを鳴らした。

　心音の審しん判ぱんが今、下される──。

「現時点では、黒とも白とも言い切れません。グレーというところでしょうか。判決を下すにはまだ時間が必要ですね」

「ということは……」

「今後も経過を観察するということで」

　ほっ、と胸をなで下ろす。

　取りあえずの危機は乗のり越こえたようだった。

　それにしても──。

　俺は心音の言葉が引っかかっていた。

　心音は桜さくら井いが俺に好意を持っているとか言っていたが、遠足の帰りのバスであいつは俺に名前を呼ばせようとしていた。

　あれは、もしかすると──。

　いや、そんなわけないか。

　あれは単なる友達としての感情だろう。

　自じ意い識しき過か剰じようも甚はなはだしい。俺のようなモテない奴やつに限って、ちょっと優しくされたり名前を呼ばれただけで勘かん違ちがいしてしまうのだ。

　桜井のようなリア充じゆうが俺のことを好きになるはずがない。




　俺たちはこれからも偽にせの恋人関係を続けていく。

　幼馴染みのほたる。

　クラスのリア充女子の桜井。

　そして完全無欠のクール系美少女の千本木。

　俺たちが偽の恋人関係を結んでいられるのは、彼女たち全員が俺にクラスメイト以上の感情を抱いだいてないからだ。

　この関係は薄はく氷ひようの上に危うく成り立っている。

　だから、もし……。

　この中の一人でも俺に対する感情が変化するようなことになれば。偽の好きが本当の好きに変化してしまえば。

　俺たちは今の関係を続けられなくなる。

　そんな日がいつかやってくる……のかもしれない。
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　キャンプ場。

　桜さくら井いが真ま先さきとの喧けん嘩かを終えて吹ふっ切きれた後。

　俺おれたちは一つの問題に悩まされていた。

「うわー。体操服びしょびしょなんだけど……。下着透すけちゃってるし、このままじゃ皆みんなのところに戻もどれないじゃん」

「着き替がえとか持ってきてないのか？」

「持ってきてるわけないじゃん。濡ぬれることなんて想定してなかったし。バーベキューに使えそうなものだけ」

　桜井はそこでジト目になると、

「てゆーか。藍あい原はら、あれだけ大きいボストンバッグを持ってくるなら、着替え用のジャージとか入れてきてよ。そしたらあたしが着れたのに」

「まあ、ジャージなら男女関係なく着れるだろうしな」

「なのに中身空からっぽだし……。藍原、何考えてあんなの持って来たわけ？」

「いや、それは……」

　妹を中に入れていたんです、とは口が裂さけても言えない。

「俺がボストンバッグを持って来た理由なんてどうでもいいだろ？　目下の問題は桜井の濡れたジャージをどうするかだ。選せん択たく肢しは二つ。どうにかして乾かわかすか、諦あきらめてそのままバスに乗るかだ」

「ムリムリムリ！　このままでバス乗れるわけないじゃん！　濡れてるだけならまだしもブラ透けちゃってるし！」

「なら、ブラを外せばいいんじゃないか。それなら透けないだろ」

「あ。そっかあ。あったまいい──！　ってダメでしょ！　それだともっとマズイものが透けちゃうじゃん！」

「乳首とか、後……乳首とかな」

「はっきりゆーな！　ぼかしてたのに！」

「俺、白黒はっきりつけたい性格なんだ」

「いさぎよさをこんなところで発揮しなくていいから！　てゆーか、そんなのクラスの皆に見られたら恥はじずか死しんじゃう！」

「じゃあ、体操服を乾かすしかないな。ブラが透けない程度まで」

　俺はスマホを取り出して時刻を確認する。

「けど、集合時間まで猶ゆう予よはあまりないぞ。天日干ししようにも、三十分やそこらじゃ時間が足らなすぎる。バスに乗のり遅おくれる」

「もう、別にいいんじゃない？　皆には先に帰って貰もらってさ。あたしたちだけで歩いて学校まで帰るっていうので」

「お前な……。このキャンプ場がどこにあるのか分かってるのか？　地元から県を二つ跨またいでるんだぞ？」

　徒歩で帰れるはずはない。

「あ。天日干しする時間がないなら、強い風を当てるっていうのはどう？　そしたら早く乾くんじゃない？」

「それはまあ、いいかもしれないが。どうやって？」

「体操服を持ったまま全力で走る！　もしくは振ふり回まわす！」

「桜井が？」

「あたしのわけないでしょ！　あたし、下着姿だから！」

「開放的でいいんじゃないか」

「よくない！　体操服乾かすのは藍原がやってよ」

「俺が？」

「元はと言えば、藍原があたしを川に突つき飛とばしたのが悪いんだし。責任取ってちゃんと協力してよね」

「まあ、そう言われると返す言葉がないな」

　確かに協力するのが筋というものだろう。

「よし。分かった。じゃあ、服脱ぬいでくれ」

「ここで!?」

「仕方ねえだろ。キャンプ場に更こう衣い室しつなんてないんだし」

「うう～っ……」

　桜井は不服そうだったが、代案はないと理解したのだろう。渋しぶ々しぶ、ここで服を脱ぐことを決めたようだ。

「絶対、振り向かないでよ!?」

「分かってるって」

「はぁ～っ……。もう。何でこんなことに……」

　背後で衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。そして、

「はい。体操服。きっちり乾かしてよね」

「よっしゃ。任せとけ」

　俺は受け取るため、反射的に振り返ってしまう。

　すると、目の前に現れた光景。

　それは下着姿の桜井だった。

「──っ!?」

「……あ、悪い。つい反射的に」

「もおーっ！　振り向かないでって言ったじゃん！　さっき何聞いてたわけ!?　藍原のバカスケベ変態！」

　ポカポカ！　と胸元を叩たたかれる。

「しかしこの体操服、まだ体温が残ってて生なま々なましいな」

「そういうレポはいらないから！　早く乾かして！」

「うおおおおおおおお！」

　俺は桜井の体操服を掲かかげると、全力で振り回した。

　ばっさばっさ！

　風を受け、体操服が凧たこのように膨ふくらみを帯びる。

「何かこうしてると、応おう援えん旗きを振ってるみたいだな」

「あー。確かに。ばっさばっさって音もそれっぽい。どうせなら、応おう援えん団だんっぽく掛かけ声ごえもつけてみたら？」

「そうだな。ただ振り回してるのもつまらないし。やってみるか」

[image: ]

　俺はこほんと咳せき払ばらいをすると、

「フレー！　フレー！　桜井！」

　と声を張りながら体操服を振り回した。

「あははっ！　いいじゃんいいじゃん！」

　桜井はツボに嵌はまったのか、手を叩いて喜んでいた。

　それに気をよくした俺は、更さらに声を張り上げる。ばっさばっさと叫さけびながら豪ごう快かいに制服を振り回していると──。

「──うおっ!?」

　向かいから歩いてきたクラスメイトの男子が、俺たちに気づいた。

　ぎょっとした顔をしている。

　それもそのはず。

　彼かれの目が捉とらえたのは──下着姿で膝ひざを抱かかえて座る桜井と、彼かの女じよの体操服をまるで応援旗のように振り回し、「フレー！　フレー！　桜井！」などとのたまう俺。おまけに桜井はその姿を見て手を叩いて笑っているのだ。

　傍はたから見ると、完全にやべー奴やつらである。

「…………」

　男子生徒はしばらくフリーズした後、くるりと踵きびすを返した。次の瞬しゆん間かん、猛もうダッシュでこの場から逃にげていった。

「……今の、絶対変態カップルだと思われただろうな」

「え!?　あたしも!?」

「そりゃそうだろ」

　一人だけ常人を装おうとしても無む駄だだ。

　その後も体操服を振り回しに振り回し、水みず気けを飛ばした。

「ほら。これでどうだ？」

　先ほどよりは水気の飛んだ体操服を着た桜井は、

「まだびみょーに透けてるんだけど」

　と不満そうに漏もらした。

「さっきよりはマシだろ。ほら、キャンプ場に戻るぞ」

　もう集合時間が迫せまっているのだ。贅ぜい沢たくは言っていられない。

　俺たちが急いでキャンプ場に戻ると、ほたるも他の班の手伝いから戻っていて、桜井の濡れた姿に驚おどろいた後にこう言った。

「桜井さん。体操服濡れてるなら、替えの体操服貸してあげようか？　一応、念のために着替えを持って来ておいたから」

「──えっ!?　ほんと!?」

「うん。サイズ、同じくらいだから着られると思う。貸してあげるね」

「さすがほたる。用意がいいなあ」

「ほたるん、ありがとう！　大好き！　──だけど、さっきあたしが恥はずかしい思いをした意味っていったい……」

「まあ、いいじゃないか。終わりよければ全てよしってことで」

「藍原が言うな！」

　桜井の怒ど声せいがキャンプ場にこだました。
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　初めまして。友とも橋ばしかめつと申します。

　本作を手にとって頂いてありがとうございます。

　読了してからこのページを開いてくださった方には重ねて感謝を。

　面白かったでしょうか？　楽しんでいただけたでしょうか？

　もし面白かったり楽しんで頂けたなら、感想をＳＮＳ等で呟いたり、お友達に勧すすめて頂けたりすると作者的にとても嬉しいです。

　他人に勧めても大丈夫な作品だとは思います。たぶん。

　……大丈夫ですよね？




　本作はほとんどの人が経験した高校生活を舞台にして書かれたラブコメですが、作者である僕の実体験などは皆かい無むです。偽の恋人はもちろんのこと、誰にでも気さくに声を掛けてくれるリア充女子との交流、才色兼備の完璧美少女からの罵ば倒とう、十数年の付き合いの幼おさな馴な染じみとの甘あま酸ずっぱい思い出、義妹いもうとに言い寄られること……。全て完全フィクションです。こんな高校生活があったら面白いよね、という妄想だけで出来ています。そういう意味ではこの作品は現代ラブコメというよりは、ファンタジーなのかもしれません。




　以下、謝しや辞じです。

　イラストレーターの吉よし田だ依い世よさん。美麗なイラストありがとうございました。本作に彩りを与えてくださいました。

　担当編集の原はら田ださん。刊行にあたり、色々とお世話になりました。

　頂いたご指摘のおかげで、ぐっと作品が良くなったと思います。今後ともよろしくお願いいたします。

　また、本作に関わってくださった方々にも感謝を。皆さんのお力添えがなければ、僕一人では何もできませんでした。

　何より、今この本を手にとってくださっている読者の方へ感謝を。

　面白かったとか、キャラクターが可愛かったとか、どんな形でも本作を楽しんで頂けたならこれに勝まさる喜びはありません。

　またどこかでお会いできればと思います。

　それでは。
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